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プロローグ　慌ただしくなった日常




　ダンジョンマスターを退けてから数ヶ月が経過した。

　俺は自警団の仕事に戻って、田舎村のヤンで変わらない日々を送っている。今日も治安を守るため、ヘルミーネの親父が経営している宿の前に来ていた。


スイングドアを押し開けて店内に入ると、酒場特有の喧騒けんそうと酒の臭いが全身を包む。



「遅かったな！　早くアイツらを止めてくれ！！」


親父の叫び声につられて騒ぎの中心を見た。体格のよい二人の男性冒険者が殴り合いをしている。周囲は酒を飲みながら罵声を飛ばし、どっちが勝つか賭け事をしているヤツもいるようだ。



「何があった？」

「わからん！　いきなりケンカが始まった！　ヘルミーネたちは後ろに下げてるから、遠慮なくやってくれッ！」


まあ、細かいことは後回しでもいいか。親父からの依頼ではあるし、自警団の仕事をしよう。




人を押しのけて騒ぎの中心に近づく。



「そんな殴り方じゃ魔物一匹も倒せないぜ！　ゴブリンに出会ったら、ケツの穴でも差し出すんだな。もしかしたら見逃してくれるかもしれないぞ？」

「ふざけんな！　お前をぶっ殺して、オークの餌にしてやるッ！！」


聞くに堪えない低俗な言い争いをしていた。




二人とも頭に血が上っている。胸ぐらを掴みあっていて、これでは話しかけても気づかれないだろう。ケンカを止めるのであれば実力行使しかない。



『アイスバインド』


細い氷で作られた紐が床から伸びて、暴れている二人の冒険者に絡みつく。




突然の出来事に店内が静まりかえった。この隙に動こう。




パンパンと二回手を叩いて注目を集める。



「ここは酒と食事を楽しむ場所だ。ケンカをするなら外に出てもらえないか？」


笑顔で近づく。誰も邪魔しない。




いや、できないのだ。




ケンカの仲裁に来たのは、これが初めてではない。




俺が誰なのか、そして勝てる相手かどうか、この場にいる全員が知っているのだ。




観客は蜘蛛の子のように散っていき、二人だけが取り残される。



「す、すまねぇ……ちょっと飲みすぎたみたいだ」

「俺もだ。ケンカなんかしてねぇ。ほら、こんなに仲良しなんだぜ」


先ほどまでいがみ合っていた二人は肩を組んで言い訳をしている。




誰が見ても嘘だとわかるが、こいつらと話す時間が無駄だ。




被害は出ていないので静かにするなら見逃してもいいだろう。



「なら問題ないな。もう食事は終わっているんだろ？　さっさと部屋に戻って休めよ」

　ケンカをしていた二人の肩を軽く叩く。


俺からの許しが出ると、慌てて階段を駆け上がっていった。




これでトラブルは解決だ。




騒動の原因がいなくなると、すぐに周囲は落ち着きを取り戻す。人口が急増しているヤンは、こういった騒ぎが日常的に発生しているので、みんな慣れてしまったのだ。




ヘルミーネとソフィーは接客に戻って、料理を運んでいる最中だ。




一人になった俺はカウンターの隅に座る。全体を監視するのに丁度よい場所で、最近は毎回ここを使わせてもらっていた。




気づかれないように周囲を観察する。今のところ怪しい人間はいない。良くも悪くも冒険者らしい集団ばかりで安心した。



「ご注文は？」


聞き慣れた声がしたほうを見るとローザが立っていた。鈍く光る首輪の存在が、犯罪奴隷のままだということを示している。無理矢理作った笑顔はぎこちなく、俺に話しかけたくなかったであろうことがわかった。



　彼女がここにいる理由は知っている。ゼルマからの指示によって、ソフィーと同じ場所で働いているのだ。むろん、雇う側の親父に拒否権はない。どんな無能だとしても受け入れなければいけないのだが、幸いなことにローザはそこそこ活躍しているので、店にとってもよい話だったと思う。


ローザも使い捨てされるような危険から離れられたと喜んでおり、珍しいことに関係者全員が得をするような采配だった。



「お前がいるなら、さっきのケンカは止められたんじゃないか？」

「私はソフィーを守るのが仕事なのよ。バカの相手をする余裕なんてないわ」


先ほどの騒動は現聖女が雇った暗殺者が企てた陽動、といった見方もできるので、ローザが動かなかった正当な理由にはなる。だが、性格を知っている俺からすると、怠ける口実として利用しているようにしか聞こえない。



「本当にソフィーを守る気はあるんだろうな？」

「何よ、疑っているの？　まだ死にたくないもの。ちゃんと守るわよ」

「そうしてくれ。彼女が無事なら文句はない」


でなければ、俺がゼルマの騎士になると約束した意味がなくなる。




今はまだ下っ端の冒険者ばかりが集まっているが、建設中のギルドや教会が完成したら、もっとやっかいなヤツらがくるだろう。ローザの出番は今後も増えてくるはずだ。気を抜いた護衛なんて許さないからな。



「ふーん」

「文句でもあるのか？」

「ないわ。変わらないなと、思っただけよ」


何かを言いたそうな目をしていたが、会話は終わってしまった。




作り笑いはなくなって無愛想な表情になっている。




もう、俺と雑談したくはないのだろう。



　ローザが何を考えているかはわからないが、愛想のよさなどは期待していないし、変に媚びを売られても気持ち悪いだけだ。俺にとってはこのぐらいの距離感が丁度よいので気にならなかった。

「で、注文は？」

「定食を一つ。酒はなしだ」

「面白みのない食事ね」

「うるさい。注文したんだ。さっさと作り置きを温めて持ってこいよ」

「はいはい。わかってますよ〜」

　手をヒラヒラと動かして、ローザは去って行った。


雑な対応にため息が出るが、信じられないことに「これはこれでいい！」という客もいるそうで、人気はそこそこあるらしい。



　世の中には特殊な考えを持ったヤツが多いんだなと、思わずにはいられなかった。





夜も深まり客が二階の部屋に戻っていく。この時間になるとヘルミーネはとっくに仕事を終え、すでに就寝している。




一階の酒場に残っているのは、酔いつぶれて床で寝転がっている冒険者が数人だけ。仲間は呆れて先に部屋に戻ってしまっているのだろうか、放置されていた。




このままだと掃除ができないので、ローザが担ぎ上げて部屋に運んでいく。奴隷らしく肉体労働してもらっているのだ。




手伝うのは社会通念上許されないので、俺、親父、ソフィーの三人は、カウンターに集まって作業が終わるのを待っていた。



「今日もギリギリだが乗り切れたな」


疲れた顔をした親父が酷使した腕を労いたわるように揉んでいる。




連日満員が続き、閉店間際まで厨房はフル回転。親父一人で料理を作っているわけだから体への負担は大きい。何時間もフライパンを動かしているので、ガタイのよい男でも辛いのだ。



「私に任せてください」


ソフィーが親父の手を取ると『ヒール』の魔法を使う。




優しい光りが親父を包み込んだ。



「いつも悪いな。痛みが引いたよ」

「タダでお部屋を借りているお礼です。気にしないでください」

「ヘルミーネと同じ部屋なんだから、金をとらないなんて当たり前じゃないか」

「それでもです。帰る場所のない私には、本当に嬉しいことだったんですよ」

「いや、まあ、そう言われると……」


照れているのか、顔が赤くなり天井を見ながら言いよどんでいる。




これがヘルミーネやソフィーだったら可愛いで済むが、中年の親父がやったら気持ち悪いだけだ。



「面倒な男だな。素直にソフィーの好意を受け取れよ」

　文句を言うと、親父は勢いよく掴みかかってくる。

「うっさい！　外野は黙ってろ！　今は、ソフィーちゃんと話してるんだよッ！！」


照れているのを誤魔化そうとしているようで、興奮しながら顔を近づけてきやがった。




男に迫られて喜ぶ趣味なんてないぞ！



「わかった、わかった、俺が悪かったよ」

　手で顔を押し返しながら謝罪をする。

「わかりゃぁいいんだよ」


素直に謝ったのが意外だったのか、親父は大人しく離れていった。




男が照れている姿なんて見たくない。少し話題を変えよう。




ここ最近気になっていたことを質問する。



「そういえば、店は改築するか決めたのか？　回答期限は明日だっただろ？」


数日前にレギーナが店に来ると、ゼルマが資金を出すから店を拡張してほしいという提案をしていた。さらに経営が順調であれば、二号店を出す資金まで提供してもよいと言っているから驚きだ。




もちろん、貴族であるゼルマが無償の愛に目覚めたという感動的な話ではない。




人口が急増しているヤンへの対応と同時に、親父と親しい俺とソフィーに恩を売るための作戦である。



「ラルスの予想だと、これからもっと人が増えるんだろ？」

「それは間違いない。村が街になるほど人口は増える」

「なら宿はもっと大きくしないとな。返済の必要はないということだし、受け入れるつもりだ」


特別な理由もなく断れば、ゼルマの不興を買ってしまう。親父からすると、断るほうが危険なので当然の決断といえるだろう。




資金を提供した見返りは俺とソフィーの働きだ。ゼルマの命令に従って貢献すれば問題ない。俺が頑張ることによって周囲の人間が幸せになるのであれば、悪い気はしなかった。



「明日、レギーナ様と会うから、ついでに伝えておく」

「貴族様と会うだと？　お前も出世したな。もしかして気に入られたんじゃないか？」


ゲラゲラと下品に笑っているが、鋭いことを言いやがる。




適当に放った言葉が真実を捉とらえていることもあるから油断ならない。内心の焦りを隠して、いつも通りの声が出せるように意識する。



「ヤンの治安状態を報告するんだよ。自警団の仕事だから特別な意味はない」

「つまんねぇな。この村にいる貴族様は女なんだから、仲良くなれば色々といい思いができるんじゃねぇか？」


お前、ベッドの中で愛をささやけとか言うつもりか？




あのゼルマに？




想像しただけで寒気がするッ！！




大量の金貨を積まれたとしてもお断りだな！



「バカなことを言うなよ。貴族様と親密なお付き合いをしたが最後、ロクなことにはならないぞ？」

「ちげぇねぇや！！　ブツを切り落とされないように注意しないとな」


また下品な声で笑うと俺の肩を叩く。




親父の心配事は見当違いではあるが、注意しなければいけないという部分については同意である。




新しい来訪者





朝になったので、家を出て村の中を歩く。




視界に収まる範囲でも五つ以上の建物が建設中だ。




村の中心となっている通りには教会や冒険者ギルドの支部が、ちょっと奥まったところには、鍛冶屋や魔道具を販売するような店も建てられている。今は内装を整えている最中のようだ。




畑だった場所には家が建ち、都市から移住して新しく商売を始める人も出てきた。




ヤンが村から街に成長する、その過程が目の前の光景だ。




なんだか、自由気ままな田舎暮らしから遠のいている気もするが、落ち着いたらヤンの隅にでも引っ越してひっそりと暮らせばいいか。




ゼルマとの縁だって、ダンジョン探索が軌道に乗れば切れるはず。まだ大丈夫。取り返しはつく。



「道の真ん中で立ち止まって、何をしているんですか？」


気がついたらソフィーが隣にいた。金髪が太陽の光を反射していて、普段よりも綺麗きれいに見える。青い瞳には俺の姿が映っていた。



「ヤンの発展を見ていたんだ」

「成長期に入った子供のような変化ですよね」


俺の言葉に、ソフィーはうんうんと、うなずいていた。




楽しそうな顔をしているし、ヤンが大きくなるのを純粋に喜んでいるのだろう。




綺麗なものだけを見てほしいと思ってしまうような笑顔で、人目を気にせず見とれてしまった。



「これからレギーナ様に会うんですよね。一緒に行きませんか？」

「そうしよう」


親父に言った治安の報告は建前で、本当は仕事を依頼したいと呼び出されていたのだ。




内容は聞いていない。その場で言い渡されるはず。




人通りの多い道を歩き、村長の家だった場所に向かう。




今はゼルマやレギーナが住む家に改築されていて、屋敷と表現しても違和感はない。家主だった村長は大金をもらって別の街に移住していた。




貴族が村長を追い出した酷い話、と感じる村人もいるかもしれないが、あの村長に街を治める能力はないので、トラブルが起きる前に交代できたのは、お互いに良い結果だったはずだ。




ゼルマの屋敷に入ると、内装は大きく変わっていた。




厚みのある豪華な絨毯とシンプルだが高そうに見える調度品があり、インテリアとして武器がいくつか壁に飾られている。




入り口で待っていると長いスカートをはいたメイドが一人、近寄ってきた。見たことのない顔だ。死んだメイドの代わりに、本家から新しく派遣されたのだろう。



「ラルス様とソフィー様ですね。レギーナ様がお待ちです」


メイドの後を追って奥へと進む。二階に上がるとシンプルだが頑丈そうな木製のドアをノックした。



「お客様をお連れしました」

「入ってください」


ドアが開かれる。窓際に置かれた椅子に座って、紅茶を飲んでいるレギーナがいた。長い金髪に優しい瞳、柔らかい笑みはそのまま絵の題材にもなってしまいそうなほど美しい。




テーブルにはクッキーの入ったお皿があるが、一人で食べきれる量ではない。近くに空いている椅子が二脚ある。



「お茶を飲みながら話しましょう」


レギーナは、表情だけではなく言葉すら柔らかくなった印象があった。




その変化に疑問を感じつつも言葉には出さず、素直に指示に従って席に着くことにする。




紅茶を飲み、お菓子を食べながらしばらく談笑をしていると、レギーナが手に持っていたカップをテーブルに置く。それが本題に入る合図だった。



「外に出られているゼルマ様の代わりに、お願いしたいことがあってお呼びました」


彼女は不在なのか。当主になる、爵位を上げるといった野望のために、裏で色々と動いているのだろうな。ゆっくり休養しているとは思えなかった。



「明日、ヤンに二人の重要人物が来ます。一人は冒険者ギルド長に就任予定のロイ、もう一人は戦闘司教のアルマです。ラルスさんはロイに、ソフィーさんはアルマについてヤンを案内してください」


二人とも会ったことはないが、肩書きからしてレギーナが言うとおり、重要人物なのは間違いないだろう。




組織とはトップの思想が強く反映されるものだ。二人の性格を把握しておくことは、ヤンにできる冒険者ギルドや教会の動きを理解するのに役立つ。この依頼は俺にとっても意味があるな。



「アルマさんが来るんですね……」


隣に座るソフィーは少し嬉しそうな顔をしていた。




元聖女と言うこともあり、教会関係者、特に司教といった地位の高い人間について情報を持っていても不思議ではない。




もしかしたら知り合いの可能性もある。これから関わる相手なので、ソフィーから見たアルマの印象というのも聞いておくか。



「アルマという人物のことを知っているのか？」

「はい。昔、一緒に暮らしていたことがあります。それに、教会内で有名な方なので、会ったことはなくても名前だけは知っている人は多いと思いますよ」

　一緒に生活……？

　ソフィーの過去にアルマと接点があるのか。興味がそそられる話ではあるが、質問する前に話が進んでしまった。

「彼女はアンデッドへの憎しみが人一倍強く、自らの手で滅ぼすことにこだわっている方ですね。戦闘能力だけ見れば教会内でもトップクラスですが、手段を選ばないので一部では狂人と呼ばれています」


アンデッド嫌いの司教か。それも戦闘とつくぐらいだから、最前線で戦うタイプなのだろうが……狂人とは最悪だ。




目的のためなら周りの被害など気にしない。その場にいるだけで不幸を呼び寄せる。そんなタイプの人間だろう。




冒険者時代にも似たようなヤツがいたが、大抵はすぐに死ぬ。そして、ごく一部、生き残った狂人は常人では理解できない論理を展開して、賛同者を増やしながら犯罪を重ねていく。最後は騎士団や勇者に討伐されて死ぬのが、まあ、よくある流れだ。




本部から派遣されるロイがどういった動きをするかわからないが、ダンジョンを独占して探索したい冒険者ギルドと、真っ正面から対立する未来が見える。




ヤンは、より一層騒がしくなるだろう。




そんな将来を予想していると、レギーナが口を開いた。



「付け加えると、彼女は教会にある三つの派閥——教皇派、現聖女派、元聖女派の内、教皇派に所属しています。一緒に連れてくる司祭や教会騎士たちも同様でしょう。教会の監視が一気に強くなるので、余計な言動はしないように注意してください」



エルラー家は教皇とは仲が良いから、すでに派閥の情報ぐらいは手に入れているか。






元聖女派の関係者を派遣しようとしても教皇が許さないだろうし、現聖女派の人間が派遣されればソフィーに危害を加える恐れがあるから、無難な人選ではある。




ゼルマがヤンへの滞在を許可したのも理解はできた。




では、冒険者ギルドのほうはどうだ？




冒険者ギルドのお偉方と会うのはリヒトの役目だったので、ロイについて全く情報がないのだ。これから関わることが増えるだろう彼の情報も手に入れたかった。



「ロイについては、何かご存じですか？」

　ソフィーもロイについては知らないようなので、レギーナのほうに聞く。だが彼女は、俺の質問になぜか考え込むような仕草で、ことんと首を傾けてしまった。

　ずいぶんとかわいらしい姿を見せるようになったじゃないか。クリストと一緒に行動するときに見せていた、騎士らしい強がった感じはない。

「ラルスさんは、あのゼルマ様に認められた方です。以前とは違い、私との立場は同じになりました。ソフィーさんと接するように、普通に話してくださっていいんですよ？」


柔らかい印象になったのは、守るべき対象ではなく対等な立場になったからか。




保護対象には毅然きぜんとした振る舞いをしていたから、印象が大きく違う。今の姿が素の性格に近いのかもしれない。ゼルマより貴族令嬢っぽいと思えてしまうのは、偏見だろうか……？



「ありがとうございます。対等といっても私は新人です。先輩に敬意を表する意味でも、口調はこのままにしたいと思います」


堅いしゃべり方は苦手なのでありがたい提案なのだが、レギーナと親しいゼルマのことを考えると、受け入れるわけにはいかない。




万が一、手を出したと思われたら即座に斬り捨てられそうだ。親父の下品な冗談が実現してしまう。




女の嫉妬は怖い。一定の距離を保つのが一番よい選択だろう。



「真面目なんですね。私は魅力的だと思いますよ」


違う、おっかない女に配慮しているだけだ。




すぐに調子に乗ったり、傲慢ごうまんな態度を取ったりしたらどうなるか、その実例を見ていたからこそ慎重になるんだよ。



「さて、話を戻しましょう。実はロイについてはあまり情報がありません。戦闘能力があるのは間違いないようですが、それ以外のことはどんなに調べても出てきませんでした」


貴族様が調べてもわからない……？




時間が足りなかったのか、伝手がなかったのか、それとも他の事情があるのか。




推測はできるが事実はわからない。ただ、クセのある人物ではありそうだな。



「そこでラルスさんには、ロイの人格を見極めて欲しいのです。ヤンの案内が終わった後、彼が村にいる間は護衛として近くにいてください」

「宿の方はどうしますか？」

「オルレにお願いして、宿の警備は別の人間を派遣することが決まっています」


すでに根回し済みか。




あの時間は好きだったので残念に思うが、仕方がない。



「護衛は明日からですか？」

「そうです」


約束通り色々と便宜は図ってもらっているので、見返りとして頑張るとするか。



「わかりました。明日からロイの護衛をします」


新しい任務は護衛と情報収集。あまり経験をしたことがない部類の依頼だが、手を抜くことはしない。




俺の友人が全員、幸せになれるよう頑張るのみだ。







別れ際に、宿の改築を受け入れると伝えてから屋敷を出る。




これからの予定を立てていると、隣を歩いているソフィーのお腹から可愛らしい音が聞こえた。



「もう昼の時間か」


貴族は話が長いので、会うとあっという間に時間が過ぎてしまうな。




少し前まで、外で食事ができる店は親父のところしかなかったが、最近になって店は増えていた。ソフィーは普段、店の賄まかないばかりを食べている。たまには別の料理を楽しむのもよいだろう。



「近くのカフェに行ってみないか？　麺の料理が美味いらしい。もちろん俺のおごりだ」

「いいんですか？」


夜は給仕をしているといっても、給金はほとんどもらえていないだろう。金は俺のほうが持っている。この程度の気遣いは当然するべきだ。



「もちろんだ。親父の料理ばかり食べてたら飽きるだろ」


返答に困ってあいまいに笑っている。その表情だけで言いたいことは伝わった。



「じゃあ行こうか」

「あっ……」


断られる前に、手を取って店に向かって歩く。



　拒否されれば止める予定だったが、無言のままついてきてくれる。やはり、親父の飯は食べ飽きていたな。


耳が少し赤いのは新しい店に行くのに緊張しているからか？




箱入り娘っぽい反応に、らしいなと感じてしまう。




お互い無言のまま歩いていると、目的の店に到着した。




店内は若い男女が集まって賑わっている。見ない顔ばかりだから、最近ヤンに移住したか旅の途中に立ち寄った人たちなのだろう。




談笑しながら優雅に食事をとる姿は栄えた街ではよくある光景で、ここで見かけるには違和感があった。



「いらっしゃいませ。空いている席におかけになってください」


若い女性が入店した俺たちに挨拶をした。




むさ苦しい親父でも肥満気味の中年女性でもない。洗練された髪型や衣装は店の雰囲気には合っているが、やはり場違いだな。別の街に来たのではないかと錯覚してしまう。



「ありがとう」


奥のほうの席が空いていたので、ソフィーが座るのを待ってから、俺も椅子に腰を下ろした。



「高そうなお店ですね……大丈夫ですか？」

「もちろんだ。ゼルマ様から、臨時収入をもらっているから気にしなくていい。思う存分食べてくれ」


そこまで言ってようやくソフィーは安心したのか、何を頼むのか真剣に悩み出した。




一つに決められないようで、うーんと声を出して止まっている。あれもいい、これもいいと、迷っているのだ。




こんな真剣に悩むほど食べるのが好きだったのか？




意外な発見だ。




今までは戦闘能力や特殊な立場にばかり注目していたから、気づけなかった。




元聖女も一人の人間であり女性だ。メニューに頭を悩ませることだって、当然のようにあるのだ。今初めて、ソフィーを一人の女性として見れたような気がした。



「何が食べたいんだ？」

「お肉いっぱいの麺と、甘く酸味のある果実を使った麺で悩んでいます。どちらも美味しそうで……」

「ならその二つを頼もう」

「え？」

「俺もちょうど食べたいと思っていたところだ。二人で分け合わないか？」

　数秒の間、ぽかんとした表情を浮かべていたソフィーだったが、すぐに俺が言いたいことを理解すると、元気よく返事をしてくれる。

「はい！」


汚れた心が浄化されるような笑みに見とれてしまう。




こんな姿が見られるのであれば、用事がなくてもまた誘いたくなるな。



「じゃあ、注文するか」

　近くにいた定員に目線で合図を送ると席に来てくれた。注文内容を伝えると、すぐに立ち去ったので、改めて周囲を見る。


パートナーと会話を楽しんでいる人間ばかりだ。一人客はいない。俺らを監視するような視線はなく、適度に騒がしい。隣の席の声はほとんど聞こえず、仕事の話をするには悪くない環境だ。



　レギーナの前では細かいことは聞けなかったので、この場でアルマの話を詳しく聞こう。

「さっきの話だが、彼女は大丈夫なのか？」

「はい。正直に言えば、まだあの人でよかったなと思いました」


他人が聞いても分からないように、重要な単語はごまかしながら会話を進める。



「そうなのか？」

「はい。アンデッド以外には興味を示さないので、中立でいてくれます。それに彼女は狂人と言われていますが、一方で身内には優しい所もあります。一緒に住んでいた縁があるので、味方になってくれる可能性すらありますね」


教会が抱えている聖職者と呼ばれる人間は、全員魔力を持っており聖魔法の適性もある。しかも司教といった地位の高い人間であれば『エリアヒール』などの難易度の高い回復魔法も使えるはずだ。それほどの実力者が狂人であると警戒していたが、ソフィーの縁が使えるのであれば、何かあったときに説得できるかもしれない。



「ラルスさんは大変そうですね。私は一日で終わると思いますが、ロイさんとしばらく一緒にいるんですよね？」

「そうなるな。満足してもらえるように頑張るだけさ」

「ふふふ。ラルスさんが頑張るなら大丈夫ですね」


なんだ？　その謎の信頼。




そんな風に思われるようなことをしたか？



「不思議そうな顔してますね？」

「ああ、心当たりがないからな」


ヤンに来てからも俺がやることは変わっていない。いつも通り魔物と戦って勝ち、生き残った。ただ、それだけだ。泥臭い生き方をしているだけで、ソフィーに信頼されるようなことは何一つしていない自信がある。




「もう少し、ご自分がやった結果をちゃんと評価したほうがいいですよ。アレが突如出現して、私の魔法では助けられないとわかったとき、絶望していたんです。なんて無力なんだろうって。でも、ラルスさんがそれを打ち砕いて助けてくれました。あのときの気持ちをどう表現してよいのかわからないぐらい。こんなに感動したのは、生まれて初めてだったんです」




アレとはダンジョンマスターのことだと思うのだが、説明されてもピンとこない。しかし、本人は本気でそう思い込んでいるようだ。




俺のことを熱っぽく、潤んだ目で見ていた。




箱入り娘が初めて経験したピンチを助けた騎士様、といったような考えをしてそうだな。



「ハッキリ言って、それは持ち上げすぎだ。あのときは勝てる算段があったから戦っただけだ。そうじゃなければ、ソフィーを担いで逃げていただろうさ」


勝てないとわかったら即座に逃げる。




そんなことも考えていたとわかれば、憧れも消えてなくなるだろうと予想していたが、意外な反応が返ってきた。



「勝算もないのに戦うのはただの無謀で、生きるため、守るために逃げるのは当然です。そういった冷静な判断ができることもラルスさんの良さだと思いますよ」


そこまで言われてしまえば反論できない。




夢見る乙女は言葉だけでは変わらないか。




あのとき出会ったダンジョンマスターより、勝てる気がしないな。



「そうかもな。ま、事実はどうあれ、俺はこれからも無理しない程度に頑張るさ」

「……そう言って、また無理するじゃないですか」


ソフィーは口をとがらせて、不満ですといった態度をしている。




子供っぽい仕草に頬ほおが緩んでしまう。




さて、どうやって説得しようか。



　何を言っても信じてくれそうにないし、意外に頑固だから難易度は高いぞと悩んでいたが、頼んでいた料理が運ばれてきたことで状況は一変する。


美味しそうな食べ物を前にして、年相応の可愛らしい表情になったのだ。



　店員が立ち去ってから声をかける。

「今までのヤンでは食べられなかった料理だな。美味そうだ」

「はい。美味しそうです……」

　涎よだれがたれそうになったのか、ソフィーは手で口元を押さえた。

「そうだな。冷める前に食べよう」


先ほどの話題を終わらせるために食事を始めることにした。




俺の目の前に置かれた器には、お肉いっぱいの麺が入っていた。赤いスープに、一口サイズの肉。香草が食欲を刺激して空腹が加速する。ソフィーのほうの器に入っているのは、赤や黄色といった果実と葉野菜が絡んだ、甘く酸味のある果実を使った麺だ。




ボリュームは少なめだが、香りから美味いというのは保証されている。




俺たちの間に置かれた取り皿に赤いスープと麺を入れてソフィーに渡す。



「ありがとうございます。私の分も渡しますね」


ソフィーは果実と葉野菜が絡んだ麺をもう一つの取り皿に入れてくれた。



「美味しいですね」


先に麺を口に入れたのはソフィーだ。上品に小さく口を開けて食べる。その姿だけを見れば、育ちの良い貴族のお嬢様だと勘違いする人間が出ても不思議ではない。少なくともゼルマよりかは、らしさは出ている。




俺もスープと一緒に麺を口に入れた。ほどよい酸味と甘みが絡まり、初めて体験する味だった。




親父が作った飯なんて比べものにならないほど、複雑な味がする。



「本当に美味いな」


手が止まらない。夢中で食べていると、いつの間にか空になっていた。




ソフィーも食べ終わったらしく、フォークを同時に置く。



「村のやつらもここの味を覚えたら、親父の料理じゃ満足できなくなるだろうな」

「それは言い過ぎですよ……？」


笑いながら注意されてしまった。




本気で怒ってないと言うことは、少しはそう思っているのだろう。




言葉に出さないのは気をつかっているだけだ。



「まあ、親父の料理には独特のよさがある。そういうことにしておこう。で、だ」

「はい？」

「俺は毎晩、親父のところで飯を食べる。何か気になることや変化があれば、その時に共有しよう」

「わかりました。気づいたことがあれば、ラルスさんに言いますね」

　今後も教会や貴族の思惑に振り回される俺たちは、お互いに協力し合って乗り越えなければならない。そのことをソフィーはしっかりと理解してくれていた。

「落ち着いたら、またここで一緒に食事をしよう。そのときはヘルミーネを呼んでもいいかもな」

「それは楽しそうですね！」

　三人で食事をしている場面を想像したのだろう。ソフィーは笑っていた。


ささやかな約束を実現するためにも、明日から頑張らないとな。






◇　◇　◇





翌日。俺は朝早くから、冒険者ギルド支部の前に立っていた。




背後から、かけ声や釘を叩く音が聞こえる。家具も運び込まれていて、一度中を確認したが明日には完成する状態だった。




貴族の都合で動く騎士たちは、平民のために魔物と戦ってはくれない。世界中にはびこる魔物から平民を守る仕事は冒険者ギルドが請け負っているので、この建物ができれば、村の安全性は飛躍的に高まるだろう。魔物の被害は自然と減っていくはずだ。




昔からヤンに冒険者ギルドがあれば、ヘルミーネのお母さんが亡くなることもなかったかもしれない。



「キミが、ラルス君かい？」


建物を見ていた俺に声をかけたのは、二十代後半に見える男性だった。肩まで髪が伸びていて、一見すると女性のようにも見える。目を糸のように細くして笑っており、自然ではない。作ったような笑顔が印象的だ。体の線は細く見えるが体内に魔力を感じるので、俺と同じ魔物と戦う側の人間だ。



　左右に護衛を従えているので、普通の村人ではないだろう。

「そうです。ロイさんでしょうか？」


俺の質問を聞いた糸目の男が前に出る。



「よくわかりましたね。初めまして。私がロイです」

「ラルスです。お待ちしていました」


手を差し出されたので、握手をする。




分厚い。ゴツゴツとした手だ。爽やかな見た目をしているので、ギャップを感じた。



「これが新しくできる支部ですか。中に入っても？」

「大丈夫です。ご案内します」


雑談はなし。すぐに仕事の話をする、か。第一印象は丁寧で真面目だが、表情が読めないので、どうしても怪しいと警戒してしまう。




木材をかついだ大工の横を通り抜けて冒険者ギルド支部に入る。部屋の中心には依頼を貼り付けるボードと、奥には無人の受付カウンターがある。正式に支部が動き出したら、依頼書を持った冒険者が殺到する場所になるだろう。



「新築の良い匂いがしますね。作りは丁寧で頑丈だ」


壁をコンコンと叩きながら、ロイは自分の城となる建物の様子を確かめていた。




魔物が襲撃してきた際、教会や冒険者ギルドは避難先になるので、通常より丈夫に作られることになっている。使われている木には魔物由来の塗料を塗っていて、普通の家に比べて強度が飛躍的に高まり、さらに燃えにくい。コストとメンテナンス性を度外視すれば、非常に便利で優秀な素材が使われているのだ。



「二階にロイさんの執務室があります。ご案内しますね」

「よろしく」


ニコニコと笑ってばかりで表情は変わらない。気味が悪いなと感じながら階段をのぼって、二階に到着した。




廊下の左側には窓があり、右側には壁と会議室につながるドアがある。コツコツと音を立てながら歩いて通路の最奥まで行くと、ギルド長室のプレートがぶら下がっているドアが見えた。



「こちらです」


案内するために俺がドアノブを回して押し開く。




部屋の中心には机があり、その上に一人の女性が座っていた。



「予想していたより遅かったな」


黒く光沢のある長い髪が特徴的で、前髪は横一直線に切りそろえられている。肌の露出がない黒い喪服を着ているのも気になるが、それは些末なことだろう。腐った魚のような目の奥に、憎しみに囚われた狂気の光を宿している。




聞かなくてもわかる。彼女がアルマなのは疑いようがない。ソフィーが説明していた通りの印象をもった女性だ。



「お前がロイか？　見た目からして気に入らないな」


組んでいた足をほどいて立ち上がった。




俺より背が高い。二メートル近くはあるだろう。こちらまで近づくと護衛が動き出しそうになったので、俺が止めた。これ以上前に出たら戦いは回避できない。俺はともかく、ロイの護衛レベルなら殺されてしまう。




敵意を隠そうとしないアルマが、ロイを覗き込むようにして顔を近づけた。



「この私がアンデッドの巣くうダンジョンを攻略する。薄汚い低能な冒険者どもは、外でゴブリンどもを殺してろ」

「…………」


いきなりケンカを売られても、ロイは笑顔のまま黙っていた。




反応がないのが気に入らないのか、アルマはさらに挑発するような言葉をぶつける。



「ふむ。それだけでは、時間を持て余してしまいそうだな。暇だったら捕まえたゴブリンのケツを使って自分の逸物いちもつを慰なぐさめてみたらどうだ？」


ニヤニヤと気味の悪い笑顔を浮かべるアルマに対して、ロイも作り笑いで対抗する。




無言の時間が過ぎていき、舌打ちとともにアルマが顔を離した。




俺の肩にわざとぶつかりながら強烈な印象だけを残してギルド長室を出て行く。




足音が遠のいたところでロイが俺を見た。



「ラルス君が我慢してくれて助かりました」

「人の形をした獣とは、何度も会ったことがあります。対処の仕方もわかってますよ」


アルマみたいなタイプとは議論できない。理解し合えると勘違いしてはいけないのだ。自分が作ったルールにだけ従って動くので、正論を言っても効果がないどころか逆に敵認定されてしまい、追われることになる。




放置して、邪魔になったら消す。




これが最も被害が少ない対応方法なのだ。




それはロイも理解しているようなので、無断で部屋に入っていたことも咎めなったし、ケンカを売られても対抗するような言葉も返さなかった。




だが護衛は別のようで、アルマのことをずっと敵視していた。面子を潰されたので許せないのだろう。




人間と獣の区別ぐらいつけろよとは思うが、これは冒険者ギルド内の問題なので口には出さなかった。



「それは頼もしい。知っての通り、冒険者は感情的ですぐに手を出してしまうからね。どうだい？　戻ってこないかい？」


ここで俺がうなずけば、裏切り者扱いをして何をされるかわかったものではない。俺が勝手に答えるべきではないので、他人に任せよう。



「雇い主のゼルマ様に言ってください。私では判断できません」

「そうだね。機会があれば聞いてみるよ」


しないだろうな。この場だけの戯たわむれだ。



「さて、そろそろ仕事に戻ろう。ラルス君は先ほどの出来事は忘れて案内を続けてほしい」


組織同士のゴタゴタに付き合うつもりもないので、無言でうなずくと案内を再開することにした。




部屋の奥に進み机の前に立つ。



「ここがロイさんの執務室です」


説明しながら、アルマがいた場所を中心に魔力の痕跡を探る。設置型の魔法を仕掛けている可能性もあるので、警戒するに越したことはないのだ。




机、椅子、壁の順番で視ていくが、何も感じない。いきなり危害を加えるほど、ぶっ飛んでなかったか。



「あの女性は座っていただけで、何も仕掛けてないようですね。安心しました」


俺の言葉を聞いた護衛は慌てながらこちらに来て、同じように罠がないか確認しだした。二人とも魔力がないので、物理的な罠や監視用の道具がないか調べている。




俺が指摘してから動き出した護衛は、危機感が足りないと思わずにはいられなかった。



「大丈夫そうです」

　確認が終わると護衛の二人はロイに報告した。

「二人とも、ありがとう」


護衛の肩を軽く叩いてねぎらってから、ロイは革張りの椅子に座った。




これも魔物由来の素材を使っているので、見た目以上に頑丈だ。後ろに窓があるが、矢が飛んできても背もたれが防いでくれるだろう。他にも冒険者ギルド支部のトップにふさわしい防護システムを用意している。この部屋だけで、豪邸が一つ建つぐらいの金はかかっているはずだ。



「明日から、ヤンの冒険者支部が始まります」


静かだが重みのある言葉を護衛に放った。




これが支部長に任命された男の持つ力なのだろうか。



「教会関係者は競争相手です。明日から私も含めて十名の冒険者を連れてダンジョンに行きます。相手も同じタイミングで行くでしょうから、トラブルは控えめでお願いしますね」


ロイの言葉に護衛が同時にうなずく。




目は使命感に燃えており、アルマの挑発が影響しているのか、やる気に満ちあふれているようも見えた。



「ラルス君」

「なんでしょう？」

「都合があうならダンジョンを案内してくれないかな？」


ヤンの外に出るか……ソフィーと相談する必要があるな。



　俺の仕事は村での護衛であって、ダンジョンに行くなら関係ない。この話は断ることもできるのだ。

「回答は明日でも大丈夫でしょうか？」

「ええ、問題ありません。もし引き受けてくれるのであれば、冒険者ギルドの前に来てください」

「わかりました」

「頼みました。それと、他に見るべきものはあるかな？」

「隠し通路にご案内します」


物騒な話ではあるが、設計図から消された脱出用の通路も用意されていた。



「彼らはどうしますか？」


言い終わってから護衛を見る。




具体的な脱出経路を彼らにも伝えてよいか確認を取る必要があった。



「二人は信用できる人物なので大丈夫ですよ。お願いします」


ロイの返事を聞くと、俺は部屋の隅にまで移動する。床を強く踏むと、壁の一部が開いて細い通路が出現した。



「奥に進むとヤンの外に出ます」

「素晴らしい。一回行ってみよう。君たちも覚えておいてくれ」

『ライト』の魔法を使って薄暗い通路を照らし、先頭を歩いて一本道を歩く。後ろからロイたちの足音が聞こえた。


時間にして三十分ほど歩くと、階段をのぼって外に出る。そこは小高い丘になっていて、ヤンが見渡せる場所だった。




もし、ヤンが外敵に襲われた場合、この通路を使えば安全を確保したまま逃げ出せるだろう。



「この通路を知っているのは誰ですか？」


ロイの声は淡々としていたので、一瞬、俺を消すつもりかと思ったが、殺意は感じられなかった。




最近は物騒な人間と出会うことが多かったので、警戒心が強くなりすぎていたようだ。



「ゼルマ様と私、それと工事に関わった大工ですね。彼らはエルラー家お抱えなので情報が漏れることはないでしょう」

「では、安心ですね」


ロイはヤンを見つめたまま返事をした。



「帰りましょうか」


この場に長居をして誰かに見られても都合が悪い。




俺たちは隠し通路を使ってギルド長室へ戻ると、一階の受付、解体部屋、倉庫などを案内。一通り説明が終わると解散となる。







その日の夜、俺は親父の店に来ていた。




店内は相変わらず賑やかだ。定位置だった場所には別の人間が座っている。俺の代わりに派遣された自警団のメンバーだろう。




誰が来たのか気になって近づくと、非常に残念で聞き慣れた声が耳に届いた。



「親父さんの料理は最高っす！」

「たりめぇーだ！　だが、褒めたからって料金は下げないからな！」

「こう見えてもお金はあるっすよ！　ラルスの兄貴に鍛えられてから、団長にも認められるようになって、お給金が上がったんすから！」


こんな変な訛りでしゃべる男は、ヤンで一人しかいない。ガンダルだ。




俺のトレーニングについてこれるようになって、肉体は引き締まっている。戦闘技術も上がっているので、駆け出しの冒険者ぐらいであれば、十分に相手できるほど実力は上がっている。



「羽振りがいいようだな」


自称、舎弟のガンダルに声をかけると、勢いよく振り返った。



「ラルスの兄貴！　お疲れ様っす！」


椅子から飛び降りて背筋を伸ばして敬礼をする。




相変わらず人懐っこい目をしていて、犬のように尻尾があれば激しく左右に動いていただろう。



「元気だったか？」

「はいッ！　最近ではオルレさんに稽古をつけてもらっています！」


精進しているようでなによりだ。出会った頃より顔つきもよい。相手の実力を推し量ることもできるようになってきただろう。




強引にお願いされて断るのも面倒だから教えただけだが、今は一番弟子だと思えている。ここまで愛着を持つとは意外だったが、気分は悪くない。この先、ガンダルがどんな人生を歩むのか楽しみだ。



「鍛錬を怠ってないようだな。今度、時間ができたときに手合わせしようじゃないか」

「やったー！　その日が来るまで頑張るっす！」


冒険者時代にもなぜか年上から可愛がられるヤツがいたが、その理由がわかった気がする。




悪意のない純粋さと、物怖じしない人懐っこい性格。さらにバカじゃないかと思えるほどの前向きさが、そう思わせるのだろうな。




敵を前にして逃げ出すような男ではないし、時間稼ぎ役としてソフィーの近くに配置できてよかったのかもしれない。



「あぁ、頑張って宿の護衛を続けてくれ」


ガンダルの頭を撫なでてから離れると、親父と話すためにカウンターに近づく。



「親父。閉店後にソフィーと少し話したい。いいか？」

「ん？　あぁ、ラルスか。お前だったら、いいぞ」


ぼーっとしているのか、反応が鈍い。




いつもはもっと元気がよいので、宿で何かあったのか気になってしまった。



「どうした？　何か悩んでいるのか？」

「悩みというか、なんつーかな。別に問題があるわけじゃないんだが……」

「えらく歯切れが悪いな。親父らしくないじゃないか」

「うっさい。俺だって、そんなときはあるッ！」


トラブルがあったら、ガンダルから報告があったはずだ。慌てる必要はない。




腕を組んでうなっているので、嫌で仕方がないが、じっと顔を見つめて言葉を待つ。拷問のような時間が過ぎていった。



「まあ、あれだ。俺の知っているヤンがなくなることに寂しさを感じているのかもな。村長もいなくなったし、金をもらって出て行ったヤツもいた。お前が話していた変わるって意味を、ようやく実感したのかもしれん」


親父もヤンの変化に戸惑っているのか。いや、昔から住んでいる分、衝撃は俺たち以上だろう。




特に村長がいなくなって、貴族が直接統治するようになったのは大きい。生死を握る権力者に見られて生活するなんて、今までの生活からでは考えられないほどの緊張感がある。




で、その変化を作ったのは他の誰でもない、俺だ。もしかしたら誰かに恨まれているかもしれないが、後悔はしていない。行動していなければもっと酷い結果になっていたからな。




それでもヤンを変えてしまう関係者の一人として、多少の責任は感じていた。



「おいおい、そんな顔をするなよ！　ラルスが来たおかげでダンジョンは発見できたし、ヤンに訪れる人は多くなった。旅人が休憩するだけの村が、発展しているんだ。ここは喜ぶところだろ！」

「だが変わってしまった」

「バカだな。この世の中に変わらねーもんなんてねぇんだよ。それに、これは金を稼ぐチャンスだ。なぜか貴族様も協力的なんだから、この波に乗るっきゃねぇだろ」


冗談っぽく言っているのは、俺に気を使っているからだろう。そのぐらいはわかる。




普段は、がさつだし部屋は汚い。ヘルミーネにはデリカシーがないと怒られているクセに、こういうときだけ優しさを出すなんてズルい。



「親父が笑っても脅しているようにしか見えないぞ」

「うっさい！」


先ほどまでの悩みは吹き飛び、俺たちは声を出さずに笑いあった。



「ごく一部のヤツを除いて、みんなここに残る。一緒にヤンの行く末を見守ろうぜ」

「そうだな」

　親父の言う通りだ。もう変化は止められない。であれば、それを楽しみながら、利益を得るのが一番だろう。俺たちにはその資格はあるはずだ。

「さて、ここは何の店なのか知ってるよな？　しゃべって終わりか？」


親父がニヤニヤと笑いながら、注文を催促してきた。



「わかってるって。定食を一つと酒をくれ」


もちろんタダで居座るつもりはない。食事をしながら時間をつぶすことにした。




野菜と肉を煮込んだスープをゆっくり食べながら閉店時間を待っていると、冒険者と行商人が急に立ち上がる。お互いに罵り合って今にもケンカが始まりそうな雰囲気だ。




慌てて席を立ったガンダルが二人の間に体を滑り込ませて引き離すと、言い分を聞きながら説得をする。何かあれば助けようと様子を見ていたら、急に三人で笑い出して乾杯を始めた。




どうやったのか想像すらできないが、上手く笑い話に変えたようだ。




暴力を使ってでしか解決できない俺にはマネできない。案外、アイツの方がこの仕事にあっているのかもな。




他にも、ヘルミーネやソフィーは酔っ払いのあしらい方が上手くなっていた。ローザは尻に触ろうとしたスケベな冒険者を、ひらりと舞うようにかわして軽くいなす。皆が楽しそうに働いている姿を見ながら夜が深まり、ついに閉店の時間が訪れた。







親父にお願いして他は先に帰ってもらい、店内には俺とソフィーしかいない。



「アルマさんがご迷惑をおかけしました」


冒険者ギルドで出会ったことを伝えたら、突然ソフィーが謝罪した。




アレの暴走の責任は飼い主——教皇にある。他は全員被害者なので気にすることはないのだが、教会関係者として罪悪感を覚えてしまったのだろう。



「ソフィーが謝ることではない。あれは誰もコントロールできないからな。それより、明日のことだ。冒険者ギルドのほうはダンジョンの調査に行くそうだ」

「教会も同じです。私は補助要員として同行します」

「断れなかったのか？」


俺の質問に困ったような笑顔で答えた。




断れるわけもないか。無粋な質問をしてしまったな。



「それと、レギーナさんから合同で行くようにと指示があったようです」

「あの女、アルマは受け入れたのか？」

「ダンジョンに行くなと言われれば抵抗したと思いますが、アンデッドと戦えるので納得はしてくれました。ただ、現地で何をするかはわかりません……」


わかりやすい。だからこそ、冒険者の邪魔をしてくることも容易に想像がつく。トラブルは回避できそうにない。貴族の命令であれば従うしかないので、被害が拡大しないことを祈りつつ、ロイに期待するとしよう。



「冒険者は血の気が多いからな。明日は無事に終わる気がしない。俺も参加するか」

「え！？　ラルスさんも来られるんですか？」

「あぁ、案内してくれと、依頼があった。一緒に行動できそうだし、お互いに助け合おう」

「はい。よろしくお願いします」

　俺の言葉を聞いて喜んだソフィーは、床に置いていたバッグから物を取り出した。

「ラルスさんが参加されるのであれば、これをお渡ししますね。使ってください」


テーブルに置かれたのは、水の入った瓶びんが三つと一枚の布だった。




どれも神聖な雰囲気があり、聖魔法の効果があるとわかる。




「小瓶に入っているのは聖水です。アンデッドに振りかければダメージを与えますし、呪いも浄化が可能、布のほうは聖者の布と呼ばれているもので、呪いの効果を抑えます」




聖職者が毎晩祈ることによって水に聖なる効果が宿ったものを聖水と呼び、聖水に浸した糸を使っている生地を聖者の布と呼ぶ。




どれも簡単に手に入る物ではなく、大金を出しても買えない。恐らくソフィーが作った物だろう。



「さすがだな。ありがたく使わせてもらうよ」


酒場で働きながら作ったのであれば、睡眠時間を削って大変な思いをしたはずだ。自然と頭が下がる。




使う機会がなければいいと思いながらも、素直に受け取ることにした。




話は終わったのでこのまま帰ってもよいのだが、二人っきりになれる機会は少ない。少しもったいないと感じてしまう。アルコールによって、いつもより自制心がゆるくなっているということもあり、今までよりも一歩踏み込む決意をした。



「ソフィーはゼルマ様の神官になってよかったのか？」

「よい、悪いではなく、それしか選択肢がなかったんです」


違う。俺はそんな事実より、ソフィーの気持ちが知りたくて質問をしたのだ。




生死を共にした彼女が今何を感じ、考えているのか教えてほしい。




自分でも驚くほど強い欲求だ。



「すまん。質問が悪かった。ソフィーの気持ち、本音を教えてほしいんだ」

　俺の言葉を聞いたソフィーは、少し考えるようなそぶりをしてから、突然、脈絡のない質問をする。

「ラルスさんは、聖女の作り方を知っていますか？」


不吉な言葉が気になりつつも、首を横に振った。



「知りたいと思いますか？」


その覚悟があるのか。そんな問いかけをするような言葉だった。




今度は首を縦に振る。




踏み込むと決めた時点で、俺の気持ちは変わらない。



「少し長い話になります」


そう切り出してから、ソフィーの話は始まった。



「教会がある村や街では、三歳になると必ず創造神の洗礼を受けますよね？　あの時に、聖魔法の適性も調べているんです。一定の基準を超えた子供は教会が引き取って、女性なら聖女、男性なら教皇が直轄管理している異端審問官として育てます」


洗礼については俺の村にもあった。三歳まで無事に生き残った祝いとして年に一回、祭りのような感覚でやっていたな。




裏でそんなことをしているとは気づけなかった。これだけでも十分驚いているのだが、話はまだ始まったばかりだ。



「教会が引き取った後は世間とは隔離された場所で、思想教育をしながら何年もかけて選抜がおこなわれます。途中で脱落した人は聖女や異端審問官にはなれず、別の職につくことになります。例えば……戦闘司教のアルマさんみたいに、ですね」


教会の裏側を、さびれた酒場で聞くなんて思いもしなかったぞ。




思想教育が三歳から始まるのであれば、教会にとって都合のよい人形を作るには十分な期間になるだろう。あのアルマが聖女候補だったことには驚いたが、同時に教会に大人しく従っている理由もわかった。幼少期に埋め込まれた、教会の教えは絶対という思想に縛られているのだろう。



「そんな聖女養成施設に、私だけ八歳で入ったのです。他の子より成長してからの入所だったので、思想教育に染まらずに皆と考えがズレたまま生活していましたが、口には出さずに素直に従っていました」


八歳であれば自我と最低限の知識はあったはずだ。教えに反発を覚えることだってあっただろう。従順で力ある信徒を育てる施設に、信仰心の薄い異物が入り込み聖女まで成長できたとは、運命の悪戯ってやつなのかもしれない。



「でも、聖女に選ばれてから段々と、教会の考え方に我慢ができなくなったんです。表では人を助けると言いつつ、実際はお金や権力のために動いているんですよ？　現実と理想の差に私は耐えられず、結局、教皇の方針に反対して追い出されちゃいました」

　言い終わると同時に悲しそうに笑っていた。


聖魔法への適正や影響力は落ちたとしても、教会にとって都合のよい人間を聖女にしたいはずだから、追い出すには十分な理由になる。




一般的な感覚を持ったままのソフィーと教皇の婚約は、破綻する未来しかなかったのか。



「そんな私が生きているのは、枢機卿の一人が庇ってくれたからなんですが……同情や優しさ、ましてや信仰心で助けてくれたわけではありません。元聖女を支援するという名目で派閥——元聖女派を立ち上げ、教皇への対抗手段として利用しようと考えているんです。ヤンで軟禁されながら生かされ続け、使い方が決まったら私の穏やかな生活は終わる予定でした」

　ソフィーがヤンにいた理由はそれか。


元聖女派を立ち上げた枢機卿は、信徒や聖職者への影響力が強いソフィーを使って、教皇を今の立場から引きずり下ろそうとしているのだ。その時が来たら、ソフィーは反乱の主導者として活動させられ、失敗すれば処分される。成功しても枢機卿の傀儡くぐつになる。そんな結末が容易にイメージできてしまった。



　だが、そんな未来が、ダンジョンの出現によって狂ったのだ。

　ゼルマがソフィーを保護し、さらにヤンに教皇派を受け入れたことで、元聖女派の枢機卿は手を出しにくくなったと思ってよい。

　二つの派閥がけん制し合っている間に、ゼルマはソフィーを守りつつ聖女の力を利用する。そんな状況が、これからしばらく続くだろう。

「束の間の自由と生。それを少しでも延ばせるのであれば、自らの手が汚れることも受け入れるつもりです。ラルスさんに迷惑をかけてしまうと思って、伝えるべきかずっと悩んでいたんですが……ついに言ってしまいました」

　まただ。また、悲しく笑っている。そんなソフィーを見て胸が締め付けられるような気持ちになる。

　生きたいと思うのは人として当然の思いだ。これを否定できるヤツはいない。

「元聖女が他人を利用してでも、もっと長く生きたい。死にたくないと思ってゼルマさんの提案を受け入れました。そんな私を、ラルスさんは軽蔑しますか？」


死ぬ運命に抗ってはいるが、全てを諦めたような目をしている。




俺はとにかく、その目が気に入らない。絶対に変えてやる。そう決心するには十分な理由だった。



「軽蔑なんて、するはずがない。もっと生きていいんだ」


椅子から立ち上がり自然と抱きしめていた。




最初は戸惑っているように感じたが、すぐに俺の背に手が回ってソフィーは静かに泣く。




落ち着くまで、ずっと抱きしめたままだった。







泣き止んだソフィーは「この話は秘密ですからね」と言って、部屋に戻ってしまった。




教会の内部情報だ。もちろん、誰にも言わない。というか信じてもらえないだろう。俺ですら相手がソフィーじゃなければ、よくある噂話として聞き流していた。




ソフィーがどのぐらい延命できたのかはわからないが、長くても教皇と枢機卿の争いが終わるまでだろう。残された時間は多くない。それまでに理不尽を跳ね返す力を手に入れる必要がある。どんな方法を使ってもだ。




合同調査




　ソフィーから教会の裏話を聞いた翌朝。冒険者ギルドに行くと、ロイが入り口の前で待っていた。

「来てくれると思っていました」


周囲には完全武装をした冒険者の集団がいる。こいつらがダンジョンの調査に参加するメンバーで違いない。親父の店で見た顔もいくつかある。二割は魔力持ち。質はそこそこといった感じか？



「残念なお知らせが一つあります。教会と合同で調査することになりました。集合場所に向かってからダンジョンに行きたいと思います」


俺が帰った後に報告があったのだろう。ロイは貴族からの提案に逆らうことはできず、承諾したみたいだ。




「すぐに出ますか？」



「ええ。準備はできています。出発しましょう」


ロイと一緒に先頭を歩き村の出口につくと、機嫌悪そうに腕を組んでいるアルマがいた。金属鎧を着て、腰にメイスをぶら下げている。隣にはソフィーがいた。軽く手を振ってくれたので、俺も同じく返事をする。




二人の後ろには金属製の防具を身につけた騎士が数十名いて、片手に盾を持ち、腰に剣をぶら下げていた。彼らは教会の中でもアンデッドや人間と戦うことに特化した集団で、その見た目から教会騎士と呼ばれている。




俺ですら、聖刻文字が刻まれた剣を使っているのだ。教会に所属する彼らの装備にも、当然のように聖刻文字が刻まれているだろう。



「ゴミども、遅かったな。さっさと行くぞ」


こちらの返事を待たずして、アルマは先に行ってしまった。教会騎士たちも無言でついていく。おっかない上司には逆らえないよな。わかるぞ。



「好きなだけ言わせておきなさい。利用して、最大の利益を手に入れましょう」


殺気立っている冒険者にロイが言葉をかけた。納得してはいないようだが、それでも先ほどよりずいぶんとマシな状態だ。これなら、いきなりアルマや教会騎士に斬りかかることはないだろう。




冒険者が落ち着いたのを確認してから、ロイは俺を見る。



「ラルスさん。道案内よろしくお願いしますね」

「お任せください。行きましょう」

　面倒ごとが起こる予感しかしないが、仕事は放棄できない。ロイに返事をすると、俺たちも歩き出してヤンを出た。





合同チームは最短距離でダンジョンへと向かう。俺とソフィーは案内役として先頭を歩き、続いてアルマ率いる教会騎士団、その後を冒険者たちがついてくる。ゴブリンは全滅したばかりなので、森の中は安全で前ほど警戒しなくてもよい。時間を持て余していた俺は、自然と昨日の話を思い出していた。




もし、あの話が本当であれば、後ろを歩くアルマにも注意しなければいけない。思想教育を受けている上に教皇派に所属しているので、派閥のトップである教皇の依頼は無視できないだろう。政敵である枢機卿が立ち上げた元聖女派の旗頭、ソフィーを殺せと言われたら、従う可能性はある。




出会ってすぐに行動しなかったのは、ソフィーを殺したと噂が流れてしまうリスクを考えてのこと。教皇がソフィーとの婚約を破棄して追い出した事実があるので、証拠がなくても致命的な問題になり得る。だから、人目のないダンジョンに入るまで待っていたのだ。そう考えるとアルマの行動にも納得がいく。




クリストを魔物に処分してもらったように、ダンジョン内で殺す方法はいくらでもある。また直接手を下しても、事故に見せかけるのも容易だ。暗殺するチャンスはいくらでもある。すべて俺の想像でしかないが、油断だけはしないほうがよいだろう。




ソフィーの横顔を見る。うっすらと笑っているようにも見えるが、逆に悲しんでいるようにも見えた。ロイとはまた別で何を思っているのか、心の中が読めない。もっとソフィーのことが知りたい……が、これ以上の思考は油断につながる。今は案内の仕事に集中しよう。




気持ちを切り替えて周囲を警戒しながら森の奥に進む。




しばらくすると視界が開けて、目の前に墓地が出現した。



「ダンジョンが見えたッ！　全員、隊列を組め！」


アルマが命令すると、教会騎士は横一列に並んでから抜刀し、剣を天に掲げる。聖刻文字が入った刀身が太陽の光を反射してきらめいた。



「今日はクソッたれなアンデッドを撲滅する第一歩となる！　最終目標はダンジョンマスターの抹殺！　この地を人の手に戻すぞ！」


激励の言葉に教会騎士は感動の雄たけびを上げ、アルマの狂気に飲まれているように見える。




冒険者たちはその姿を冷めた目で見ていた。




　どうやらもう道案内はしなくていいようなので、先に進んでいくアルマたちを見ながらロイに話かける。



「この先をまっすぐ行くと大穴があり、その下に廃墟都市があります」

「では、皆で仲良く歩きましょうか。魔物は元気のよい方に任せれば楽ができそうですね」


名誉より実利をとる。冒険者らしい判断だ。周囲も納得しているようで、目的の場所につくまでは力を温存することを選ぶことにした。




教会騎士たちが先頭になって墓地の中を進む。スケルトンナイトが地面から這い出て襲ってくるが、メイスを片手で振るうアルマにまとめて潰される。一振りしただけで三体のスケルトンナイトが宙に飛んだときは、冗談みたいな光景だなと思わず感心してしまった。処理しきれなかった魔物は、周囲にいる教会騎士がきっちりとトドメを刺していくので、俺たちの出番は一切ない。




骨の欠片とともに残された魔石は冒険者が拾っているから、帰ったら教会側と分配することとなるだろう。




周囲の光景は最悪だが、ピクニックに出かけたと思うほど順調に進み、俺が落ちた大穴につく。壁を削るようにして作られた螺旋らせん階段かいだんを使って最下層の広場に到着すると、休憩を取ることになった。



　その時間を使って、ロイと冒険者にこの先について説明をする。

「奥には廃墟となった都市があります。スケルトンナイトやレイス、グールまでは確認できていますが、アンデッドの種類はもっと多いはずです。ここから先は誰も入ったことがありません。規模や構造は把握できていないので、地図を作りながらの探索になるでしょう」

　話を聞いたロイは少し考え込んでから口を開く。

「細かいことは何もわかってない、ですか……。我々は、慎重に進みましょう」

　この言葉に反応したのは俺ではなく、アルマだった。

「軟弱な冒険者どもめ。時間などかける必要はないッ！　どんなアンデッドが出てこようが、引きちぎり、潰すだけだ。私たちは少しでも多くのアンデッドを消滅させる！　行くぞッ！！」


たった数分しか休んでいないのに、もう出発するようだ。




アルマは立ち上がり廃墟都市に向かう。教会騎士たちも無言で整列すると、後とついて行く。サポート要員であるソフィーも同行する必要があるのだが、腕を掴んで待たせている。




俺はロイを見た。



「レギーナ様には合同でと言われています。私たちも出発しましょう」

　薄く笑っているのが印象的だった。もしかして、教会騎士たちを先に行かせてアンデッドと戦わせるために、あんなことを言ったのか？　であれば、ロイは俺が思っている以上に強したたかな男である。


冒険者は口々に文句を言うが、ロイが静かな声で「行きます」と圧力をかけるとすぐに黙り、出発の準備を始めた。



　部下の掌握しょうあくは完璧というわけか。

「ラルスさん、先に行っていいですよ。すぐに追いつきますから」


さらに、気遣いまでできる。




作り笑顔を崩さないロイだが、出会った当初に感じていた、うさんくさい男という印象はない。仕事に実直で、冒険者を束ねるのにふさわしい実力と影響力をもった人物という評価に変わっていた。



「ソフィー、一緒に行こう」

「はい。アルマさんに追いつかないとですね」


掴んでいた腕を放して、俺が先行して歩く。




一人で来たときはここで引き返したが、今はソフィーがいるので問題ない。廃墟都市に入り、戦闘音がする場所へ進む。



　瓦礫をよじ登って大穴を迂回して歩き、グールだったと思われる肉片や未回収の魔石を無視してアルマたちを探す。近くにいるアンデッドは全滅したのか、戦闘は発生しなかった。


しばらくしてから、立ち止まっているアルマたちを見つける。彼女が見ている先には半壊した教会があった。屋根の上には、創造神を模した女神像がある。




目をつぶすように横一線の深い溝が刻まれており、背中に生えている鳥のような二対四枚の羽は、真っ黒な蝙蝠の羽に変えられていた。堕ちた神。そんな印象を抱く加工がされている。



「アンデッドのクセに、偉大なる創造神を冒涜するのかッ！！」


アルマの怒号にあわせて教会騎士から殺気が漏れ出すと、教会のドアを蹴り破って中に入っていく。




教会が崇めている唯一の神、創造神を冒涜しているのだから、ここを無視してダンジョンの奥に先に進むことはできないだろう。



「俺たちも後を追うか」

「はい」


意外にもソフィーの反応は淡泊だった。




教会から追放されて信仰心は地に落ち、無関心になったのかもしれない。



「恐らく罠だろう。必ず守るから、俺の前には出ないでくれ」


普通のダンジョンなら罠だとは思わなかったが、ここにはダンジョンマスターがいる。人の神経を逆なでするような演出には意味があるはずだ。




罠がないか調べながら慎重に歩いて教会の中——礼拝堂に入る。中央の通路の左右には朽ちかけた木製のベンチが並んでおり、その先には祭壇があった。黒いフードをかぶった女性と片手剣と盾、真っ黒い全身鎧を身につけた騎士が立っている。その奥には外と同じように冒涜された創造神の石像が飾られていて、天井付近には火のついたロウソクが何本も並び、教会内を照らしていた。




アルマと教会騎士は礼拝堂の中心で立ち止まり、二人と対峙している。



「戦闘司教アルマによって、この教会は潰すと決めた。速やかに消え去れッ！！」



宣言が終わるのと同時に、アルマが黒騎士に飛びかかる。だが、振り下ろしたメイスは黒騎士の手によって止められ、次いで放たれた蹴りに吹き飛ばされた。






教会騎士の数名を巻き込み、アルマは床を転がる。ゴホッっと赤い血を吐き出しながら立ち上がった。



『ヒール』


聖魔法を使ってアルマが傷を回復している間、黒騎士が襲いかかり、教会騎士が応戦するが、既に一人は斬り殺されていて劣勢だ。このままだと数分も持たないだろう。



『ホーリーブレス』


仲間の危機を救うべく再びアルマは聖魔法を使い、仲間全員の能力を底上げした。教会騎士たちの動きは見違えるほどよくなり、黒騎士と互角に戦えるようになる。そこにアルマが再び突っ込んでいき、ベンチや祭壇を壊しながら戦いが続いていく。




教会騎士の二名が左右から剣を振り下ろすと、黒騎士が持っていた盾と剣で防ぐ。その一瞬の隙を狙って、アルマがメイスを振り下ろした。頭部を狙った一撃は、当たれば確実に兜をつぶして鎧まで到達しただろう。しかし、黒騎士から噴き出た衝撃波によって全員が吹き飛ばされる。



『サモン・ダークナイト』


祭壇に残っていた女性が魔法を使った。




床に魔法陣が浮かび上がると、首のない騎士が数十人も現れる。




黒騎士も含め、装備には聖刻文字が刻まれているが、その全てに傷を入れられていて、堕ちた神に従う騎士にふさわしい見た目をしていた。




召喚された首なし騎士を見たアルマは、立ち止まったまま動こうとしなかった。




メイスで叩き潰しに行くのではなく、怒鳴り声を上げる。



「その鎧に付けられた紋章は、第三教会騎士団のものだ！！　なぜ、お前達が持っているッ！！」


ダンジョンで作られたアンデッドを召喚したのかと思ったが、アルマの反応を見る限り違うようだ。怒り狂っているとはいえ、教会の正式装備を見間違えることはないだろう。




教会騎士を殺してアンデッドに仕立て上げたか？




ダンジョンマスターの存在を考えれば、あり得ない話ではない。




教会の教えを信じてアンデッドと戦っていた人間を、アンデッドに変貌させて元同僚と戦わせる。悪辣あくらつだが精神的な揺さぶりをかけるには効果的で、確かな悪意を感じた。



「答えろッ！　神に仕える神聖な騎士を汚した罪は重いぞッ！！」


憤怒の表情をしたアルマが再び叫ぶと、祭壇にいるフードをかぶった女性がつぶやく。



「うるさい」


声がかすれて聞き取りにくかったが、意外にも生者が発するような普通の声だった。




彼女が腕を上げると魔法陣が宙に浮かぶ。




この模様は見たことがあるぞ、確かあれは……。



『クリエイトアンデッド』


ダンジョンマスターがゴブリンどもに使っていた魔法だ！




ついさっき黒騎士に斬り殺された教会騎士の一人が、ヨロヨロと立ち上がる。全身鎧は黒く塗りつぶされていて、あの中がどうなっているのかわからないが、生き返ったわけではないだろう。



「ハイニ……」


誰かが、名を呼んだ。その声は震えていた。




元仲間だろうが、アンデッドになってしまったのであれば、教義に従ってここで倒さなければいけない。即座に行動するべきなのだが、あのアルマですら動こうとしなかった。




元友人を殺せないといった優しい理由ではなく、自分もアンデッドの仲間入りをしてしまうことを恐れているのだろう。




人間のまま神敵と戦い死ななければ、神の元に行けないからな。




戦意が衰えている。




このままでは総崩れになるかもしれない。




すぐに助力するべきか悩んでいると、覚悟を決めた顔をしたアルマが叫びながら走り出した。



「怖じ気づくな！　神敵は目の前だ！　この場で消滅させるぞ！」


仲間を鼓舞こぶするため、アンデッドになったばかりのハイニの頭をメイスで叩き潰した。さらに、体を何度も叩いて鎧を破壊していく。大振りの一撃が中にまで到達すると、聖刻文字の効果が発揮されて肉体が消滅する。残ったのは、黒く変色した装備と魔石だけだった。



「私に続け！」


教会騎士が雄叫びを上げて、アルマが首なし騎士の集団に飛び込む。教会騎士も後に続くが、敵は二人一組で行動しており、見事な連携で教会騎士たちを翻弄ほんろうしている。




アルマが使った聖魔法の効果もあって、戦力は拮抗しているのですぐに負けることはないだろうが、倒すには時間がかかりそうだ。




そろそろ俺も加勢しよう。そう思って動き出そうとするが、最初にいた黒騎士が祭壇にいないことに気づく。




どこに行った？




通路、ベンチ、天井と視線を動かすがいない。再び祭壇を見るが、フードをかぶった女性が立っているだけだ。デカく黒い水晶がついた杖を両手で持っている。




ん？　杖？　最初からあったか？




それに色はともかく、形はどこかで見たことがあるような……。




もう少しで何かを思い出せそうになった瞬間、足元から魔力の動きとともに殺気を感じた。



「ソフィー下がれッ！！」


叫ぶと同時に、俺の影から黒騎士の頭部が出現した。続いて剣の先端も出てくる。




俺の左胸を狙っているのかッ！




突き進んでくる切っ先を、体をひねってかわして魔法を使う。



『エネルギーボルト』


数本の半透明な矢が地面に突き刺さった。最速で放った魔法ではあるが、影に潜って逃げられてしまったようだ。




また魔力の動きを感じた。




祭壇を見れば、フードをかぶった女性の隣に黒騎士が立っている。




瞬時に、あそこまで移動したのか。




追撃を諦めると下がってソフィーの隣に立つ。



「黒騎士は影から出てくる。足下にも気をつけるんだ」

「わかりました」


警告はしたが、来るとわかっていても避けるのは難しいだろう。ソフィーの安全を優先するなら、側から離れられない。別の攻撃手段が欲しいな。



「ターンアンデッドは使えないか？」

「試してもいいんですが、恐らく、邪魔されると思います」


視線の先には、祭壇に立つフードをかぶった女性がいた。ダンジョンマスターと似たような魔法が使えるのであれば、聖魔法への対抗手段を持っていても不思議ではない。祭壇から移動しないのは、全体を俯瞰ふかんできるからだと思えば納得できる。




拮抗した状況を崩すための手が足りない。そう悩んでいると、後ろから声が聞こえた。



「お待たせしました。どうやらギリギリ間に合いましたかね？」


ロイが冒険者を連れて廃教会に入ってきたのだ。戦力は完全に上回ったな。これなら勝てる！



「助かりました。アルマさんたちの手助けをお願いしても？」

「もちろんです。みんな暴れたがっているので、任せて下さい」

「頼みました」

　礼を言ってから祭壇を指さす。

「あの黒騎士には気をつけてください。ヤツは影を移動します」

「また面倒な能力をもったアンデッドですが、種が割れてしまえば、どうとでもなりますね」


非常に楽しそうだ。




このときばかりは、自然な笑みを浮かべているように感じた。



「お前ら！」


荒っぽい言葉でロイが冒険者たちに声を掛ける。



「一番多くアンデッドを殺したヤツにボーナスを追加してやる！　思う存分戦ってこい！」


未知の魔物に警戒していた冒険者たちの目が変わった。我先にと戦場に飛び込んでいく。




特殊なアンデッドを一気に片付けるために報酬をぶら下げたか。状況の把握が早く、冒険者の扱いがうまいな。油断はできないが、ロイのおかげで状況はかなり有利になったぞ。




冒険者を援護するべく、ソフィーが聖魔法を使うと同時に、フードをかぶった女性も魔法を使用した。



『ホーリーブレス』

『ダークブレス』


俺と冒険者、首なし騎士の身体能力が強化される。




祭壇にいる女性も仲間を援護しているが、戦況はこちらが有利である。動くならこのタイミングしかない。



「ソフィー、俺たちは祭壇の敵を叩くぞ！」

「はいッ！」


祭壇に立つ二人を視界に入れたまま、戦場を迂回するように壁際を通って先に進む。




フードをかぶった女性は直接攻撃しない代わりに、次は黒騎士が強化された。『ダークブレス』が使用されたようで、黒騎士の周囲に黒いオーラのようなものが出た。



『エンチャント・ドレイン』


さらに持っている剣が赤く光る。




この魔法は上位のアンデッドがたまに使うので効果は知っていた。




体に触れると体力や魔力を吸い取られてしまうのだ。しかも呪いに分類されるので、聖魔法でないと解除できない。自然回復できない非常にやっかいな魔法だ。



『エネルギーボルト』


敵が強化されるのを黙っていて見ているわけにはいかない。俺が持つ最速の魔法で邪魔をしようと試みるが、黒騎士が剣を一振りすると、全てかき消されてしまった。隙をつくらない限り、下級の魔法では邪魔をすることすら難しいか……。



「今度は私が！」


走りながらソフィーが魔法を放つ。



『ホーリーランス』

『サモン・レッサーデーモン』


赤い肌に二本の角を持ち、背中にコウモリの羽と鋭利な尻尾がある下級悪魔が、祭壇上に召喚された。ソフィーが放った白い槍が直撃すると、胸に刺さる。盾の代わりに使われた下級悪魔は、青い血を流しながら不快な悲鳴を上げた。




致命傷のように思えたが、まだ生きているようだ。呪うような目でソフィーを見ると、宙に舞い上がり滑走するように降下。こちらに向かってくる。



『アイスボール』


それを氷の塊をぶつけて迎撃する。




ドサッと地面に落ちたところで、再びソフィーが放った『ホーリーランス』で串刺しにすると息絶えた。この程度の強さなら脅威にはならないが、俺たちの足を止めるには十分だった。



『アンチ・ホーリー』


貴重な時間を使ってフードをかぶった女性が魔法を使い、黒騎士から邪気を感じるようになった。効果はわからないが、やっかいなものだろう。




俺らが祭壇に着くと、フードをかぶった女性を守るようにして、黒騎士が一歩前に出る。




アンデッドのクセに人間のように振る舞う。この二人が知性を持っているのは間違いなく、魔法で強化されたこともあり油断できる相手ではない。




魔力で下半身をさらに強化して一歩踏み込み、黒騎士の心臓を狙った突きを放ったが、盾が間に入って体が流される。体勢を崩された俺の頭上に、剣が振り下ろされようとしていた。



『エアハンマー』


使い勝手がよく何度も助けられた魔法を使い、空気の塊で剣の軌道を変えた。




追撃は諦めて、後ろに下がって距離を取る。




近くにいたのは数秒だったが、全身に痛みが走り、倦怠感もある。黒騎士から出ている邪気による効果だろう。接近戦は不利になりそうだ。



「魔法を使うぞ！」

「はいッ！」


魔力を練って魔法を放つ。



『ファイヤーボール』

『ホーリーランス』



火玉と白い槍が黒騎士に向かって飛ぶが、俺の『ファイヤーボール』は、フードをかぶった女性が放った黒い槍と接触して撃墜されてしまう。ソフィーの『ホーリーランス』は、黒い騎士の邪気に触れると速度が落ち、剣の一振りだけで斬り捨てられてしまった。





「もっと強力な魔法を使います。時間を稼げませんか？」

「任せろッ！」


もう一度、俺は黒騎士の懐に飛び込んだ。この場で倒そうとは思っていない。近づきすぎないように注意しながら、剣の振りは小さめにして隙は作らないように攻撃する。黒騎士の剣を弾いて攻撃をかわす。たまに黒い槍が飛んでくるが、魔法で打ち落とす。邪気によって体力が削られないように慎重に行動していると、ソフィーから合図が聞こえた。



「ラルスさんッ！」


足を強化してバックステップをする。一気にソフィーの後ろにまで移動した。



『ホーリー・エクスプロージョン』


危険を察知した黒騎士が、フードをかぶった女性の前に立って盾を構える。と同時に、衝撃波が発生して祭壇全体を襲った。




周囲の物が吹き飛び、壁に当たる。最後まで耐えていた黒騎士も、魔法の効果が切れる直前に後方に飛ばされて、床をゴロゴロと転がっていった。




盾はなくなり、目の前には邪魔だった女性が一人。倒すなら今だ。




一撃で殺す。




その覚悟を持って一歩踏み出し、足が止まった。




衝撃波によってフードが取れ、素顔があらわになっていたからだ。




肌は青白く目は赤く、口元から牙も見えるが、茶色い髪と垂れ目、思わず甘えたくなるような優しげな顔は、別れ際に見たときから変わっていなかった。



「エヴァ、お前はアンデッド……いや、ヴァンパイアになっていたのか」


奴隷になったはずなのに、なぜアンデッドとしてここにいるのかわからない。




混乱して思考が止まっていると、ソフィーが心配そうに声をかけてくれた。



「エヴァさんって、ラルスさんやローザさんと一緒だった方ですよね？」

「そうだ。同じパーティで活動していた」


俺やローザから話を聞いていたので、エヴァとどういう関係か、ソフィーも想像がついたのだろう。




人間を辞めてしまったのであれば、戦わなければいけない。ローザのように助けるのは無理だ。戸惑っている間に、傷だらけの黒騎士がエヴァの隣に立つ。



「誰だか知らないけど、私の名前を気安く呼ばないで。それをしていいのは、私の勇者様だけ」


そう言って黒騎士の腕を抱きしめた。




俺のことを覚えていない上に、あれが勇者だと？




リヒトとは剣筋が全く違うので、中身がアイツだということはあり得ない。記憶が混濁しているのか、消えているのか、いや両方かもしれないな。




信じていた神を失い、愛していた男には見捨てられ、それでも諦めきれないから別のものにすがる。それが今のエヴァだ。



「哀れだな」


俺には存在を消滅することでしか救う方法が思いつかなかった。



「私の勇者様がボロボロ……かわいそうに」


黒騎士に抱きついているエヴァが、へこんだ鎧を優しく撫でる。ソフィーの魔法によって傷つき、白い煙が上がっていた。聖魔法の効果で溶けかけているのだ。



「あの女のせいね。ようやく二人っきりになったのに、また邪魔をするなんて……」


リヒトと重ねているのか、意味がわからない発言をしている。エヴァの脳内では、見捨てられたことが受け入れられず、まだリヒトと付き合っていることになっているのだろうか？



「……許さない」


真っ赤な瞳が輝き出すと同時に、何故かエヴァが魅力的に感じるようになる。戦意が薄れていき……俺は侵入してきた魔力を弾き出す。




クソッ、魔眼か！



　目の色が変わったから即座に反応できたが、予備動作がわからなければ抵抗は失敗していたかもしれない。


ヴァンパイアは多様な魔眼を持つアンデッドだと聞いていたが、魅了とはやっかいだ。しかも、異性なので効果はかなり高い。




ソフィーもなんとか耐えたみたいだ。一度でも抵抗してしまえば耐性ができるので、次に使われても意識を奪われることはないだろう。



「効かないなんて、生意気」


無表情のままエヴァが手を前に出すと、魔力の動きを感じたソフィーも動く。



『ダークランス』

『ホーリーランス』


お互いの魔法がぶつかり合い、相殺された。




立ち止まっている隙を狙って、俺は一足でエヴァの前に移動すると首を突き刺した。



「悪いな」


剣を引き抜くと同時に血が噴き出す。驚異的な再生力をもつヴァンパイアだが、聖刻文字の効果もあって再生スピードは遅い。




痛みでうずくまっているエヴァの首を切り落とそうとする。




黒騎士が盾を横に振って俺を吹き飛ばそうとしたので、一歩下がって回避してから、踏込み、剣を振り下ろして黒い鎧に大きな傷を作った。



『エネルギーボルト』


さらに半透明の矢を放つと、肩、足、胸、頭に次々と当たっていく。下級魔法なので破壊するほどの威力は出せないが、後退させて距離を取るには十分だ。



「頼んだ！」


ソフィーが『ホーリーランス』を使うと、白い槍が黒騎士に突き刺さった。




邪気によって聖魔法の威力が減衰されているので、即死とまではいかなかったが、致命傷に近いはずだ。



「ラルス君ッ！　こっちは片付いた！　これから援護する！」


首なし騎士との戦いは終わったようで、ロイが連れてきた冒険者が祭壇に来ると、黒騎士に飛びかかる。




これがトドメになるな。




そう思った瞬間、俺の目はエヴァをとらえた。




真っ赤に染め上がった手で首を押さえながらも、冒険者たちを見ていたのだ。



「逃げろ！　魅了されるぞッ！」


警告は遅かった。エヴァの目が赤く光ると魅了の効果が発揮される。助けに来た冒険者全員の力が抜けて棒立ちになった。



「私と、ゴホッ、ゴホッ、勇者様を、ゴホッゴホッゴホッ、守り……なさい」


エヴァの命令が下り冒険者が襲い掛かってきた。




魅了された冒険者は五名。そのうち二人が俺のほうに来る。残りはロイを襲っていた。




ソフィーの近くには行かせないように俺が壁となって、攻撃を弾いていく。魅了であれば元に戻せるので、殺すタイミングは何度もあったが手は出さなかった。ロイたちも同じように防戦一方で、攻撃はしていない。




拘束の魔法を使っても数秒しか止められないだろう。時間を稼ぐのが最善か？





エヴァが回復させたのだろうか、傷が癒えた黒騎士は、アルマと生き残った教会騎士と戦っている。乱戦だ。誰が味方で、誰が敵なのか、それすら判断しづらい。この状況を打破するために、ソフィーが魔法を使った。





『マインドキュア』


俺を襲っていた冒険者が青白い光に包まれ、目が正気に戻る。それと同時に意識を失ってゆっくりと倒れた。




ヴァンパイアの魅了を一発で解除できるとは流石だな。ロイたちのほうは回復師が何度か試しているが、解除には至らないらしい。



「ソフィー、あっちもお願いできるか？」


俺の問いに力強くうなずいてから質問をする。



「ラルスさんはどうするんですか？」

「元とはいえ身内の不始末だからな。俺が責任を取る」


エヴァを睨むようにして見ると、喉の傷はほとんど治っていた。




時間をかけすぎてしまったか。



「行ってくる」


ゆっくりと歩いて近づく。魅了しようとしてくるが、同じ手は何度も通じない。体内の魔力を活性化させて抵抗し、無効化した。



「なぜかわからないけど、お前の顔を見るだけでムカつくの！　なんで！　なんでよ！！」



エヴァは錯乱していて俺に怯えているようだ。






彼女は始祖でも純血でもない。上位には位置するだろうが、いってしまえばその程度の能力しか持ってなさそうだ。一対一になればそれほど苦戦する相手ではないだろう。



『エンチャント・ソード』


武器の切れ味や強度を高める魔法を使うと、刀身が淡く光った。



「すぐに消えて！　私の勇者様を返して！！」


黒い槍の魔法を放ってくる。『魔法障壁』で防いでから近づく。



「すまなかったな。リヒトの性格が歪んだ責任の一端は、俺にある」


もし手柄を渡さなければ、勇者の称号を取らせなければ、もっと違う未来があったかもしれない。




今でも、そんな閉ざされた未来を考えることがあるのだ。



「恨んでいい、だからここで大人しく死ぬんだ。安心しろ、お前をヴァンパイアに堕としたヤツは俺が殺してやる」


魔法では倒せないと思ったエヴァが、持っていた杖を振りかざして攻撃してきた。




遠心力を使いながら巧みに攻撃する姿は、俺が記憶している彼女とまったく同じ戦い方だった。




だが、俺を倒すには足りない。




ヴァンパイアとなって肉体が強化されているとはいえ、接近戦で回復師に負けることなどあり得ない。




二回剣を振るって、両腕を斬り落とす。




攻撃手段を失ったエヴァが噛みつこうと飛び込んできたので、頭を叩き潰すために剣を大きく振り上げる。



「もう、休め」


哀れに思いながら振り下ろすと、目の前に黒騎士が現れた。頭に直撃。金属音と共にその場に倒れる。



「勇者様ッ！！！！」



俺のことを忘れたエヴァは、兜が外れて顔が露あらわになった黒騎士に覆おおい被かぶさった。






黒い鎧の男は、一度も見たことがない顔をしていた。




危機を察して影を移動してきたのだろう。リヒトとは違い、偽物の勇者は裏切らない。彼女の歪んでしまった愛情を最後まで受け入れて、守るつもりか。



「私の、私だけの勇者様は殺させないッ！！」


黒騎士を守るように抱き寄せると、血の涙を流しながら俺を睨みつける。




その姿が未来の俺とソフィーに重なって見えてしまい、トドメを刺すことをためらってしまった。






◇　◇　◇





俺とソフィーは、貴族と教会の二大勢力に翻弄ほんろうされている。




近い将来、教皇はソフィーの排除に動く。その時になったら、ゼルマの庇護ひごは期待できないだろう。もちろん俺は襲ってくる刺客を排除していくつもりだが、創造神を崇める教会は各国にあるので、逃げ道はない。いつかは力尽きる。




そうなったとき、どうなるか？




想像したことは何度もある。




その答えの一つは、目の前にある光景。処刑を待つだけの二人だ。




冷静な俺がエヴァを殺すべきだと囁ささやくのと同時に、教会を敵に回してでも生き残る二人を見たいという気持ちが膨れ上がり、理性とぶつかりあって、動けないでいた。



「なんだ、さっさと殺さないのか？」


悩んでいると、アルマが近づいてきた。




肩にメイスを乗せている。歯をむき出しにして、威嚇するような笑い方をしていた。



「部下が何人かヤられた。手を出さないなら私が救済してやろう」


言いながらも歩みは止めない。持っていたメイスを振り上げる。




俺はとっさに、エヴァとアルマの間に入ってしまった。



「なんだ？　手柄を横取りされるのが気に食わないか？」


何も考えずに動いてしまった。なんでこんなことをしているのかわからない。




答えることもできずに無言のまま睨みつけていると、アルマの圧力が増す。



「まさか、まさか、ないとは思うが、助けろと言いたいのかッ！？」


殺気が俺の全身を貫く。




ロイや冒険者、教会騎士たちは、俺とアルマのやりとりを見守っているだけ。




答え一つで状況が全て変わる。



「魔物、アンデッドはこの世から消えるべきだ。その意見は変わらない」

「では、なぜ邪魔をする？」


メイスを握る手に力が入ったのがわかった。だが、俺は道を譲る気持ちにはなれない。



　ここまで来たら戦うしかないのか？　自然と剣を持つ手に力が入る。

「「…………」」

　睨み合いが続く。そんな中、俺の背後から膨大な魔力を感じた。

　後ろを見るとボロボロの布をまとったスケルトン——ダンジョンマスターが立っていたのだ。ゆっくりと右手を前に出す。

『エアハンマー』

　普段、俺がよく使う魔法をぶつけられた。威力は強く、剣を盾に使ったが吹き飛ばされてしまう。空中で体を回転させて足から着地する。追撃を警戒してダンジョンマスターを見た。

「あはは！！　見つけたぞッ！！！！」

　アルマが笑いながらメイスを振り回し、攻撃をしていた。

　一度でも当たれば大ダメージを受けるだろうが、ダンジョンマスターが攻撃に当たる気配はない。

「うるさい女だ」

　また、ダンジョンマスターが右手を前に出した。アルマも俺と同じように吹き飛ぶ。

　入れ替わるように走り出した俺だが、ダンジョンマスターたちの足元に魔法陣が浮かんでいるのに気づく。見たことのない模様だ。効果はわからない。

　骸骨に浮かぶ光る目が、俺を見た。

「私のラルス、また会おう！！」

　言い終わるのと同時に、エヴァと黒騎士を連れてダンジョンマスターの姿は消えてしまった。

　あれは転移の魔方陣だったのか……。

　獲物を取り逃がして悔しがらなければいけないのだろうが、なぜか俺はほっとしていた。自分の手で倒さなくて済む。魔物に味方するなんて許されることではないのだが、そういった安心感を持ってしまったのだ。

　吹き飛ばされたアルマが立ち上がって、周囲を見る。敵はいない。逃がしてしまったことに気付く。

「お前が邪魔したからだッ！！」

　低いうなり声を出しながら、俺に言ってきた。理性は吹き飛んでいるようで、その怒り狂った姿は、人間ではなく魔物の様に見える。

「それは違う。俺たちは戦って負けた。その事実を認めろ」

　ダンジョンマスターは相変わらず強かった。接近戦であれば勝算は見込めるだろうが、魔法を使われてしまうと、俺一人では難しい。さらに魔法名を言わずに遺失した転移魔法が使えるのだ。他にも隠し玉の一つや二つは持っているだろう。

　今回もまた、弄もてあそばれるだけで、まともな戦いはできなかった。

「ふざけるなッ！　この私がアンデッドに負けるはずがないッ！！」

　実力が劣っていたと認められないアルマは、メイスを振り上げた。

「いや待て——」


制止しようと声を出した俺の目の前にメイスが迫ってくる。腰を落としながら体をひねって回避。しかし攻撃は終わらない。




連続してメイスが振るわれるが、あまりにも大雑把すぎる。その技量、アンデッド相手には十分かもしれないが、俺には当たらないぞ。



　周囲はアルマの気迫に飲み込まれて、誰も助けようとしない。仕方がない。自分の身は自分で守るか。

『アイスボール』


アルマの腹に氷の塊をぶつける。勢いに押されて後退すると、咳き込みながら胃液を吐き出した。



「ついに本性を現したな。教会に敵対する意思があるとみなす。粛正してやる！！」

　歯をむき出しにしたアルマの全身から魔力があふれ出す。


限界を超えて肉体を強化しやがったな。体を壊すぞ。



「楽には殺さない。なぶってやるッ！」


メイスを片手で掲げる。




周囲の空気が明らかに変わった。



『エンジェルリンク』


アルマの頭上から光が降りて包まれる。その時間は僅かだったが、大きな変化をもたらした。




手に持っていたメイスは巨大な両手剣になっており、アルマの背後から純白の羽が生えた。内包していた魔力量も跳ね上がり、人間の限界を超えたように感じる。




神の使いと呼ばれる天使が降臨したような、そんな神々しさがあった。



「仕置きの時間だッ！」


両手剣を前に突き出すと、ソフィーの魔法で能力が底上げされた俺ですら、目で追うのがやっとのスピードで突進してきた。受け止めるのも、受け流すのも不可能。魔法で妨害するのも厳しい。いや、無理だ。これを防ぐには上級以上の魔法が必要だ。




当たる直前、とっさに横に転がるようにして回避する。この方法しかなかった。




床を破壊しながら一筋の道を作り上げ、アルマが通った後には何も残っていない。驚くほどの突進力だ。



「この程度では当たらんか」


振り向いたアルマが俺の姿を見て言い捨てた。




両手剣をまるで木の枝のように軽々と二、三回振りながらゆっくりと近づいてくる。



「悔い改める前に死ぬなよ」


急接近したアルマが両手剣を振り下ろしたかと思えば、次は振り上げ、右に跳躍して避けると横薙ぎの一撃が襲ってくる。それをしゃがんでやりすごすと、顔面に靴底が迫ってきた。仰向けになって倒れてから、後転してかわす。後ろからガンと砕く音が聞こえた。




転がった勢いで立ち上がって様子を見る。アルマの踵かかとが床を砕いていた。




これが戦闘司教の全力か。驚異的ではある。大抵の魔物や冒険者では手も足も出ないだろう。魔力を持っている貴族だって対等に戦える者は、ほとんどいないはずだ。だが、俺には対抗手段がある。教会の連中に知られたら面倒になるからと避けていたが、勝つためには武器を創造する必要がありそうだ。




次の攻撃を警戒しながら今までの冒険で見つけた武器の中から、使えそうなものを選ぶ。



「二人とも、戦いはやめてください！」


俺とアルマの間にソフィーが飛び込んだ。




頭の中が一瞬真っ白になる。



「何してるんだ！　逃げろ！」


アルマと敵対しても、教会とは敵対しない算段はあるんだ。




武器が創造できる使徒だと証明すれば、俺を排除するより教会の権威を高めるために取り込もうとして動く。俺はその誘いに乗ればいいだけ。簡単な話だ。自由は失うが、命を失うようなことにはならない。



　だからソフィーが無理をする必要はないんだ。そう言おうとして、彼女に止められてしまった。

「ラルスさんは何があっても動かないでください！　私が説得します！」


小さく微笑みながら、ソフィーはコツコツと音を立ててアルマに近づいていき、目の前に立った。



「もうやめましょう。仲間同士で争っても意味はありません」

　ソフィーの登場によってアルマは冷静になったようだ。


大人しく見つめ合っている。二人は身長差もあり、大人と子供のように見えた。




しばらく時が流れると、アルマが話しかける。



「ソフィーさ……いや、ソフィー、どういうつもりだ？」


周囲に話しかけるときとは違い、怒りの中にも親しみが込められた声だった。




元聖女への敬意か、それとも同じ施設で育った仲間意識がそうさせているのだろうか。



「敵は去りました。もう戦う必要はありません」

「何を言っている！！　こいつは、アンデッドを見逃したのだ！　神敵の仲間だぞッ！！」

「ヴァンパイアを逃がしたのはダンジョンマスターであって、ラルスさんではありません。そのぐらい、わかっていますよね？」

　子供に言い聞かせるような声色だ。

　八つ当たりしているだけと、アルマは理解できているようで反論しない。

「逃がした二人は私たちも探します。見つけたら今度こそ倒すので、アルマ姉さん。ここは私の顔を立てて、剣を収めてもらえませんか？」

「…………そういうのはズルいぞ」


姉さん、か。もしかしたら、妹のようにかわいがられていたのかもな。




親愛の気持ちを込めた言葉は、アルマが戦いを終わらせるには十分だったようだ。




長い沈黙のあと、羽と剣を消して元の姿に戻った。




呼吸は乱れていて、体力、魔力も大きく減衰している。今ならスケルトンナイトにすら負けてしまうほど、アルマの能力は著しく下がっているように見えた。



「元聖女の……願いであれば……断れんな」

「ありがとうございます。アルマ姉さんの寛大なお心に感謝します」


ソフィーが深々と頭を下げると、アルマは軽く抱きつき頭を優しく撫でてから離れた。




苛立っていることを伝えるかのように、足音を立てて俺の目の前に立つ。




　睨まれるだけで何も言われなかった。




　俺の横を通り過ぎて祭壇を降りると、冒険者たちに押さえられていた教会騎士と合流する。




ひとまず、アルマとの対立は終わったようだ。




戦いを止めてくれたソフィーに駆け寄る。



「無茶したな」

「ラルスさんほどじゃないですよ」


ついさっきまで大の男でも怯んでしまうアルマと対峙していたとは思えないほど、軽い口調で言い切った。



「今回は助けられたよ。ありがとう」

「いつも助けてもらってばっかりですからね。たまには私だって役に立つんです」


ウィンクをしてから、ソフィーは少し声を落として話を続ける。



「それにですね。私もラルスさんがトドメを刺すのに躊躇ちゅうちょした気持ち、わかります。あの二人は歪んでいましたが、お互いを思い合う気持ちは確かにありましたから」


アンデッドの中には生前の記憶や性格を完全に維持した者もいるが、エヴァと黒騎士は違った。ソフィーが指摘したように歪んでいる。お互いに依存し合っている。誰かに向けていた愛に縋すがっている状態だった。




強い執着心を持つアンデッドは、それ以外のことがどうでもよくなる。死ぬことも、金を稼ぐことも、良い生活をすることも、あの二人には等しく価値はない。生者とは根本的に価値観が違うのだ。



「いやー。上手く収まってよかったですね」


まだソフィーと話したかったが、拍手をしながらロイが近づいてきたので中断する。




俺が起こしたトラブルを責めるようなことはせず、作り笑顔のままだ。気味の悪さを感じるが、顔に出さないように注意しながら、迷惑をかけたと声をかけるために俺も歩き出す。




数歩進んだところで、ロイの背後から黒光りするナイフが飛んでくるのが見えた。




彼の頭をかするようにして、ソフィーの胸を貫こうとする。




いつの間にか体は動いていた。



「キャッ！」


押し倒したことでソフィーが短い悲鳴を上げてしまったが、なんとか間に合ったようだ。




乱暴に扱って悪かった。ごめんな。




呪われた黒いナイフは防具を容易に貫き、俺の胸に突き刺さっている。全身の力が抜けて、血を流しながら倒れてしまった。




これは致命傷だ。




痛みと苦痛、急速に力が抜けていく感覚でわかる。視界も失われた。さらにナイフを中心にして体内の魔力を乱す呪いが侵食していた。抵抗をしてみるが上手くいかない。




強力な呪いで、この状態では魔法なんて使えない。自力で解除するのは不可能だ。




刀身は一瞬しか見られなかったが、装飾からして首なし騎士が持っていたものだろう。



「ソフィー……ゴフッ、ゴフォ」

「無理に喋らないでください！　私は大丈夫です！」


元気な声を聞けて、俺も黒騎士のように大切な人を守れたことに安堵し、また俺が生き残れることを確信する。




〝生きていれば絶対に死なせません〟ゴブリンとの戦いで言い切った、あの言葉を今も覚えている。




聖魔法のエキスパートで元聖女であるソフィーが生死について嘘をつくとは思えない。いや、それ以前に、そんなことを言わないという信頼がある。彼女がそう言ったのであれば、それは事実なのだ。




信頼に応えるかのように、体内の魔力を狂わせていた呪いは消えていき、痛みも薄れていく。失われた血が戻ってくるのを実感した。



「助けてくれたのか」


視力の戻った目でソフィーを見る。





神など信じたことのない俺だが、今の彼女が女神だと言われれば否定できないほどの神々しさを感じた。歴代の聖女も同レベルのカリスマ性を持っていたのであれば、これほどまでに教会が大きくなったのも納得がいく。





「ほら、ラルスさんのほうが無茶しているじゃないですか」


ソフィーは涙がこぼれ落ちそうなのを我慢しながら、笑顔を作っていた。




床には聖水が入っていた空の瓶と胸に刺さっていたナイフが落ちている。周囲は冒険者と教会騎士がぐるりと囲んでいて、誰も侵入できないようになっていた。




これ以上は攻撃されないようにと、厳戒態勢を敷いているのだ。



「チッ、生きていたか」


俺を見下ろしたアルマが、残念そうな顔をしていた。コイツの場合は本音だろうな。




力が戻ってきたのでゆっくりと体を起こしながら、ナイフを投擲した犯人のことを考える。




先ほどの会話を聞いている限り、教皇派とはいえ、アルマがソフィーを暗殺することはない。目の前にいたロイも除外だ。




残る可能性は、冒険者と教会騎士、それに突如として魔物が出現したという三パターンぐらいか。近くに魔物の気配はなかったので、魔物である可能性はほぼゼロだろう。




ナイフは首なし騎士が使っていた物なので、入手経路から犯人を推測するのは難しい。俺とソフィーを抜けば、全員がヤツらと戦っていたので、ナイフを手に入れる機会は平等にあった。



「このナイフ、誰が投げたか分かりますか？」

「わかりません。全員が祭壇を見て、周囲の警戒が薄れた一瞬を狙われたようです」


近くにいた冒険者に聞いてみたがダメだった。



　仕方がない。この問題は後回しにするしかないだろう。

「この通り動けるようになりました。これからどうしますか？」


今後の方針を確認するべく、ロイとアルマに質問をして二人の回答をじっと待つことにした。



「愚問だな。ダンジョンに来たばかりなのに帰るはずがない。ダンジョンマスターがいるのも確定した。調査は続行、アンデッドは見つけ次第、消滅させる」


立っているのがやっとのくせに、アルマは相変わらず強気だ。




一呼吸置いてからロイを睨みつける。



「だが冒険者とは、ここでお別れだ。ソフィーを狙うようなヤツらと一緒に行動はできないからなッ！！」


身内を疑うことはせず、犯人は冒険者の中にいると決めつけている。




勝手に仲間を犯人扱いされたロイはこの場で激怒してもおかしくはないのだが、いつもと変わらず作り笑顔のままだ。



「私たちがナイフを投げたと、疑っているんですか？」


淡々と疑問をぶつけた。




ロイの後ろにいる冒険者どもと同じように、殺気立ってもいいはずなのに冷静である。



「当然だ。教会騎士がソフィーを害する理由はないからな。こういったことは、薄汚い冒険者どもがよくやるだろ？」

「薄汚いですか……否定はしません。教会に仕える騎士様と比較すれば、我々はそのように見えるのでしょうしね」


挑発をさらりと受け流すと二人は黙った。




このままアルマの理性が吹き飛んで戦うことになっても、ロイは焦ることなく応戦するだろう。




周囲が見守るなか、先にアルマが目線を外した。



「チッ、この玉なし野郎がッ」


背を向けると教会騎士を引き連れて歩き出した。




まともに話し合うこともなくチームは決裂し、合同調査はここで終了となる。




ソフィーは教会側につくだろうから、俺も冒険者側から離れて同行することに決めた。



「俺もここでお別れです」


ダンジョンまでの案内は終わっており、頼まれた仕事は完遂している。冒険者たちと一緒に行動する必要性や義理はない。



「わかりました。お気をつけください」


ロイは引き留めようとはしなかった。冒険者側に暗殺を企てた人間がいる可能性は否定出来ないので、強気には出られないのだろう。




冒険者たちと別れてソフィーと合流する。非常に気まずいが、これからアルマに同行の許可を取らなければならない。俺が話しても揉めるだけなので、会話は全てソフィーに任せることにした。



「教会の騎士様はアンデッド退治でお忙しいと思うので、ラルスさんに護衛を依頼しました。同行の許可をお願いします」

「……わかった。許可しよう」


ソフィーのお願いに、アルマは眉間にしわを寄せてものすごく嫌そうな顔をしたが、拒否しなかった。トップが許可するなら、下の者たちから反対意見は出ない。規律がしっかりしている集団であるおかげで、なんとか同行は許されたのだ。




不満そうな足音を立てながら、アルマが崩れかけた教会を出ると、近くにいるグールを殴り倒す。ストレス発散のために、何体ものアンデッドが滅ぼされていった。






◇　◇　◇





ラルスとアルマの対立をソフィーが仲裁していた頃、ダンジョンの最奥の間、玉座と言われる場所では、王族が使うような豪華な椅子にダンジョンマスターが座っていた。




家具や絨毯といったものは一切ない。寒々しいと感じる部屋だ。ダンジョンマスターの周囲には半透明のウィンドウがいくつも浮かんでおり、ダンジョン内の動きをリアルタイムに表示している。




その中の一つ、ラルスとソフィーが話している画面を見つめていた。




ダンジョンマスターが持つ権限の一つに、ダンジョン内の状況を映像として監視できるというものがある。これを使い、ラルスがダンジョンに入ってからずっと言動を追い続けていたのだ。




ダンジョンマスターは、自身を傷つけた人間に興味を持った。いわゆるライバルに認定したと言えば聞こえはいいかもしれないが、アンデッドらしく執着しているだけだ。ダンジョンマスターといえども種族特性からは逃れられず、ラルスが必死に戦う姿を見るのが最大の楽しみになっている。




ダンジョンマスターは、空中に新しいウィンドウを出現させる。




今度は文字と数字ばかりが表示されていた。



「減った分だけ補充しておくか。グール百体にスケルトンナイト二百体と……」


画面を操作するだけでダンジョンの各地に魔物が生まれていく。一体を生み出すのに一分ほどかかるので、即座に大量生産することはできないが、自然繁殖と比べれば驚異的なスピードだ。



「問題は、使える駒を創りたくてもエネルギーが足りないことだ」

　無制限に魔物を作れるわけではない。ダンジョン内で生物を殺し、その際に発生するエネルギーを取り込むことで、魔物が創造できるようになるのだ。

　強い魔物ほど必要なエネルギー量も増えるので、冒険者が訪れるようになったばかりのダンジョンでは特殊な魔物は作れない。


ダンジョンマスターが腕を横に振るうと、ウィンドウが一斉に消えた。



「貴重な実験体であるお前たちをここで失うつもりはない。だから、救ってやった」


玉座の前には、天井から伸びる鎖につながれたエヴァと黒騎士がいる。一緒に転移した後、ここまで連行されたのだ。




体を動かして拘束している鎖を破壊しようとするが、ジャラジャラと金属がこすれる音がするだけで意味はない。



「しかし、私のラルスに温情をかけてもらったのは許せない。許せないのだッ！！」


ラルスが殺すのを躊躇ためらった。その事実が許せず、嫉妬心がこもった怒号に合わせて雷が落ちた。




エヴァの肌を焦がし、黒騎士から黒い煙が上がる。



　苦痛の表情を浮かべたエヴァを見て嗜虐しぎゃく心しんを刺激されたダンジョンマスターは、死なない程度に手加減をした雷を何度も落とす。


その度に、カタカタとアゴを鳴らしながら笑っていた。



「我が主、そのぐらいにした方がよいかと」


そんなダンジョンマスターの行動を止めたのは、銀髪の少年だった。十歳ぐらいに見えるが人間ではない。エルダーヴァンパイアで、エヴァをヴァンパイア化させた本人、親だった。



「なぜ止める？」

「そろそろ死んでしまいます」

　エヴァや黒騎士はダンジョンの戦力強化のために使う予定がある。そのためラルスから助け出したのだが、感情的になったダンジョンマスターは、我を忘れて殺しそうになっていた。


エルダーヴァンパイアの言葉によって、ダンジョンマスターは少し冷静になり、高ぶっていた感情を抑え込む。



「……ちッ。仕方がないか。この女どもは、部屋に閉じ込めておくように」

「承知しました。それと計画を少し変えてもよろしいでしょうか？」

「ほう、どうするのだ？」

　興味を持ったダンジョンマスターは、続きを話せと視線を送る。

「ラルスと因縁のある人間とこの女を組み合わせて使えば、新しい舞台を用意できるでしょう。そこで例の計画を実行するのです」

「ほうほう、それはよいな。楽しそうだな！　また私のラルスが輝くところが見られるかもしれん！　許可しよう！」


玉座から立ち上がったダンジョンマスターは、エヴァと黒騎士の前に立つ。



「私を守るため、そして楽しませるために無様に存在し続けろ」


不快な笑い声が部屋中にこだまする。




ダンジョンの支配者であり、魔物を従えるダンジョンマスターを止める者はいない。命令に従うだけだ。



「フィネ様、失礼いたします。緊急の連絡です」


また新しく、部屋の中に魔物が現れた。




黒く艶やかな長い髪にメリハリのある体系をした女性で、水着のような露出度の高い服を着ており、頭部の左右にはねじれた角、背中にはコウモリのような羽、臀部には尻尾が生えていた。アークデーモンと呼ばれる魔物で、ラルスが倒したレッサーデーモンとは比較にならないほど、強力な戦闘能力を保持している。



「クルトのダンジョンマスター、リカルダ様から〝暴れすぎ〟だと警告がきています。しばらくは表に出ない方がよいかと。もし無視をしたら戦争になります」


生きているダンジョンには必ずダンジョンマスターがいる。発生してから長い年月が経過したクルトも例外ではない。




ダンジョンマスターとはいえ殺せば死ぬ。安全のために存在を隠していたのに、そんなことは関係ないとばかりに暴れ回るフィネに怒り、警告したのだった。



「わかっている。しばらくは狩りを止めて、ダンジョン内の強化を進める。リカルダにそう伝えろ」


相手は力を蓄えている古株のダンジョンマスターだ。手駒が足りないフィネでは逆らえないほど強力な相手である。感情を押し殺してでも素直に従うしかなかった。



「ハッ！」

　命令を聞いたアークデーモンの女性は立ち去ろうとする。

「それと、だ」

　呼び止められて動きを止めた。

　怪訝けげんな表情を浮かべている。

「なんでしょう？」

「次に私のラルスがダンジョンに入ったら、遊んでもいいぞ」

「よろしいのですか？　もしかしたら、彼は死んでしまうかもしれませんよ」

「そうなったら、別の楽しみがある。気にするな」


フィネの命令を聞いたアークデーモンの女性は、口角を上げて笑った。



　悪魔とは人間を弄ぶことに最大の喜びを感じる魔物だ。ラルスとどうやって遊ぶか、脳内でシミュレーションしていた。

「お任せください。フィネ様が満足する遊びをお見せします」



そう宣言すると、足元に魔法陣を出現させ、姿を消した。





「あぁ、ラルス。君の命が輝くところをもっと見ていたい。そのためなら何でもしよう。誰にも邪魔はさせないぞッ！！」


死ねばアンデッドとして側に置くと決めているので、ラルスの生死は気にしていない。ダンジョンマスターは、死にそうになりながらも必死にあがく姿を見たいのだ。




エルラー家の次男





ダンジョンから戻った翌日、俺とソフィーはゼルマが住む屋敷を訪れていた。来客用のソファーに俺とレギーナが隣り合って座り、正面にはゼルマがいる。久々に彼女を見たが、何も変わっていない。美しい銀髪を肩甲骨まで伸ばしていて、それだけ見れば深窓の令嬢といった雰囲気も出ているが、猛禽類のような鋭い目が全てを台無しにしていた。




どうやら昨日、ヤンに戻ってきたようだ。長旅をしていたというのに疲れてなさそうである。相変わらず元気だな。



「私が不在の間、派手に暴れたそうじゃないか」


逃げ出したくなるような笑みを浮かべたゼルマが、責めるような口調でアルマともめたことを指摘した。伝わるのが早い。



「狂犬に噛まれそうになったので、躾しつけようとしたのですが、何か問題でも？」


俺が返事をすると、ゼルマは口をぽかんと開けたまま止まってしまった。




アルマを狂犬と呼んだことや、もめ事について堂々と肯定したことに驚いたのだろう。




これは珍しいものを見た。あんな笑い方さえしなければ美人なんだな。



「従順なときもよかったが、これもまた、ありだな」


反抗的だと怒られると思っていたが、驚くことに受け入れられてしまった。




レギーナの扱いを見ていて思ったことだが、身内にはそれなりに寛容かんようなのだろう。



「今回の件はソフィーが仲裁したことによってお咎めはなしだ。教会も触れてくることはないだろう。私もこんなことで騎士候補を失うつもりはないから安心しろ。また教会は、ナイフを投げた犯人を調査すると言っている。現場の聖職者たちはそっちのほうを重く見ているので、しっかりと動いてくれるだろう」


調査は難航するだろうな。魔物ではないとしたら、現聖女か教皇を支持している人間がかかわっている可能性が高く、犯人の特定は難しい。期待しないでおこう。



　一通り説明が終わると、ゼルマはニヤリと笑う。

「さて、問題は解決したが、私に迷惑をかけたことには変わりない。その意味はわかっているな？」


もちろんだ。貴族に迷惑をかけてタダで済むはずがない。教会とのもめ事は貸しということになる。




もし関係ないと無視したら、ゼルマが軽く見られているということになり、面子の問題に発展。せっかく丸く収まりかけていたのに、別の問題を呼び起こすことになってしまう。




所詮、人間も獣と同じ。力が全てで舐められたら終わりなのだ。



「はい。このご恩は働きで返したいと思います」


俺の返事に満足そうにうなずくと、ゼルマは口を開いた。



「よろしい。では、さっそく仕事を受けてもらおうではないか」


貸しを作った直後に依頼の話か。嫌な予感はするが断れないな。大人しく内容を聞こう。



「数日後に、腹違いの兄がここに来る。ヤンの視察だと言っているが目的は違うだろう」


貴族絡みの話か。長男を排除してでも当主になろうとしているゼルマのことだ、仲良くお話し合いをするだけでは終わらない。絶対に何かある。



「裏があるのでしょうか？」

「そうだ。アイツの性格を考えれば、私を蹴落としてヤンを手に入れるといったことぐらいは考えているな」


ほらあった。狙うのではなく狙われる側というのが意外だったがな。ゼルマの性格から考えて穏便に済ますつもりはないだろう。




そいつを殺すのか？




それとも誘拐でもして、駒として使えるように洗脳でもするのか？



　暗い想像は膨らんでいく。

「お前は顔に出やすいな。私から手を出すつもりはないぞ。アイツは当主になる器ではない。欲望に忠実で思慮の浅い無能だ。障害にはなり得ないので、しばらくは泳がせて様子を見る」


味方にしても足を引っ張る男っぽいな。ゼルマはそいつが敵側にいて、内部をかき乱してくれることを期待しているのかもしれない。




なんとも素敵な兄妹愛だ。エルラー家のご当主様は、さぞ喜んでいることだろう。



「では、しばらくゼルマ様を護衛すればよいのでしょうか？」

「そうだ。ロイの護衛は中断して、レギーナと二人で私を守れ。ヤツには私から伝えておこう」


ソフィーについてはローザがいるし、宿から出なければ安全だろう。それにヤンを守るために必要なことだ。俺は依頼を受けることに決める。



「承知しました」


ロイの護衛はすぐに終わってしまい、今度はゼルマを護衛することに決まった。



「よし、話はまとまったな。私は仕事があるので移動する。二人はこのまま交流を続けてもいいぞ」


ゼルマと一緒に俺とレギーナも立ち上がり頭を下げた。出て行くまでその体勢を続けて、バタンとドアが閉まる音とともに戻る。




この部屋に残っているのは俺たちだけだ。




レギーナが俺に向ける視線は同僚といった感じで、正式な騎士として受任していないのにもかかわらず対等だと思ってくれている。



「さっきは焦りました。まさかゼルマ様に強気な発言をするなんて……過去にそういった態度をとった方は、酷い怒りを買っていました。笑って許すなんて、本当に頼りにされているんですね」



指摘された通り、一歩間違えれば騎士の話はなくなり庇護ひごも打ち切られていた可能性もあったが、平民だった俺を騎士にするとまで言ったのだ。その程度で切り捨てるほど、価値を低く見られていないという確信はあった。






それにソフィーと一緒に平和な日々を過ごすためには、目先の安全だけを選んではいられない。教皇が権力の地盤を固めるまでに、誰が味方でどこまで利用できるのか、しっかりと見極めておく必要があるのだ。



「それではゼルマ様の信頼に応えられるように、次の仕事も頑張りましょうか」

「それは頼もしいですね」


あえて軽く言ったのがよかったのか、レギーナは薄く笑った。




やはり、ゼルマより貴族のお嬢様らしいと思えてしまう。剣を振るうよりドレスを着たほうが似合うな。



「さっそく明日以降の話をしたいのですが、その前にゼルマ様の腹違いの兄、エルラー家の次男モーリッツ様についてお話ししたいと思います」


護衛をするにあたり敵の情報は重要だ。




少し緩んでいた意識を引き締め直すと、レギーナの話に耳を傾ける。



「エルラー家の当主ヴァルター様には、二人の妻がいます。正妻のアンネリース様と側室のフリーダ様です。モーリッツ様はフリーダ様の実子にあたり、ゼルマ様より一歳上です。歳が近いこともあり、なにかと競い合う機会があったそうですが、全てゼルマ様が圧勝してしまったので、幼少期から恨まれています。必ず仕掛けてくるでしょう」


幼少期とはいえ、あのゼルマが争い事で手を抜くとは思えない。モーリッツは側室の子供だということもあり、気を遣うこともなく本気で叩きのめしてきたのだろう。




そんなことを経験していたら性格が歪んでもおかしくない。劣等感を刺激する象徴であるゼルマを蹴落とすためなら、手段は選ばないかもな。



「それとモーリッツ様は女性にだらしなく、深く考えない方なので……」


言いにくそうにしていたので俺が続きを言う。



「他人に操られやすいと」

「はい。さらに一度動揺してしまうと、気持ちを立て直すことも難しいお方です」


勝手に罠にはまり暴れるタイプだ。面倒だな。



「護衛時に何かあれば、ゼルマ様の指示を聞いてから対処してください。本当の緊急時以外は、独断で事を進めないでくださいね」

「わかりました」


今回の相手は貴族なので慎重に動くべきで、レギーナの言うことは正しい。




問題が起きたらゼルマ以外には止められないだろうからな。



「それでは、今日から寝泊まりしていただく部屋にご案内しますね。ついてきてください」

　しばらくは家でのんびりしていたかったんだが、断れる雰囲気ではない。仕方なく首を縦に振って案内されことにした。




◇　◇　◇





俺は今、ゼルマの屋敷にある中庭に立っている。案内が終わると、レギーナに模擬戦をしようと提案されたのだ。




お互いの実力と戦い方、クセを把握して連携を高めることが目的で、一緒に護衛するのであれば必要だと思ったので受け入れた。




中庭には布を巻いた木剣が数本立てかけられていたので、適当に一本を持つと真ん中に立って素振りをする。重さは真剣と変わらない。これなら実戦に近い戦いができるだろう。




数分後、運動用の服に着替えたレギーナがやってきた。俺と同じように木剣を持っている。



「お待たせしました。早速ですが始めましょうか」

「ルールはどうします？」

「有効打が入るか降参と言ったら一戦は終わり。その後、振り返りをしてまた模擬戦をする。それを何回か繰り返したいと思います」


見た目は可憐なお嬢様に見えるとはいえ騎士か。体で話し合おうって考えは嫌いじゃない。



「わかりました。それでは、お願いします」


数メートル離れた状態でお互いに剣を構える。




先ずは様子見。手加減して剣を振るうと、受け流されて反撃がくる。一歩下がって回避をしてから大きく踏み込んで、上段から剣を振り下ろした。




レギーナは半歩横にズレてかわすと、顔面を狙った突きを繰り出す。俺は顔を傾けてやり過ごすと蹴りを放つ。腹に当たったが手応えはない。後ろに飛んで威力を弱めたのだろう。




開始した時と同様の距離ができる。




お互いに様子を見ながら、魔力を練って身体能力を上げていく。




今までは素の力、これからは魔力で上乗せされた力で戦うのだ。




先ほどまでとは比べものにならないほどの速度で、距離を詰めて剣を振るう。突き、切り上げ、足払い、といった攻防を繰り返していると、レギーナの得意な部分が見えてくる。




騎士らしくと呼ぶのが正しいのか、レギーナは攻めより守りが得意なようだ。




死なないために戦うのが上手い。




守りに徹しているときは、死角からの攻撃に対しても見事に反応する。総合的に見れば俺のほうが確実に強いのだが、防御を突破するのにはそれなりに時間がかかってしまう。討伐より護衛に向いているタイプと評価していいだろう。




だから、攻めに転じたときに隙ができる。




バランスを崩したように見せかけて攻撃を誘うと、狙い通りに突いてきたので、刀身を下からはじくとレギーナの腕が上がり、重心が後ろに下がる。足を蹴ればあっさりと倒れてしまった。




土で汚れたレギーナの目前に切っ先を突きつける。



「まだ続けますか？」

「いえ、降参です」


木剣を投げ捨てて手を差し出す。




少しためらいがあったものの握り返してくれたので、引っ張り上げて立ち上がらせた。



「先ほどの振り返りをしましょうか」


ニコニコと笑いながら、俺の攻撃を防ぐのがいかに難しいのか語り出す。単純な技量だけ見ても上位に位置するそうで、それだけで騎士団の隊長クラス以上にはなれるとのことだった。




いつもは落ち着いているレギーナが、興奮して話している姿は新鮮だ。殺し合いというよりも、お互いの力を試す行為が好きなのだろう。




その後、魔法も解禁して模擬戦を何度も繰り返していると、辺りは暗くなり始めていた。




「ラルスさん、食事はどうされますか？」



「今日は外で食べてきます。明日からお願いできますか」

「わかりました。それでは私のほうから、メイドに伝えておきますね」


貴族が住む屋敷であれば、香辛料をたっぷり使ったプロの料理を味わえるので、非常に魅力的なお誘いだったのだが、今日は遠慮しておくことにした。







夜に戻ってきますと伝えてから、外に出て家に戻る。護衛や探索に必要な道具を一式持つと、ゼルマの屋敷ではなく親父の店に向かった。




店内に入って親父を見ると、料理を作るのに忙しそうだ。




手を上げて挨拶をしてから席に座ると、近くにいるソフィーに声をかける。



「ダンジョンから帰ってきたばかりなのに、もう働いているのか。少しは休まないと体を壊すぞ？」

「今日もお客さんは、いっぱいますから。それに、そのセリフはそのままお返しします。ゼルマさんの所に行ったって話を聞きましたよ。死にかけたばかりなんですし、少しは休んでくださいね」

「おぉ。これは痛いところをつかれた。反論できないな」


軽く笑いながら返事をすると、ソフィーの綺麗な形をした口が俺の耳元に近づく。



「また新しい依頼なんですか？」

「そうだ。今日から準備に入る。しばらくは、ここにも来れないから、ローザにも警戒を強めるように言うつもりだ。犯人は見つかっていないんだから、気をつけるんだぞ」


誰にも聞こえないように小言で注意をした。




ソフィーの命を狙った犯人の動機はわからないが、あの場で行動したということは、暗殺ではなく事故もしくは魔物の仕業にしたかったのだろう。




人が大勢いる場所を狙ってくるとは考えにくいし、忍び込んで寝首をかこうとしても、ローザが魔法で罠を作っているので危険性は低いとは思うのだが、注意するに越したことはない。




またそれとは別に、モーリッツとそのご一行にも気を付ける必要があるだろう。女好きが放っておくとは思えないほどの美人だからな。視界に入れば手を出そうとするかもしれない。このこともローザに伝えておくか。




無能との評判であれば、常人では考えられない行動もするから油断できない。



「ラルスさんも気をつけてくださいね」


そう言い終わってからソフィーが離れる。




ちょっとした内緒話はこれで終わりだ。



「ご注文はどうします？」


店員と客の関係に戻ると、ソフィーがやや他人行儀っぽい感じで注文を聞いてきた。



「それじゃ、エールとスープ、パンをお願いしたい」


それに対して俺も同じような感じで返す。





親しいところを見せ続けてしまうと、モテない冒険者どもが妬んでくるからな。手遅れな気もするが、一応気を使ってやろうと思う優しさぐらいは残っている。










数日後、自宅とは比べ物にならないほど大きく豪華な部屋で目が覚めた。






ベッドも固い木の上に藁を敷いたものではなく、何が入っているのかわからないが、柔らかくフカフカだ。体がこれに慣れてしまったら、家に帰ったときに苦労するのは間違いない。




ベッドからおりていつもの服に着替えると、腰にポーチをつけて必需品を詰め込んでいく。すぐ動けるよう、最低限の装備を身につけた。




メイドが運んできた食事を胃に収めてから中庭で木剣を振るう。肌に汗がうっすらと浮かび上がり、体が温まってきた。体のキレがよくなったので、これから本格的に訓練をしよう。そう思ったタイミングで声をかけられる。



「話がある」


視線を木剣から離すとゼルマが立っていた。




後ろにはレギーナが控えていて周囲を警戒している。




朝から護衛とはご苦労なことだ。




俺は木剣を持ったまま直立して姿勢を正す。



「ご用でしょうか？」

「本日の午後、モーリッツがやってくるので、早速だが護衛を開始してもらう。期間はヤツが帰るまでだ」

「意外と早い到着ですね」

「私を追い出したくて仕方がないのだろう。昔から我慢ができない男だったからな」


ゼルマは獰猛どうもうな笑みを浮かべている。




二人の関係を知っているレギーナは苦笑いをしていた。





我慢ができないのはお前も同じだろという突っ込みをしたくなるが、その言葉は飲み込んだ。





「問題は裏で誰が操っているかだ。次期当主で私の兄でもあるルーイトポルトであればよいのだが、他の貴族が絡んでいたら多少面倒なことになる」


身内騒動で終わらない可能性もあるのか。そうすると話は大きくなるし、エルラー家で争っている暇はなくなる。身内で争っていたら、外から襲われて共倒れしました。なんて、シャレにならない。



「モーリッツは単独で動ける男ではない。必ず誰かにそそのかされているはず。そいつらを調べるチャンスだと割り切ろう。そろそろ攻める準備を始めてもよい頃合いだしな」


教会、ダンジョンマスターといった火種を抱えているのに、さらに貴族同士の争いが始まったら、ヤンは大変なことになるぞ……。







中庭での会話が終わると部屋に戻って汗を拭き、装備を整えてからゼルマの執務室に入る。しばらくはレギーナと一緒に仕事を見学していたら、外が騒がしくなってきた。




窓から外の様子をうかがうと、馬車が二台、正面の玄関に止まっていた。そのうちの一つは豪華で、羽ばたいているドラゴン絵——家紋がでかでかと描かれている。




ゼルマが身に着けている防具についている家紋と同じだ。ついに、モーリッツがやってきたのだろう。



「予定より早いようですが、来ましたね」


レギーナが声を発すると同時にノック音がした。ゼルマが許可を出すとメイドが入室する。



「モーリッツ様がご到着しました。客間にご案内します」

「ヤツには、すぐに行くと伝えろ」

「承知しました」


深々と頭を下げたメイドが退出する。ゼルマは立ち上がると俺たちを見た。



「戦いの始まりだ」


腹違いとはいえ一緒に育ってきた兄妹なのに、争い合うのが当然だという態度だ。貴族は圧倒的な武力で平民を従えているが、貴族同士も似たようなものなのだろう。どこに行っても争いばかりだ。



「行くぞ」


到着の報告からしばらくの間を置いて、ゼルマが部屋を出た。俺たちもその後を追う。




客間の入り口まで来ると、外で先ほどのメイドが待機していた。



「ゼルマ様がご到着しました」


彼女がドアを開けてくれたので、先ずは俺とレギーナが中に入る。




部屋の中心に設置されたソファーには、若い男性が座っていた。豪華な衣装をつけているし、彼がモーリッツなのだろう。くすんだ銀髪をしていて、ニヤニヤと薄ら笑いをしている。全体的に体の線は細く見えるが、油断してはならない。体内の魔力も十分。さすが貴族といったところか。平民では絶対に勝てる相手ではない。




その後ろに男の護衛が二人いる。装備と身なりが良いので、平民ではないのは確実だ。こいつらも、魔力を持っている。エルラー家が抱えている騎士といった立ち位置だろう。



「モーリッツお兄様、お久しぶりです。ずいぶんと早く来られたようですが、何かトラブルでも？」


口調だけではなく、声色さえ違う。




ゼルマが声を発したのだと気づくのに数秒必要だった。




獰猛な笑みはなくなり、淑女っぽさがでている。女とは全員女優なのだ。詩人が歌っていた歌詞を思い出すほどには素晴らしい演技であり、そのらしくない態度に思わず笑いだしそうになってしまう。




ここで笑ったら絶対に切り殺される。




耐えろ、耐えるんだ！



「少しでも早く、ヤンの状態をこの目で見ておきたくてね。悪いけど予定を前倒しさせてもらったよ」

「先触れで教えていただければ、もう少し凝った歓迎もできましたのに。残念です」


お前が早く来たせいで歓迎の準備ができなかった。文句を言うなといった意味を含んでいる。




ちょっとした、貴族様らしい嫌みだな。



「いやいや田舎村だと考えれば、これでも十分さ」


モーリッツはゼルマの嫌みを受け流すと、いやらしそうな目をしながら、視線をレギーナに移した。



「後ろにいるのはレギーナ卿か。相変わらずゼルマとべったりだね」

「彼女にはいつも助けられていますから」


視線が横に移動して俺と目が合う。




品定めされるような感覚だ。



「もう一人の男のほうは……誰だい？」

「元冒険者で勇者候補だったラルスです。現在は、私の部下として働いてもらっています」

「へぇ、こいつが報告にあった男か……普通だね。こんなのがタイプだったとは驚きだよ」

「私は実力主義ですから見た目は関係ありません」


挨拶が終わったと思ったら、マウントの取り合いが始まった。




話題の中心が俺なので非常に居心地が悪い。



「実力主義ねぇ。強そうには見えないけど？」

「今は抑えてもらっているだけです。中庭が訓練場になっているので、彼らで試してみますか？」


モーリッツと同時に、後ろの騎士にもケンカを売るなんて器用だな。




ゼルマは俺に目配せをする。




実力を示せってことだろう。




魔力で身体能力を強化しながら少しだけ殺気を出すと、モーリッツの表情が硬くなった。



「……時間が惜しいから、腕試しよりも話をしようじゃないか」


怖じ気づいてくれてよかった。負けないとはいえ、無駄な争いはしたくないからな。



「ヤンの開発は進んでいるようだね。安心したよ」

「ええ、おかげさまで順調に進んでいます。周囲の反対を押しのけて今の方法を選びましたから、必ず成果は出します」

「それは良い心がけだ。期待しているよ」


こいつ、成果を出すと言った瞬間、笑いやがった。




何をするかはわからないが、やはり仕掛けてきそうだな。



「それで、ダンジョンのほうはどうだい？」

「下調べは終わったので、明日からダンジョンを開放します」

「…………え？」


俺が警戒心を引き上げた直後に、モーリッツから間抜けな声が漏れた。




顔から汗がにじみ出ている。




ゼルマの受け答えは普通だったと思うが、どこに焦る要素があったんだ？




まさか予想していたよりも、準備が進みすぎているから動揺しているのか？



「そ、そうか。ちょっと急ぎすぎてはいないかね？」


おいおい、もしかして俺の予想は当たっているのかもしれないぞ。




事前に考えたシナリオ通りなら問題なく進められるが、少しでも脱線すると立て直せないのか。視線があちこちに行き、小刻みに体を震わせて落ち着かない。




先ほど俺が圧力をかけたときに引いたのだって、実力差を感じたわけではなく、事前に考えていた話の流れが変わってしまいそうだったからか？　もしそうなら、貴族として生きていけるか心配になるレベルだぞ。



「お父様のご期待に応えるためなら、このぐらいのことは大したことではありません」

「……ゼルマが頑張っていることは、僕からも伝えておこう」


深呼吸をして、ようやく気持ちを立て直したモーリッツが再び質問をする。



「それで、ダンジョンマスターは見つかったのかな？」

「私のラルスがダンジョンで目撃しました。間違いなく、あそこを住処にしています」

「詳細な居場所は特定できそうか？」

「時間さえいただければ、必ず」

　ダンジョンマスターの生態は謎に包まれている。すぐに特定できるはずがない。ゼルマは時間が必要だった。

「なるほど。実に危機感の薄い考え方だね」

「それは、どういう意味でしょうか？」

「言葉通りの意味だよ。知っているかい？　最近、ヤンの周辺都市で人間がアンデッド化する事件が増えているんだ。平民に被害が出ているんだよ。幸いほとんどのアンデッドは街中で発見できたからすぐに処理したけど、これからどうなるかはわからない」

「そんな事件が……」

「田舎に引きこもっていると情報に疎うとくなるね。第三教会騎士団の一部も誘拐されてアンデッド化されたと聞くし、早く解決しないとヤンの開発どころじゃなくなるよ」

「……アンデッド化の事件はダンジョンマスターの仕業だと考えているのですか？」

「僕は違うと思うけど、そう考えている人が多いみたいだね」


確かにダンジョンマスターが外で活動していた形跡はあるが、だからといってアンデッド化事件の全てに関わっていると決めつけるのは早計だ。人間が魔導書を使ってアンデッド化させている場合もある。過去に起こった事件を考えれば、初めに疑うべきは人間で、ダンジョンマスターは後にするべきなのだ。モーリッツはダンジョンマスターを犯人にしたがっている。そんな風に見えた。



「貴族に被害が出てからでは遅いということは、わかるよね？　このままだとダンジョンの管理能力を疑われることになるから、視察とは別に忠告しに来たんだ」


忠告ではなくゼルマを蹴落とすための罠だというのに、憎らしいほど平然とした態度で言い切りやがったな。




確かにこの問題が拡大すれば、ゼルマにとって致命傷になり得るだろう。




ただ一点、気になることがある。




アンデッド化の責任を取るのは、ゼルマだけでは済まないということだ。




今回は、エルラー家の統治に問題があると指摘されてもおかしくはない規模の事件で、最悪なケースを想定すると没落する可能性だってある。そんな問題を他人事のように嬉しそうに話すモーリッツは、本当に何を考えているのかわからない。




無能とは、何も考えていないヤツとは、これほどまでも恐ろしい存在なのか……。



「それはエルラー家としての忠告。その理解でよろしいでしょうか？」

「そう思っていいよ。お父様も心配されているので、適切な対処を期待しているね」


「期待されているのでしたら応えて見せます。早速ですが、アンデッド化した被害者の状況を教えていただけますか？」




俺たちは圧倒的に情報が不足している。手に入れるにしても、すぐは無理だ。知っていそうなモーリッツに頼むしかなかった。




この質問は想定していたのだろう。何も言わず、後ろに立っていた護衛が羊皮紙の束を取り出すと、モーリッツに渡す。




ここで拒むようなことはせず、積極的に協力して表向きは味方だと思わせるように動くか。失点がないので攻めにくいな。



「ここにまとめられているから、後で見ておくといいよ」


羊皮紙をゼルマに渡した。俺からも内容の一部が見える。




被害者の名前と、どこに住んでいるのか、さらにはアンデット化する前に何をしていたのかがまとめられている。他にも関係者の証言なども書いてあるので、最低限の情報は手に入ったと考えてよいだろう。




「ありがとうございます。疑うわけではありませんが、裏付けは取らせていただきます」



「うんうん。慎重なのは、よいことだね」


ゼルマが羊皮紙をテーブルに置くと会話は雑談に変わる。




アンデッド化する事件の話はこれで一旦終了となったようだ。




貴族で流行っている遊びや、モーリッツの自慢話、さらにはヤンで見かけた綺麗な女性や農民に夜の相手をさせた話に移っていく。




一仕事を終えて緊張から解放されたのはわかるが、リラックスしすぎだろ。よりにもよって、ゼルマに冒険者と同じレベルの下品な話をするなんて、こいつは何を考えているんだ？




いや、考えていないからそんな無謀なことができるんだな。




さっきから笑っているように見えるが、ゼルマは内心で切れているぞ。




ドラゴンの尾を踏んでいることに気づいてない。なんて幸せなヤツだ。



「そういえば、ルーイトポルト兄様はお元気ですか？」

「心配せずとも病気やケガをすることなく、当主のヴァルター様の元で勉強をしているよ」

「お兄様のことですから体を動かしたいって、わがままを言っていそうですね」

「最近はそうでもないさ。領地内で頻発しているアンデッド化の事件で頭を悩ませていてね、屋敷を抜け出す暇もないって僕にグチを言ってたよ」


やはりエルラー家もアンデッド化の対処に追われて大変な状態になっているみたいだ。そこまで知っていて、なんでモーリッツはエルラー家の危機を他人事のように語っているのだろう。



「グチ、ですか」

「やっぱり驚くよね」

「そうですね。ルーイトポルト兄様がグチを言っている姿なんて、妹の私には想像できません」

「僕も話を聞いたときは同じような気持ちだったよ。過労で倒れる前にアンデッド化の問題は解決してくれよ」

「もちろんです。兄様を助けるためにも、すぐに動きたいと思います」

「そうなることを期待しているよ」


無理難題を押しつけてさらに煽あおって満足したのか、モーリッツは村を見て回るよといって、立ち去ってしまった。




あいつが暴れ回らないか気になるところだが、レギーナを案内につけるという提案も断られているので、直接の監視は難しい。




それにだ、今は目の前の危機——全身から殺気を出しているゼルマの相手を優先する必要があった。



「出て行ったか」


低く怒りを抑えるような声を出しながら、ゼルマはゆっくりと立ち上がった。




短い付き合いだがわかる。これはマジギレというやつだ。




反転して俺とレギーナのほうを向いた。



「聞いたか？　アンデッド化の原因が、すべてダンジョンマスターにあるだと！　冗談だとしても笑えないッ！！」

　ゼルマの意見に同意だ。


ダンジョンマスターは、出会ったときに〝失った二体は、ここで補充するか〟と言っていた。その二体とは、デカいアンデッドナイトとクリストを処分してくれたレイスの上位種のことだろう。




雑魚ではなくダンジョンを防衛できる仲間を補充するために、外で魔物や人を殺してアンデッド化させている。ここまでは間違いない。




第三教会騎士団やエヴァをアンデッド化させたのはダンジョンマスターもしくはその配下だろうが、戦力として期待できない平民にまで手を出すとは考えにくく、さらにアンデッド化させただけで街に放置するなどありえない。



「それにだな、エルラー家全体の問題だって気づいてないのが一番腹が立つ！！　後ろにいた護衛の騎士は案山子か？　主人がアホなら、忠言の一つや二つあってもいいだろうにッ！」


モーリッツ本人の危機感が欠如しているだけでなく、助言をするような人材もいないとは悲しいな。




溜め込んでいた言葉を一気に吐き出したゼルマは、呼吸を整え気持ちを落ち着かせる。




すぐに効果は出たようで、先ほどまで感じていた荒々しい雰囲気は消えていた。



「ラルス、アンデッドの発生条件は知っているか？」

「恨みや執着、後悔といった強い感情や未練を持ったまま死ぬか、ヴァンパイアに噛みつかれて眷属にされる。あとは暗黒魔法や魔導書の力であれば、人間を無理矢理アンデッド化させられます」


付け加えるとアンデッド化させる魔法は禁忌とされていて、邪教団に入らない限り覚える方法はない。それに使ってしまえば、教会の中で最も恐ろしいと言われている異端審問官に追われることになる。ヤツらはアンデッドに与する人間を絶対に赦さない集団で、地の果てまで追ってくるだろう。



「一般的には、それで間違いないのだが、実はもう一つある」

「もう一つ、ですか？」

「そうだ。あまり知られていないのだが、この世にはアンデッド化ポーションというのがあって、一定量を飲んでしまうと生者がアンデッド化する薬品が存在するのだ」


生者をそのままアンデッドにさせる。それは、あまりにも恐ろしく世の常識を揺るがす話だった。



「もしかして平民がアンデッド化している事件は、そのポーションが使われていると考えておられるのですか？」

「あぁ、そうだ。羊皮紙を見てみろ。被害者は全員、アンデッド化する前に食べ物か飲み物を口に入れていたようだ」


ゼルマに渡してもらった羊皮紙を受け取り、レギーナと一緒に見る。




酒場での食事や出店で買ったジュースを口にしてから少しして、アンデッドになっているようだった。



「アンデッド化ポーションのレシピは秘匿されているが、遺失したわけではない。高位の貴族であれば手に入れられるだろう。特殊な素材ばかりを使うので、その辺りを調べれば裏に誰がいるかはわかる。大至急、調査が必要だな」

　モーリッツを全面的に信じるわけにはいかないので、情報の正誤を確認する時間が必要だ。


もし飲食していた事実が正しいのであれば、アンデッド化ポーションが使われている可能性は高まるだろう。



「それとは別に気になることがある。アンデッド化事件の犯人をダンジョンマスターにしたいと思っているヤツがいることだ。今回に限ってはエルラー家にメリットはなく、他の貴族が裏で噂を流しているのは間違いない」

「派閥争い、ということですね」

「そうだ。領地に二つもダンジョンを運営する街ができれば、王家に納める税金は莫大なものになる。それこそ、爵位が上がるほどには貢献できるだろうな」


ダンジョン都市クルトと同レベルの儲けが出るのであれば、資金力にものを言わせて爵位を上げることもできる……のか？




農民出身の俺にはよくわからないが、ゼルマが言うのであれば、でたらめな話ではないのだろう。



「それを気に入らない貴族がいると」

「ついでに領地の一部を奪い取ろうと考えているかもしれん」


貴族にとってダンジョンの運営は、それほど魅力的ということなのだろう。



「どこの誰だかは分からんが、この私にケンカを売ったのだ。高く買ってやらんとな」


好戦的な笑みを浮かべたゼルマを見て、貴族同士の争い、その前哨戦に巻き込まれたのだと実感したのだった。



「さて、今日はやることが多いぞ。レギーナはヤンを巡回してくれ」

「モーリッツ様の監視ですね」

「そうだ。あの無能が暴れそうだったら止めていい。責任は私が持つ」

「承知しました。ゼルマ様が治めるヤンには手出しさせません」

「期待しているぞ」


命令を受けたレギーナは、すぐに部屋を出ていった。




ヤンの巡回だけであれば俺のほうが適任なんだが、相手がモーリッツだと平民より騎士であるレギーナのほうが対処しやすい。問題が起こったときの抑えとしては適任といえるわけだ。



「私は、これから冒険者ギルドに行く。ラルスは護衛としてついてこい」

「お供します」

　従順な部下のように返事をしてから、俺たちは屋敷を出て馬車に乗り込んだ。行き先を告げると、御者は小さくうなずいてから手綱を上下に動かし、馬を歩かせる。


ガラガラと音を立てて、整備されつつあるヤンの街道を進む。小さい窓から外の景色を見ているが、特に怪しい人物は見かけない。魔力反応もなく、平和そのものだ。




何事もなく冒険者ギルドにつくと、俺が先に降りて周囲を警戒する。近寄ってきた冒険者どもを追い払ってからドアを開けると、ゼルマが馬車から出て無言のまま建物の中に入った。




冒険者ギルドはすでに営業を開始しており、人数は少ないが受付嬢もいる。そのうちの一人が、ゼルマの姿を見つけるとすぐに立ち上がり駆け寄ってきた。




「ほ、本日はどのようなご用件でしょうか？」




ヤンの支配者が突然来訪したので、お叱りを受けると思ったのだろう。





かわいそうなほど緊張していた。





「急ぎの用件がある。ロイに会わせてくれ」


「承知いたしました。ギルド長室へご案内いたします」




受付嬢が後ろを振り返って目配せすると、同僚と思われる女性が階段を駆け上がっていった。




ロイにゼルマが来たことを伝えに行ったのだろう。




少し遅れて、俺たちも二階に移動してロイの執務室に到着する。案内をしてくれた受付嬢がノックをした。



「ゼルマ様が到着しました」

「通してくれ」


返事を聞いてからドアが開かれる。俺、ゼルマの順番で部屋に入ると同時に、ロイが立ち上がって歓迎した。



「ご足労ありがとうございます。急ぎのご用件があると？」

「あぁ、そうだ。すぐにでも話したいから、茶は不要だ」

「……なるほど」


言葉に含まれている意図を察したロイは、視線をドア付近で待機していた受付嬢に移す。



「エレーザくん。案内お疲れ様でした。受付に戻っていいですよ」


退室の許可が出て緊張から解放されたのか、エレーザは安堵した顔をしてからドアを閉めると、ドタドタと大きな足音を立てて逃げ出してしまった。



「これで関係者だけになりました。どうぞお座りください」


ゼルマとロイが向かい合うような形でソファーに座り、俺は立ったまま窓の外を警戒する。



「さっそくだが、明日から冒険者にダンジョンを探索させてほしい」


モーリッツには開放予定だと言い切っていたが、実は何も決まっていなかったのか。すでに話が済んでいたと思い込んでいたので驚いてしまった。




お願いにも聞こえるような言い方だが、実質命令だ。




ロイが拒否するのは難しいだろう。



「できますが……本音としてはもう一回か二回は調査をしたいと思っていました」

「その気持ちはわかるが、今回はムリだ。時間の余裕がない」

「理由をお聞きしても？」

「詳しいことは話せないが、すぐに開放しないと、お前も私もヤンから追い出される可能性がある」

「それは……」


トップがゼルマから他に変われば、新任者は自分の息がかかった人物を側に置きたいと思うだろう。重要人物の入れ替えが発生するのだ。当然、その中に冒険者ギルドも含まれている。




ロイとしては、この話についてもっと深く聞きたいところだろうが、相手は貴族だ。一回質問をして答えなかったのであれば、言いたくはないのだと割り切って引き下がるしかない。




調査が進んでないので、今ダンジョンを開放したら冒険者の死亡率は高まりそうだが、ギルド長の立場と天秤にかけたらどっちを優先するかは明白だ。



「本日告知をして、本格的な探索は明日という形にします。よろしいですか？」


そうなるだろうな。末端の冒険者が危険にさらされることを無視してでも自身の立場を守る。そちらの方が大事なのは、間違いない。



「それでいい」

「それでは、すぐに手配しましょう」

　こうして、短い会話で多くの命を左右する意思決定がなされたのだった。





冒険者ギルドを出た俺たちは再び馬車に乗り込むと、今度は完成したばかりの教会に向かっている。



「ダンジョン内で冒険者同士が争うのは問題ない。勝手に殺し合えばいいだけなのだが、教会騎士と冒険者が揉めるのは避けたい」


ゼルマが教会に向かう理由を説明してくれた。




普通のダンジョンなら教会関係者が中に入って魔物を狩ることはないが、ここはアンデッドが跋扈ばっこするダンジョンだ。アルマを筆頭に、教会騎士たちは積極的にダンジョンに入って戦う。





教会関係者は冒険者内にある暗黙の了解など知らないので、ほぼ間違いなく獲物の取り合いに発展する。一回や二回程度なら冒険者も我慢するだろうが、ずっと続けば生活が成り立たない。争い合うか、もしくはヤンから離れていくことになる。






現地で金を稼ぎ、消費する冒険者がいなくなれば、ヤンの成長は止まるどころか衰退する可能性もあるので、ゼルマとしては避けたい未来のはずだ。



「そうですね。すると教会には、注意とルールの徹底をお願いすることになりますか？」

「察しがよいな。その通りだ。今回は私が直々に話そう。冒険者ギルドが定めたルールを破れば、教皇にまで苦情を出すと言えば、多少大人しくなるだろう」


教皇に密告するという脅しは効きそうだな。あのアルマでも組織には所属しているのだ。無視はできないだろう。



「私もそう願っています」


俺が返事すると会話が止まった。しばらくは無言が続く。雑談をするような関係でもないし、護衛の仕事もあるので外を眺めることにする。




結局、一言も話すことなく教会の前について馬車が止まった。




冒険者ギルドの時のように俺が先に降りて、周囲の安全を確認してからゼルマが続く。



「騒動を起こしたばかりのお前がいると、話がまとまらないかもしれない。ここで待機していろ」


もし教会で俺とアルマが鉢合わせしたら、トラブルになるのは間違いないので、ゼルマの言う通りだ。とはいえ一応、俺は護衛役としてついてきている。安全について確認は取っておくか。



「大丈夫ですか？」

「教会で襲撃するようなヤツはいない。仮にあったとしても、数人程度なら斬り捨ててやる。それ以上なら、さすがに外にいても気づくだろ？」

「そうですね……では、騒動があれば駆けつけることにします」

「あぁ、そうしてくれ」


俺の肩に手を置いてから離れたゼルマは、一人で教会の中に入ってしまった。




貴族様が礼拝に来たとなれば、最低でも挨拶のために司祭クラスが近寄ってくる。そのときに要件を言えばいいだけ。トラブルなど起きようはないか。






◇　◇　◇





ゼルマは、教会に入ると貴人用の祭壇で膝をついて祈りを捧げていた。




助けてもくれない神など信じていないが、これで教会と良好な関係が築けるなら何回だって祈ってやる。そんなことを考えながら立ち上がると、後ろには司祭のゴートがいた。




こいつは教皇が推薦した男で、戦闘しかできないアルマの代わりにヤンの教会をとりまとめる人物だ。ヤンの教会内では、トップといっても過言ではない。




笑みを浮かべているゴートだが、目の奥は欲望で濁っている。




何を求めているのか私にはわかる。これも仕事の一つだと言い聞かせて、金貨が入った袋を渡す。ゴートは、その行為が当然とばかりの顔をしながら受け取った。




これだから教皇派は嫌いだ。義務を忘れ、特権があることを当たり前だと思い込むことが、人間として腐っていく一歩目だと気づけていない。愚か者の集団だ。心どころか魂まで腐り果てようとしているのに、よく聖職者を名乗れるな。



「ゼルマ様の変わらぬ信仰心に、創造神も喜んでおられますよ」


何が創造神だ。喜んでいるのはお前だけだろッ！




どうせ渡した金の半分しか教会には納めず、残りは懐に入れるつもりなのは知っているぞ。



「ありがとうございます。全ては創造神様と教会のおかげです」

「よい心がけですね。これからも、厚い信仰心が続くことを期待しておりますよ」

「はい。お任せください。それと、教会の方々に伝言をお願いできないでしょうか」


ゴートの空いている手に、金貨数枚を置いた。




金貨はこれからのお願いに対しての依頼金だ。




喜べ、これでお前が狙っている奴隷が買えるな。




見返りはそれなりに期待しているぞ。



「貴方の様な敬虔な信徒の伝言であれば、喜んで引き受けましょう」

「それでは、アルマ様や教会騎士に、ヤンのダンジョンを探索するのであれば、冒険者ギルドのルールを守ってくださいと、伝えてもらえないでしょうか？　もしルールを破ったことが発覚したら、教皇様にお願いしなければいけません。お忙しい方ですし、必ずお伝えください」

「なるほど……教皇様を煩わずらわせるのはよくありませんね。必ずお伝えして、守らせましょう」


高い金を払っているんだ。必ず達成しろ。




アルマが問題を起こすようなら、お前の首を切断してやる。



「ですがね……」

「なんでしょう？」

「アルマ様もお忙しい方だ。一度お伝えしただけでは、忘れてしまうかもしれません。こういったことは、何度も言わないと効果がないのです」


コイツ！　この私に、継続的に金を納めろと言っているのか！？




強欲で愚かで哀れな司祭は、一線を越えた。時期が来たら排除してやろう。



「それでは、ルールをまとめた書状を毎月お渡しします。皆様がしっかりと覚えられるように、ゴート様から渡してもらえないでしょうか」

「それが、よろしいでしょう」


気色悪い笑顔をしやがって！




この場で斬り捨てたい衝動を抑えながら、演じきった自分を褒めてやりたい。




一礼をしてからすぐに教会を出る。




腐臭が漂っていそうな司祭と話したことで、苛立って仕方がない。今すぐにでもモーリッツを叩きのめしたい気分だが、向こうが動くまでは手は出せない。



　ため息とともに怒りを吐き出しながら歩き、馬車にまで近づくと、何も言わなくともラルスは馬車のドアを開けた。


忠実に動く部下は素晴らしい。




ソフィーさえ生かしておけば、安全で使い勝手のよい優秀な駒だ。多少のヤンチャは見逃してやる。




田舎でひっそりと暮らしたいようだが、この私が許すはずがない。




誰にも渡すつもりはないからな。




親しみを込めて笑顔を向けると、ラルスが引きつった顔になった。




…………失礼なヤツだな。




そう思いながら、馬車のステップに足をかけたところで、遠くから爆発音が聞こえたのだった。






◇　◇　◇





爆発音がしたのは親父が経営している宿があるほうだ。




まさか、ソフィーに何かあったのか！？




すぐにでも助けに行きたいが、護衛の俺は勝手に判断できない。ステップに足をかけたまま動きを止めているゼルマの指示をもらうべく、視線を送る。



「ヤンの治安を乱そうとしている不届き者がいるみたいだな。ラルスは御者の隣に座れ。行くぞ」


ゼルマが乗り込んだのを確認すると、ドアを閉めて御者台に飛び乗った。



「出してくれ」


貴族に仕えているだけであって、御者は優秀だ。




余計なことは聞かずに手綱を動かし、馬のいななきとともに出発する。




道を走るとすぐに土煙が上がっているのが見えた。まだ距離はあるが、魔力で視力を強化すれば詳細はすぐにわかる。




まず視界に入ったのはモーリッツと護衛の二人。対峙するように立っているのは、レギーナだ。後ろには倒れているガンダルがいて、隣には顔が白くなって震えている若い女性が地面に座っていた。腰が抜けて動けないのだろう。




ソフィーが襲われているわけではないが、モーリッツたちがヤンの住民に手を出したのは間違いない。



「モーリッツ様とレギーナ様が争っているようです。もしかしたら、斬り合いになるかもしれません」


貴族がらみのトラブルだとわかるように報告をする。



「間に入って止めろ。私が行くまで、ムカついても手は出すなよ！」

「承知しました！」


魔力で全身を強化して走行している馬車から飛び降り、地面に着地すると同時に走り出した。




馬車よりも速く進み、レギーナたちに近づく。




モーリッツの護衛たちが魔力を高めると、頭上に火の玉が出現した。




あいつら！　村の中で『ファイヤーボール』を放つつもりかッ！　家が焼けるぞ！！　間に合わないッ。



『ファイヤーボール』は、『魔法障壁』を張ったレギーナに向けて放たれた。


また空気を揺るがす爆発音とともに、熱風が俺のところまでくる。




すぐに土煙が晴れると周囲の様子が見えた。




全員無事だが、魔力を消費しすぎたレギーナの息は荒い。次は防ぎきれないかもしれない。



「もう限界だろう。死なない程度に痛めつけろ！」


モーリッツのクソみたいな命令が聞こえた。




護衛の騎士たちの周囲には『エネルギーボルト』が何本も浮かんでいる。



『ファイヤーボール』で魔力を削ってから、これで四肢を貫いて動けなくさせるつもりか？


ムチャクチャなことばかりしやがって！




そうはさせないッ！




下半身をさらに強化する。踏み込んだ足が地面を削って沈み、体は矢のように飛び出す。




滑り込むようにしてレギーナの前に立つと、俺が使った『魔法障壁』に『エネルギーボルト』が何本も衝突した。



「大丈夫ですか？」

「助かり……ました」


なんとか声を絞り出しながらレギーナが返事をした。




この状態では立っているのがやっとだろう。戦力としては期待できない。ガンダルは顔を何度も殴られていたようで腫れ上がっていた。




腹の底から湧き出てくる怒りを押し殺すために、唇を強く噛みしめる。感情にまかせて暴れてはダメだ。



「もうすぐゼルマ様が来るので、それまで私が時間を稼ぎます」

　レギーナに必要なことを伝えると、頬を引きつらせているモーリッツを睨にらむ。

「モーリッツ様、攻撃した理由を教えてもらえないでしょうか？」

「視察のために歩いていたら、そこの女がぶつかってきた。教育をしようとしたところ邪魔されたのだよ」


高圧的で平民を見下す声を出したのは、モーリッツの護衛をしている男だった。



「当然の権利を使ったまでだ。問題あるかね？」


貴族が持つ特権の一つに、貴族の権威を傷つけようとした平民には、体罰を加えてよいというものがある。




権威を傷つける行為はある程度明文化されていて、平民が貴族にぶつかるというケースも場合によっては該当する。




邪魔をした者も同罪として扱えるので、もしこいつの話が本当であれば、俺たちは引かなければいけないのだが……。



「レギーナ様、今の話は本当なのでしょうか？」


俺の問いに首を横に振った。




そうだろうな。貴族の特権については子供だって知っていることだ。お忍びならいざ知らず、モーリッツのように堂々と貴族だとわかる服や態度をしているのに、近づくようなバカな平民はいない。




「モーリッツ様を護衛しているユルゲン卿が、いきなり女性の腕を掴み、嫌がるのを無視して屋敷に連れ込もうとしました。そこに倒れている彼が仲裁しようとして、一方的に殴られ、今に至っています。この私、レギーナが今の話は真実だと保証しましょう」




気に入った女が歩いていたから連れ帰ろうとする。よくあることだが、許せる話ではない。



「それはレギーナ卿の見間違いである。先にぶつかってきたから、屋敷でじっくり教育しようとしただけだ」


モーリッツの護衛——ユルゲンという騎士は認めない。あくまで自分たちのほうが正しいと主張している。



「私はユルゲン卿を支持する。そこの女は屋敷で教育する必要がある。今すぐ渡すがよい」


ユルゲンの言葉をモーリッツが認めた。レギーナのほうが正しいとしても、上位者であるアイツまで同意しているのだから、覆くつがえすのは難しい。




他にも証人がいれば話は変わると思うが、貴族を恐れてこの場には、俺たち以外誰も残っていない。その手は使えなかった。



「このゴミが、無駄に騒ぎやがって」


ユルゲンが倒れているガンダルに向かって言い放った。




職務を立派に全うしたガンダルにその言葉を使うのか。



　ゴミがどっちだか教えてやろうか？


感情の高ぶりに呼応するようにして、体内の魔力が練られていく。俺の雰囲気が変わったのを察したモーリッツは気圧されたようで、一歩、二歩と後ずさった。



「お、お前たち、何をしている。あいつを攻撃するのだ！」


震えた声で命令をするが、ユルゲンともう一人の騎士の反応は鈍い。



「ぐっ……」



殺気の混じった魔力を放ったことで、護衛は金縛りに遭ったように動けないのだ。実力差がないと動きを完全に止めるのは難しいのだが、どうやら二人ともたいして鍛えてないようだ。






努力を怠り、他人を道具として扱い、自分だけ安全だと思い込んでいる。




そんな奴らがいるから、俺やソフィーは穏やかな日々が送れないんだ。




剣の柄に手を当ててすぐにでも抜ける体勢をとる。




もちろんハッタリだ。心底腹は立つが、攻撃をするつもりはない。俺はあと少し、この状態を続ければよい。




睨み合いを続けていると、ようやく本命が到着してくれたので、放っていた魔力を抑える。



「私が治めるヤンで何をしているッ！」


ゼルマが馬車から降りると、ユルゲンが舌打ちをした。




時間稼ぎはできたので俺の仕事は終わり。ガンダルを侮辱した怒りはまだ残っているが、後ろに下がって、この場を譲ることにした。



「モーリッツ兄様」

「な、なんだね？」

「私の部下に手を出すなんて、護衛の躾けができていないようですね」


話しながらも歩みは止めない。髪がふわりと浮かぶほどの魔力を発しながら、モーリッツに近づく。




思わず呼吸を忘れてしまうほどの威圧感だ。この場の主導権を握っているのはゼルマで、それは誰の目から見ても明らかだった。



「うるさいッ！　無礼な平民を教育する邪魔をしたんだから、当然だろ！」


顔に汗をかきながら必死な形相で言い訳をしている。先ほどまでの強気な態度はなく、怯える子羊のようで、半分でも同じ血を引いているとは思えないほど醜い。



「彼女はどのような無礼を働いたので？」

「私にぶつかって、侮辱的な言葉を放ったんだ！　それをユルゲンが止めたのだ！」


さっきと話が変わっているぞ。自分の正当性を伝えたいがために、証言を変えやがった！




元々アイツの言葉は信じていなかったが、やはり嘘をついている。




貴族としても、そして男としてもクズという評価が適切だ。




無能すぎて笑い出してしまいそうだった。



「それは違います！　モーリッツ様が連れ去ろうとしたのです！」


嘘の証言に対してレギーナが抗議をした。




とはいえ、モーリッツが認めるはずはない。



「黙れ！　私の言葉を否定するつもりか！」

　唾つばを飛ばしながら怒鳴りつけた。


言い合いに発展しそうだったので、ゼルマは立ち止まると、手を軽く上げて二人を止める。



「なるほど。意見が食い違っているようですね。ここは、私が調査しましょう。モーリッツ兄様の言葉が正しければ、今回の騒動は不問とします。そこの平民を教育するのもよいでしょう。ただし、レギーナのほうが正しかった場合、私が治めているヤンの住民を無意味に傷つけたことになります」


ゼルマはゆっくりとだが再び歩き出す。




護衛が動き出そうとしたが、睨まれると硬直してしまった。誰にも止められることはなく、ついにモーリッツの前に立つ。顔を近づけると小声でしゃべった。




声は聞こえなかったが、口の動きで何を言ったのかわかる。







嘘だったら、お前を潰すからな。







脅されたモーリッツは、血の気が引いて顔が真っ青だ。足がブルブルと震えていて、もしかしたら漏らしているかもしれない。



「とはいえ、今は調査する時間が惜しいです。ここは私の顔に免じて、なかったことにしてもらえませんか？」


追い詰められたモーリッツは、逃げ道に飛び込むしかなかった。




無言で何度も首を縦に振る。



「流石、お優しいお兄様。感謝します」

「ハハハ、か、可愛い妹の願いだからな」


かなり強引だが、これで今回の揉めごとは終わりとなる。ユルゲンとレギーナのどっちが本当のことを言っているのか、そんなことは二人にとって関係はなかった。



「長旅で疲れていると思いますので、数日は屋敷でゆっくりと休んでください。丁度、私が乗ってきた馬車があるので、一緒に戻りましょう」


大人しくさせるために軟禁するのか。




よい口実ができたと内心は喜んでいるんだろうな。




モーリッツには、この提案を拒否する気力は残っていなかった。



「ラルス！　ご案内しろ！」


ヤツに近づくのは心底嫌だが、ご命令であれば仕方がない。モーリッツを馬車に案内する。歩いている途中でガンダルの姿を見ると、ソフィーが『ヒール』の魔法を使うところだった。後ろにはローザが立っていて、周囲を警戒している。護衛の仕事をちゃんとしているようで安心した。ソフィーがすぐに助けなかったのは、巻き込まれるのを心配してローザが止めていたからだろう。




治療が行われている近くでは、ゼルマがレギーナと話していた。




親しげに会話をしているが、ケガの確認でもしているのだろうか？　被害者である女性やガンダルに声をかけないのは、身分差によるものだ。



「こちらです」


ドアを開けてモーリッツを馬車に案内した。




護衛もその後に続こうとしたので止めた。



「四人までしか入れないので、護衛の方は歩いて帰ってください」


俺が入らなければ全員乗れるのだが、そうするとゼルマの護衛がいなくなってしまう。一人だけを乗せるという考えもあるのだが、レギーナを攻撃したような男を狭い空間に入れるのは、護衛として許可はできない。




安全面を考えれば当然の要望ではあるのだが、どうやら二人は違ったようだ。



「ふざけるな！　この私に歩いて帰れだと！？」

「モーリッツ様の安全は誰が保証するのだッ！」


小さくため息をはいてから、二人を見る。



「ここまで歩いて来たのですから、馬車に乗る必要はないですよね。レギーナ様が案内をするので、子供でも帰れますよ。それと安全面の心配をされているようですが、ヤンの中であれば私一人で十分です。それとも、ゼルマ様が選んだ護衛が信用できないとでも言いたいのでしょうか？」


全身の魔力を高めて威圧をする。




これを跳ね返すぐらいの胆力、実力があれば反論の一つでもできるだろうが、飲み込まれてしまって身動きがとれないでいる。まだ、実力差があっても仕事を全うしようとしたガンダルのほうが護衛に向いている。お前たちはそれ以下だ。



「それとも、モーリッツ様のご家族であるゼルマ様のことを疑っているのですか？」


この一言で、完全に口を閉ざした。




騎士で護衛でしかないヤツが、公の場でゼルマを疑っていると言えない。そんな態度を見せてしまえば、罰せられる可能性すらあるのだ。




この質問に答えられるのはモーリッツしかいないが、まだ震えは止まっていないようで、関わりたくないとばかりに無視をしていた。



「ラルス、揉めているのか？」


レギーナを連れたゼルマが、こちらにきた。




護衛の二人が慌てながら言い訳をはじめる。



「どうやら全員乗れないようなので、誰が歩いて帰るか話し合っておりました」

「モーリッツ様の安全はゼルマ様にお願いして、私どもは徒歩で後を追わせていただきます！」


二重人格かと感じてしまうほど態度が豹変した。




思わず、騎士として恥ずかしくないのか？　と言いたくなってしまうほどだ。



「それでよい。屋敷までの案内はレギーナに任せる。まっすぐ帰ってくるんだ。寄り道は絶対にするなよ」


興味を失ったゼルマは馬車に入る。




ゼルマとモーリッツだけという、非常に気まずい空間だ。




しばらく放置したい衝動に駆られるが、さすがにそれは遊びすぎだろう。



「それでは私も馬車に乗ります。レギーナ様、後はお任せいたしました」

「ラルスさんもゼルマ様のことをお願いします」


モーリッツという後ろ盾がなくレギーナが監視しているのであれば、これ以上の騒動は起こらないだろう。




最後に俺が乗り込みドアを閉めると、馬車は屋敷に向かって走り出す。






◇　◇　◇





屋敷に強制連行されたモーリッツと護衛の一行は、そのまま客室で軟禁されてしまった。部屋を出られるのは食事かトイレのときだけ。一日を無為に過ごす日々が続いている。




既に軟禁状態が一週間以上続いているので、最近はストレスが溜まっているようにも見える。食事を持ってくるメイドに八つ当たりをしている話も聞いているので、我慢の限界が近いのだろう。



「モーリッツが勝手に暴れてくれたおかげで、だいぶ時間がかせげた」


ゼルマは執務室で羊皮紙にサインをしながら、同室で待機しているレギーナと俺に野性的な笑みを向ける。



「もしかして、暴走するのを狙っているのでしょうか？」

「レギーナ、人聞きが悪いことを言うもんじゃないぞ。平民を守るため、仕方なく部屋に入ってもらっているのだ」


建前はともかく、結果を見れば領民を守っていることになるので、物は言い様だなと思いながら話を聞く。



「まあ、冗談はここまでにしておくか。私は時間が欲しかったんだよ」


話ながら、ゼルマは机の上にある羊皮紙の山から一枚取り出した。



「アンデッド化ポーションに使われる特殊素材の流通について書いてある。いくつもの商店を使って隠しているつもりだろうが、全てとある騎士の家にたどり着く。誰だと思う？」


貴族のことなんてさっぱりわからないぞ。質問に答えられるはずがない。




レギーナと一緒に首を横に振る。



「グレース家だ。当主でもあるユルゲンはモーリッツの専属護衛を担当していて、二人とも昔から仲がよい。長い間、忠誠を誓っていることもあり、かなり信頼しているようだ」


へー。あの護衛は、そんな昔からモーリッツと一緒にいたのか。




もしかしたら二人は幼馴染み、といった関係なのかもしれないな。



「最近になって敵対派閥に所属しているハリー子爵の関係者が、頻繁に出入りしているようだ。そんな騎士がヤンにきてモーリッツの護衛をしている。この意味がわかるか？」

「ハリー子爵の上にはバイエン公爵家がいます。彼らが仕掛けてきているということですね」


ゼルマはレギーナの答えに満足げにうなずく。



「付け加えるなら、グレース家は財政の苦しい状況が続いていたが、最近は羽振りがいいみたいだな」

「まさか、ユルゲン様が裏切っていると？」

「そうだ。モーリッツには敵対派閥との接触は確認できなかった。知らずに操られているだけで、裏切っているのはユルゲン・グレースで確定だ」


レギーナは泣きそうな顔をしていた。




それを見たゼルマは苦々しい顔をする。



「そういえば、レギーナはあそこの先代に剣術を教わっていた時期があったな」

「はい。真面目な方で、引退した後だというのによくしていただき、剣だけではなく騎士としての心構えも教えてもらいました」

「そうか……だが、今回はエルラー家の総力をもって調べ上げた。あそこの家が裏切っているのは確実だ。今もモーリッツの護衛をしているユルゲン・グレースはクズだ。先代であっても任命責任は逃れられないだろう」


そこまで言い切られてしまうと、レギーナは反論できなかった。




剣を教わったのは先代で、バイエン公爵と関わっていない可能性も高いが、今回は家全体の問題なので無罪とはならない。何らかの処分は下るはずだ。




敵対している勢力の大枠は見えてきた。モーリッツを裏で操っているのは騎士ユルゲン、さらにその後ろにはハリー子爵と連なっており、最後にはバイエン公爵が構えている。




そいつらが手を組んで、アンデッドを人工的に発生させ、その責任をゼルマとエルラー家に取らせようとしているのだ。




モーリッツは犯人に踊らされているだけで無関係、いや被害者に近い立ち位置だった。



「さてこれからだが、当主からお達しがあり、エルラー家だけで解決することに決まった」

「派閥の力は借りないということでしょうか？」

「そうだ」


俺の疑問にゼルマが同意した。



「他家の力を借りれば、見返りとして利権の一部を渡す必要が出てくるかもしれない。それが例え、わずかなものだとしても譲るつもりはないとの判断だ。ギリギリまで単独で動くことになる」


ダンジョンから得られる利権が、一部でも取られてしまえば王家への貢献が減ってしまい、結果、爵位を上げるという目的が遠ざかってしまう。これはゼルマだけではなく、エルラー家全体として許せない行為ということだ。



「グレース家の屋敷には、エルラー家当主自らが乗り込んで調査を進めている。我々はユルゲンの動向を注意深く観察し、アンデッド化ポーションを使うようなら取り押さえる」

「モーリッツ様はどうしますか？」

「何も知らずに操られているだけなら見逃す。それ以上だったら、そのとき次第だな」


持っていた羊皮紙を机に投げ捨てると、ゼルマはレギーナを見る。



「喋りすぎて喉がかわいた。久々にレギーナ卿のいれた紅茶が飲みたい」

「わかりました。すぐにお持ちします」


柔らかく返事をしたレギーナは執務室を出て行った。




ゼルマと二人っきりになるなんて、嫌な予感しかない。




俺も一緒に出て行きたいのだが、護衛の仕事を任されているのでそんな勝手なことはできない。ドアが閉まる音が不吉を運んでくるように感じた。



「レギーナ卿には綺麗なままでいてほしい。席を外してもらった」


ほら、きた。




俺を見つめる目は冷たい。




レギーナに秘密にしたいというだけで、どんな話をされるのか、なんとなく想像できてしまった。



「私は汚れてもよいと？」

「ふふふ、お前も可愛いところはあるんだな。そう、すねるな。私と一緒に汚れていこうじゃないか」

「綺麗なままでいたかったんですけどね……」


嫌みを言ってみたが、ゼルマは気にしていない。




むしろ、こういった会話ができるのを楽しんでいるようにも見えた。




悪巧みをするのは俺とゼルマだけ。二人だけの秘密って、驚くほど嬉しくないな。



「もう手遅れだ。諦めろ。で、だ。裏切り者には消えてもらう。無能のほうは、機会があれば程度だな」


裏切り者はユルゲン、無能はモーリッツのことだろう。




これもエルラー家からの命令か？



「モーリッツにアンデッド化ポーションの話をして追い詰め、一緒にダンジョンに入る流れを作る。そこで証拠と一緒にユルゲンには消えてもらう予定だが、人のままでは死なせん。アンデッドになってもらう」


教会やロンダルト王家にバレてしまう前に、ダンジョンで犯人と証拠の両方を消滅させようと考えているみたいだ。アンデッド化ポーションをユルゲンに使わせる理由は、俺への配慮だろうな。




人間ではなく魔物を殺したことにしてくれるらしい。不覚にも約束を守ろうとするゼルマに、ほんの少しだけ好感を持ってしまった。




モーリッツたちには腹が立っているし、否定的な感情はあまりない。



「喜べ。ラルス、お前の得意な仕事だぞ」



何か言い返そうかと口を開いたが、レギーナが戻ってきたので会話は終わってしまう。






他人の生死を話していたと思えないほど、穏やかな雰囲気に戻ったゼルマは、紅茶を楽しみながらレギーナと談笑をしていた。







たっぷりと時間をかけて紅茶を飲み干したゼルマは、羊皮紙の束を持つとモーリッツを軟禁している部屋に入っていた。




俺とレギーナは邪魔者を通さないようにと、ドアの前に立っている。




最初は静かだったが、会話が盛り上がってきたようで徐々に中の声が聞こえてきた。



「————知らない！」

「証拠——————。エルラー家を裏————お前も知って————」


拾い上げた単語からして、グレース家がアンデッド化ポーションの素材や他派閥とのつながりがあることを伝えているのだろう。





裏でモーリッツが指示をしたと、存在しない責任を追及されているといったところか？






急に裏切り者だと断定されて激しく動揺していそうだな。



「助け————ユルゲン————切り——————破滅——————」


先ほどから聞こえてくる言葉は、物騒なものばかりだ。




モーリッツは出会ったときのような他人を見下す声ではなく、ゴブリンに襲われてしまった少女のように震えた声をしていた。泣きそうな顔をしながら追い詰められていることは容易にわかる。




隣にいるレギーナを見れば、複雑そうな顔をしていた。




ユルゲンが当主を務めるグレース家の先代には世話になっていたようだし、思うところがあるのだろう。口に出さないのは、やってしまったことが大きすぎて弁解の余地がないからだ。エルラー家と天秤にかければ、見捨てるしかない。




ユルゲンは周囲に不幸と悲しみを振りまく、救いようのない愚か者だ。



「————を罠に————————ダンジョンで————————」

「————————！！！」

「この————殺されるのと————？」

「——————————————わかりました————許し——」


モーリッツの声を最後に会話は終わったようで、部屋の中は沈黙した。




しばらくすると、ドアが開きゼルマが出てくる。



「話し合いは無事に終わった。ユルゲンは例のポーションを持ってきているそうだ。言い訳できないよう罠にかける。場所はダンジョン、出発は明後日だ」


罠については具体的なことは言わず、命令を出し終わったゼルマはレギーナを見つめる。



「レギーナはこのままモーリッツの監視を頼む。ラルスはついてこい」


ゼルマが執務室に戻ろうとするので、慌てて後を追う。




また二人っきりになってしまった。




執務室に入ると、ゼルマが鋭い目で俺を見る。



「モーリッツは、アンデッド化ポーションを使えば私を追い出せるという言葉を信じて、ユルゲンと共謀していたようだ」

　もしユルゲンの計画が成功したらエルラー家が没落する可能性があるというに、モーリッツは、そこに気づけてなかったのか。

「エルラー家を潰すつもりかッ！　と怒鳴った直後に、今なら助けてやると優しく言ったら、非常に協力的な姿勢を見せてくれたぞ」

　助ける気なんてない癖に、よくもまあ、息を吐くように嘘が言えるな。


絶対にお付き合いしたくないタイプの女性である。



「それで、これからどうするので？」

「予定通りに進める。例のポーションをユルゲンに使って、アンデッドになってもらう。狂って暴れるだろうし、運が良ければモーリッツを殺してくれるかもしれん。ラルスは不審に思われない程度に真面目に戦え。相手はアンデッドなのだから遠慮はいらないぞ」


悪人がするような笑い方をしていた。




これはレギーナに見せないで正解だな。もし一度でもこの姿を目撃してしまったら、ゼルマへの忠誠心が一気に下がるぞ。



「グレース家は取り潰され、ユルゲンが消えてくれれば、アンデッド化の事件は沈静化するだろう」



裏切りが発覚したユルゲンに逃げ場はなさそうだ。綺麗に片付けば、その裏にいる貴族もしばらくは大人しくなる。だが、この計画に一つ懸念があった。





「もし、ダンジョンマスターが出現したら、どうしますか？」

　廃墟となった教会に出現したのだ。俺たちがユルゲンを罠に嵌はめようとしている最中に襲ってくる可能性もある。

「そうなったら捕まえればよい」

　野性的な笑みを浮かべながら、ゼルマは言い切った。


まとめて欲しいものが手に入るチャンスだと思っていそうだな。



　考えを変えてもらうのは難しい。他の方法でユルゲンを速やかに処分できないからだ。こうなったら、邪魔が入る前提で準備を進めるしかないか。


計画された惨劇





二日後。ダンジョン探索用の装備を身に着けると、ゼルマと一緒に屋敷の外に出る。モーリッツとユルゲン、思い返せば名前を聞いていない護衛一人が待っていた。




ユルゲンはモーリッツから「ダンジョンで人間がアンデッド化すれば、ゼルマの破滅は確実だ」と誘惑されているため、回復ポーションの代わりにアンデッド化ポーションを持っているはずだ。



　レギーナはヤンを守るために参加しない。代わりにローザとソフィーがこの場にいる。


もちろん、ダンジョンマスターへの対策として呼んでいるのだ。信用でき、かつ聖魔法が使える人間と言ったら、ソフィーしかいないからな。ローザを呼んだのは護衛だけではなく、範囲魔法を期待してのことだろう。これでダンジョンマスターが現れてもまともに戦える。




そういえばローザには、エヴァがどうなったのか教えていなかった。まあ、全ては終わったことだ。俺から説明する必要はないだろう。



「せっかくヤンに来ていただいたので、モーリッツ兄様にもダンジョンを見学してもらいたいと思います。よろしいですよね？」

「あ、あぁ。案内を頼んだよ」


返事が不自然だぞ。




少しはゼルマを見習って、いつもどおりに振る舞う努力ぐらいはしろよ。



「お任せください」


心温まる兄妹の会話が終わると、ゼルマは全体に号令をかける。



「ラルス！　お前は先頭を歩いて案内しろ！」

「承知しました」

「その後はユルゲン卿、モーリッツ兄様、私、ソフィー、ローザの順。最後尾はブルクハルト卿に任せた！」

「はい！　命に代えてもお守りいたします！」


ユルゲンと一緒に来たもう一人の護衛は、ブルクハルトという名だったのか。最後尾を任せるということは、裏切る可能性は低いのか？




もしかしたら、一緒に処分させる可能性もありそうだが……流石に考えすぎか。



「出発だ」


ゼルマの言葉に従って全員が歩き出す。




ヤンの門を通り抜ける直前で、アルマと教会騎士たちが近づいてきた。今日もダンジョンでアンデッドを消滅させるお仕事をしに行くのだろう。



「ちッ」

　先頭を歩くアルマが俺を追い抜く時に睨みながら舌打ちをした。


一緒に歩いても協力なんて望めない。トラブルしか発生しないだろう。意識して歩く速度を落として彼女たちを先に行かせる。姿が見えなくなってから、いつも通りの速度に戻した。




通い慣れてしまった道を進み、予定していた時間を消費してダンジョンの入り口にまで到達する。近くで休憩をとっている冒険者が何人かいたので、一般開放されたんだなといった実感がようやくわいた。




冒険者たちの間を通り抜けて墓地のエリアに入ると、すぐに後ろから楽しそうな声が聞こえてくる。ゼルマがこのダンジョンがいかに素晴らしいか誇張しながら説明しているのだ。




ユルゲンは興奮しながらモーリッツに話しかける。



「ここは本当に宝の山ですねッ！　エルラー家の領地に出現したのは幸運でした！」


自分の死期が近いことに気づけていない哀れな男は、エルラー家を蹴落とした後のことしか考えてないようだ。




致命的なことは口にしていないが、事情を知っている俺らの心は急速に冷めていく。




モーリッツですら、救いようがないといった顔をしていたのが印象的だった。




墓地のエリアを抜けて大穴の螺旋階段を下る。




三度目となれば見慣れた光景だ。




魔物が襲ってこないか注意しながらも、順調に進んで最下層の広場にまで到着した。




ここにも数名の冒険者がいる。装備の点検や食事をしており、すぐに出発する気配はない。




人が多すぎるな。「先に行きましょう」と言おうとしたが、モーリッツの息が乱れていることに気づいた。



「ここで休憩しますか？」


ゼルマに提案すると嫌な顔をしたが、モーリッツの顔を見て仕方がないと言わんばかりに小さなため息を吐く。首を縦に振った。



「ゼルマ様の許可も出たので、ここで休憩します。水分はちゃんと補給してくださいね」


俺の言葉を聞いたモーリッツは、地面に腰を下ろして水袋に入った生ぬるい水を勢いよく飲みだした。気管に入ってむせてしまったようで、護衛のブルクハルトに背中をさすられている。




ソフィーとローザはゼルマと話していた。




これから起こる計画された惨劇について説明されているのかもしれない。





過去、スケルトンナイトに囲まれた場所ではあるので、俺は座らずに周囲を警戒している。今は安全でも何が起こるかわからない。アンデッド化ポーションを使う前に、ユルゲンに死なれても困る。面倒ではあるが、それまでは生きていてもらわなければならないのだ。





「そういえば、お前が第一発見者らしいな」


そんなことを考えていたからか、ユルゲンが俺の隣にきて話しかけてきた。




モーリッツとは違って体力は有り余っているようだ。




金のために裏切った堕落した騎士とはいえ、最低限の体力はあったんだな。



「そうですが、何か気になることでも？」

「なに、たいしたことではない。クルトと比較して、このダンジョンのことをどう思っているのか感想が聞きたいだけだ」


まだ、このダンジョンがどのぐらい魅力的なのか調べているのか？



　似たようなことを言っていた騎士がいたな。こういったヤツらが考えることは変わらない。同じことを気にするようだ。


その熱心さをもう少し周囲の人間関係にまで使えていれば、もしかしたら死なずに済んだかもしれないのにと思いはするが、口には出さなかった。



「規模でいえばクルトのほうが大きいかもしれませんが、ここは浅い部分でも強い魔物が出てくるので、良質な魔石が手に入りやすいですね。さらに魔物が残す武具や財宝も魅力的です。呪いに気をつける必要はありますが、ベテラン冒険者にとっては、クルトより稼げると感じるでしょう」


大量のスケルトンナイトが出現する罠や教会で出会ったエヴァたちのことを考えると、とても初心者向けとは言えない。駆け出しがここにきたら、墓場で全滅だ。ここにたどり着くこともできないだろう。だが、危険なだけではない。ゼルマから聞いた話では、強力な武具がいくつか手に入っているようだし、実力さえあれば魅力的なダンジョンであることも事実だ。



「クルトは初心者、中級者向け。ヤンは上級者向けと言いたいのだな？」

「完全に切り分けることは難しいのですが、傾向としてはそうなるかと」

「なるほど。よい話を聞いた。参考になったぞ」


説明を聞き終わったユルゲンは満足そうに言うと、俺から離れていく。




彼が浮かべていた笑顔は、レイスの上位種に殺されたクリストと全く同じだった。






　短い休憩を終わらせて、俺たちは廃墟都市に向かって歩き出した。


入り口にはグールだった肉片やスケルトンナイトの骨が散らばっている。誰かがここを通過したばかりで、ダンジョンが死体を吸収していないのだろう。




もう少ししたら、地面に飲み込まれるようにして消えてしまうはずだ。



「せっかくここまで来たんだ。魔道具が落ちていそうな場所に案内してくれ」


モーリッツが放った言葉は、ダンジョンの奥へと進むための口実で、ゼルマが仕掛ける作戦がいよいよ始まる合図でもあった。



「わかりました。心当たりが一つあります」


これから向かう場所は昨日、冒険者が発見した小さな広場だ。




朽ち果てたベンチと噴水があるだけの、ぱっと見は何もなさそうな場所ではあるが、罠を起動するとゴーストやその上位のスペクターが大量に出現する危険地帯である。




そんなことを知らないユルゲンは、嬉しそうな顔をしていた。



「そこに行くぞ」


ゼルマの号令が下ると、俺たちは惨劇が起こる場所に向かう。




崩れかけた家を通り抜け、瓦礫の山を登って進む。途中に腐りかけた肉体を持つ狼、鳥、巨人のグールまで登場するが、その度に全員で戦い、勝ち残って魔石を回収していく。




良質な魔石が増え続け、ユルゲンの目は欲望によってさらに濁り、モーリッツはそんな様子を見て呆れていた。




ゼルマから話を聞いて冷静になった今、何がおかしいのかわかり始めたのだろう。人間として少し成長したのだとは思うが、ゼルマの逆鱗に触れて無事で済むかどうかは、誰もわからない。運があれば生き残れるかもな。




しばらく歩いていると、ついに朽ちた広場、言い換えると処刑場に着いた。



「枯れた噴水の中心にスイッチがあります。押すと魔物と一緒に魔道具が出現するようですが、どうしますか？」


この場の中心人物であるゼルマに確認を取る。




答えはわかりきっているが、怪しまれないようにちゃんと手順を踏む必要があるのだ。



「面白い仕掛けだな。試してみよう。スイッチを押すのは一人で十分だ。他は出現する魔物を警戒するぞ」

「承知しました。それで、スイッチを押すのは誰にしますか？」

「そうだな……」


俺の質問を聞いて悩むようなそぶりを見せるゼルマは、ソフィー、ローザ、ブルクハルト、モーリッツと視線を移していき、最後にユルゲンで止まった。



「先ほどから探索を楽しんでいるユルゲン卿に任せよう」

「え、私ですか？」


まさか指名されるとは思っていなかったようで、間抜けな顔をさらしていた。




危険な仕事は平民である俺か、奴隷のローザにさせるつもりだったのだろう。




ようやく嫌な流れになったと気づいたようだが、もう遅い。




命令を拒否する正当な理由はなく、従うしかないのだ。



「そうだ。よい経験になるだろう」

「わ、わかりました」


覚悟を決めたのか、ユルゲンは大人しく枯れた噴水の中に入っていき、床にあるスイッチを手で押す。




地面が赤く光り、情報通りゴーストやスペクターといった亡霊系の魔物が出現した。その数は三十以上。




我先にと生者の生気を吸うため、一番近くにいるユルゲンに襲いかかった。



「あ、え、た、助けて……」


魔道具なんて出てこない。




純粋な罠なので、想像した通りの結果だ。




あまりの酷さにモーリッツの顔は青ざめていた。



「ユルゲン卿が危ない！　助けに行くぞ！」


ゼルマが笑いをこらえながら命令をすると、俺は勢いよく飛び出した。




聖刻文字が刻まれた武器は、実態を持たない亡霊系の魔物にも効果的にダメージを与えていく。




ゴーストレベルであれば、一振りで消滅させられるほどだ。スペクターまでいくと倒すのに時間はかかるものの、冷静に対処すればたいした障害にはならない。




だが、周囲を囲まれてしまえばそうは言っていられなかった。




前後左右、または上下からも襲われるので対処が難しいのだ。それは訓練された騎士であっても同じで、ユルゲンは数匹倒したところで力尽きそうになっていた。外傷はないが、エナジードレインによって生命力が奪われ、体だけではなく思考までも鈍っているようで、助けを求めることすらできていない。




このままだと干からびてしまうのは時間の問題だ。




勝手に死ぬのはよいが、予定より早すぎる。




少々、都合が悪いのだ。



「ユルゲン卿ッ！！」


もう一人の護衛だったブルクハルトが、ゴーストを切り刻みながら突進していく。回避を無視しての行動なので、何度もエナジードレインを受けて顔を歪めているが、なんとかなりそうだ。




これは使える。ユルゲンを助けるのは、美しい同僚愛を見せてくれる彼に任せることに決めた。俺は周囲の敵をせん滅することを優先しよう。




囲まれないようにだけ注意しながらゴーストを斬り倒していく。その数が十を超えたあたりで、ようやく出現した魔物はすべて消滅させた。



「大丈夫かッ！！」


ブルクハルトが膝をついてユルゲンを抱きかかえていた。




何とか生き残っているようだが、目から生気が抜けかけている。




誰が見ても瀕死。ヒールや回復系のポーションを使わないと、衰弱死することだってあり得る状況だ。



「ソフィー様！　ヒールを、ヒールをお願いします！」


ブルクハルトが懇願こんがんするように声を上げるが、魔法が使われることはなかった。




ゼルマが近づき二人を見下ろす。



「ダンジョンでは、何が起こるかわからない。魔力は温存しておきたい」

「なッ、そ、それは、ユルゲン卿を見捨てるというのですか！？」

「ブルクハルト卿、それは勘違いというものだ。ユルゲン卿は回復ポーションを持っている。それを使うんだ」


はっ！　っとしたような顔をしてからユルゲンの懐をあさる。紫色の液体が入った瓶を取り出した。




回復ポーションは青、マナポーションは赤で、紫は初めて見た。薬というよりかは毒のような見た目だ。



「これは……回復ポーション？」

「もしかしたらグレース家に伝わる秘薬かもしれない。当主でもあるユルゲンなら、持っていても不思議ではないだろう」

「確かに……そうかもしれません」


ただの騎士が一般的に知られていない秘薬なんて持っているはずがない。




普通の状態であれば疑いが生じるかもしれない発言だが、エナジードレインを食らって思考の鈍ったブルクハルトは、正常な判断はできなかった。




片手で瓶のふたを取るとユルゲンの口に近づける。



「さぁ、飲め！」

「ちが、まって……」


これが何のポーションなのかわかっているので、ユルゲンは弱々しい声で飲むのを拒否する。



「なんでだ！　これを飲まないと死ぬんだぞ！」


素晴らしい同僚愛を見て、ゼルマは満足そうに笑っている。




ブルクハルトはユルゲンの口に手を突っ込んで、無理やり開かせる。紫色のポーションを流し込んだ。




その結果、ユルゲンの顔は青白くなり、生気はさらに失われることとなる。



「なんで、回復しないんだ！？」


冷たくなったユルゲンを抱きかかえながら、ブルクハルトが叫ぶ。




だが、その言葉に誰も反応しない。




こうなることが、わかっていたからだ。




そして、次に何が起こるかも知っているので警戒は解いていない。




完全に死亡してからすぐに、禍々しい魔力がユルゲンの体内に発生した。



「ユルゲン卿！　何があったんだ！？　頼むから俺の、俺の声に反応してくれ！！」


ようやく異変に気づいたようだが、こうなってしまったら止める方法はなく、アンデッドになるのを待つしかない。ゼルマが計画した通りに進んでいる。




しかし、ちょっと予想外のことも起こっていた。




ユルゲンの魔力が増大しているのだ。すでに生前の倍にまで増えていて、その勢いは衰える気配を見せない。まだ成長している。



「もしかしてと思っていたが、保有している魔力によって効果が変わるのか？」


小さく声を発したのはゼルマだった。




その一言で、今起こっている現象がわかった。




使用者が持っていた体内の魔力とアンデッド化ポーションが混ざり合うことで、高位のアンデッドに変わろうとしているのだろう。




知れば知るほど恐ろしいポーションだ。井戸に投げ捨てれば平民が一斉にアンデッド化するし、貴族といった魔力持ちに使えば高位のアンデッドが容易に作り出せるのだ。




人の道を外れた行為ではあるが、敵国の戦力を削るのに、これほど使い勝手のよい道具はない。




アンデッド化ポーションが禁忌とされながらもレシピが失われなかったのは、教会にバレて糾弾されるリスクを背負ってでも、戦争のときのために残しておきたかった一部の貴族たちがいたからかもしれない。そして、その牙が自分に向かわないよう隠していたのだろう。



「助けてくれ！！！！」


叫び声が聞こえたので思考を中断する。




ユルゲンは既に立ち上がっていて、ブルクハルトの首を絞めていた。




その魔力量は、あの黒騎士と同等かそれ以上。今は耐えているようだが、すぐに首をへし折られてしまうはずだ。



「ラルス！」


わかっている！　斬りかかろうとすると、ユルゲンはブルクハルトを俺のほうに投げてきた。それをサイドステップで避ける。続いて黒い魔力の塊が飛んできたので、立ち止まって『魔法障壁』を使って防いだ。




ユルゲンだったアンデッドは、明らかに戦闘能力が上がっている。



「ユルゲン様、なぜ攻撃をされるのですか？」

「オマエタチガニクイ、カネヲヨコセ、ケンリョクヲヨコセ、ワタシハスベテヲテニイレル」


簡単ですぐに終わる仕事だと思っていたのだが、少しだけ面倒なことになった。




真面目に戦わないと勝てない程度には、アンデッド化したユルゲンは強くなってしまったので、手を抜いて見逃し、モーリッツを殺してもらうのは難しい。




先ずは最低限の目的を達成することに注力しよう。




その際、俺がやらなければいけないことは、盾役として時間を稼ぐことだ。



「何を言っているんですか！？」

「ウルサイ！　ウルサイ！　ウルサイ！」


疑問をぶつけると、逆上して襲い掛かってきた。




中途半端に意識が残っているから暴走しやすいみたいだ。俺を掴んでエナジードレインをしようとしてきたので、大きく距離を取る。すかさず魔法を放ってきたので『エネルギーボルト』で撃ち落とした。




近づく必要はない。魔法で迎撃すれば、それだけで十分だ。アンデッド化したユルゲンは範囲魔法を使えないようなので、周囲を巻き込む心配は不要。派手な音をたてながら魔法を打ち合う形となる。




外から見れば互角の戦いをしていると勘違いするかもしれないが、実際は作業を淡々とこなすような感じだ。苦戦しているという感覚はない。



「いくわよ！」


準備が終わったようで、ローザの魔力が急速に高まる。




声が聞こえたのと同時に『魔法障壁』を使う。




目の前に巨大な火柱が出現した。『ファイヤーストーム』と呼ばれる魔法で、普通は広範囲を焼き尽くす。今回は対象を絞り込みユルゲンだけを燃やしているのだが、熱気だけは抑えられないため『魔法障壁』で防いでいるというわけだ。




そうしなければ、俺の肺は焼かれて死んでいただろう。



「ギャァァァァァァァァ！！！！！」


汚い悲鳴を上げながら、肉体は灰になっていき、身に着けていた鎧は溶けて原型をとどめていない。『ファイヤーストーム』の効果が終わると、残骸しか残っていなかった。



「殺してしまったのか……」


ソフィーに手当てしてもらっているブルクハルトがつぶやく。



「あれはアンデッドになっていたからな。こうするしかなかった」


攻撃した正当性を認める発言をゼルマがする。




誰も反論できなかった。



「せめて遺品を……」


まだエナジードレインの影響は抜け切れていないのだろう。ブルクハルトはフラつきながら、ゆっくりと立ち上がった。次の瞬間、灰からモヤのようなものが出て、魔力が急速に高まる。



「ナリアガリタイ、シニタクナイ、ケンリョクガホシイ、オンナアソビヲシタイ、モーリッツタスケテ」


肉体を失って死んだと思ったが、ゴースト化してしまったようだ。非常に珍しいが、ありえないことではない。肉体が滅んでも復活するほどの未練が残っていたのだろう。




俺にとっては都合がよい展開だ。




モーリッツに執着しているようだし、斬りかかると見せかけて見逃そう。そうすれば処分してくれるはずだ。無能を排除してくれるなんて、ユルゲンは最後にいい仕事をしてくれる。



「お前の夢は、ここで終わりだ」


近づいてみるが、ブツブツと欲望を垂れ流すだけで反応はない。先ほどまで残っていた人間らしい意識は残ってはないようだった。




欲望に飲み込まれた男の末路か。哀れだと感じながら剣を振り上げると、急にユルゲンが消え去った。




地面を見れば血と肉片が付着し、聖刻文字が刻まれたメイスがめり込んでいる。




俺が攻撃するより先に、叩き潰すようにして消されてしまったのだ。



「お前がいるとは思わなかった。これは獲物の横取りになるのか？」


正面にはアルマが立っており、目の前で嗤っている。




余計なことをしやがって。モーリッツを消すチャンスを逃してしまった。



「なんだ？」


じっと睨みつけていたことに疑問を持ったのだろう。




不快だと言いたそうな顔をしている。



「俺がここまで追い詰めたんだが」

「小さい男だな」


吐き捨てるように言った。




一言余計だが、冒険者のルールは覚えているようだ。悪いことをしたと感じているようで、会話が成立している。



「横取りになる状況だ」

「ちッ、面倒くさい。普通のアンデッドを殺したぐらいで文句を言うな」


先ほど殺したアンデッドが、少し前まで人間だったということには気づいていないようで安堵した。




アルマであればアンデッド化ポーションを知っている可能性は高いので、もし今回のことに気づかれてしまえば、エルラー家が禁忌とされているポーションを使ったと教会から糾弾され、没落の道を歩むことになっていただろう。



「アンデッドが残した魔石は渡す。それでいいか？」


これ以上、アルマを追求するとこっちが痛手を負うかもしれない。



　この提案はありがたかった。

「あぁ、それでいい」

「ちッ」


不機嫌そうにしながらも納得したようで、全身から放たれていた殺気が収まった。




魔石を拾い、俺に投げ捨ててきた。受け取った手がジンジンと痛む。嫌がらせか。小さいのはどっちだよ！




不機嫌なアルマは、別れの言葉を言わずに立ち去ろうとする。俺はその姿を見送ろうとしていたが、頭上から禍々しい魔力を感じて思わず空を見上げてしまった。



「あれ、もう終わりなのかしら？」

　空中に、黒く長い髪にメリハリのある体系をした女性が浮かんでいた。水着のような露出度の高い服を着ており、頭部の左右にはねじれた角、背中にはコウモリのような羽、臀部には尻尾が生えている。厚めの唇は艶やかで、男の劣情を煽るような容姿をしていた。


気を抜けば、魂まで抜き取られてしまいそうな魅力がある。




見た目に惑わされるな。コイツは油断してはならない。




レッサーデーモンが雑魚だと思えるほどに強い悪魔だぞ。保有している魔力量が比較できないほど高いのだ。



「誰だ？」


警戒心を最大限に引き上げ、いつ襲われても大丈夫なように体内の魔力を練っていく。



「ダンジョンマスター様の配下って、ところかしら？」


また、とんでもないことを言い出したな……。




真偽はわからないが、その立ち振る舞いから説得力はある。



「ラルスちゃんが困ってそうだったから、手伝いにきたのよ」

「ちゃん……」


親しそうな雰囲気で話す女悪魔の言葉に、ソフィーが思わず反応したようだ。



「お前は何を知っているんだ」

「人間がアンデッドにされて、困っているんでしょ？」

「ッ！？」


俺らがアンデッド化の事件で悩んでいたのは極秘事項だ。エルラー家も関わってくる問題なので、ゼルマ、レギーナ、俺しか知らない。あとは、今日知らされたソフィーとローザあたりか？




無関係の女悪魔が知っているなんて思わなかった。どこで情報が漏れた？　入手経路は気になるが、答えてはくれないだろう。



「なんで知っているかは秘密。ダンジョンマスター様が外に出るのは希なのよ。その意味は分かるわよね？」

「人間がアンデッド化する事件は、ダンジョンマスターが原因ではないと言いたいのか？」

「全部じゃないけどね。それは、ラルスちゃんも知っていることでしょ？」

「…………」


この質問には、うかつに返事ができない。




沈黙を貫くしかなかった。



「返事をもらえるとは思っていなかったけど、実際に無反応を貫かれると、ちょっと寂しいわね」


女悪魔は、わざとらしく小さなため息を吐いた。



「まあ、いいわ。ダンジョンマスター様は外に出ないと決めたから、もしこれからダンジョンの外で人間がアンデッドになるようなことがあれば、それは別の魔物か……人間の仕業になるわ」


そのまま受け止めてよいのか判断に迷う。相手は悪魔。言葉で人の心を弄もてあそぶ種族だ。嘘はつかないが、大切なことは伝えずに破滅へと導く。そういった種族特性を持っている。



「別に今信じてとは言わないわ。事件が減ったときに思い出してくれればいいの」


少しずつだが、女悪魔の姿が薄くなっていく。転移に類する魔法を使っているのだろう。逸失しているはずなのに、ダンジョンマスターやコイツは気軽に使ってくれる。




アルマが「逃げるな！」と叫んでいるが、当然だが止まる気配はない。



「近くで面白いオモチャを見つけたから、ラルスちゃんにプレゼントするね。喜んでもらえると嬉しいわ！！　これから一緒に楽しみましょ。また後でね〜」


唖然あぜんとして立ち尽くす俺を残して、女悪魔は去って行った。ゼルマですら理解が追いついていないようで、難しい顔をしたまま黙っている。




元気なのは……まあ、アルマだけだな。



「人間をアンデッドに変えるなど、絶対に許されない行為だッ！！　もうしないからと言って、なかったことにはしない！！　アイツらは、必ず私の手で消滅させてやるッ！」


興奮しながら濁にごった目で、なぜか俺を睨みつける。



「お前にご執心だったようだッ！！　一緒にいれば、向こうから勝手にやってくるだろう！」


やめてくれ。アルマと一緒にいるなんて悪夢でしかない。



「それにあの女悪魔が言っていた、プレゼントのことも気になる。非常にムカつく話ではあるが、しばらくは同行してやる。感謝するんだなッ！！」

　俺が何を言っても意見を変えそうにない。会話は成立しないだろうし、諦めるしかないか。

　そんな感じで絶望していると、ゼルマが横を通り過ぎてアルマの前に立つ。

「アルマ戦闘司教、少しだけいいか？」

「なんだ？」


貴族を相手にしてもアルマは己を貫いていて、態度が変わらない。




それに対して、ゼルマは平然とした顔をしている。



「アンデッド化の犯人は複数いるかもしれない。先ほどの女悪魔の話を、教会にも伝えてもらえないか？」

「そうだな。ダンジョンから戻り次第、このことを調査するように依頼しよう。このアルマが約束した」

「ありがたい。感謝する」


アルマを利用するとは、上手いことを考えたな。これでアンデッド化事件の犯人は、一から調査し直すことになる。




エルラー家ではなく教会が動くのであれば、攻撃を仕掛けている貴族は文句を言えない。教会と敵対するほどの覚悟があるとは思えないので、バイエン公爵家は作戦を断念するだろう。




女悪魔が言っていた通りダンジョンマスターが大人しくするのであれば、アンデッド化の事件は沈静化するはず。犯人不明のまま終わらせることも可能である。




アルマから離れるゼルマは、ソフィーに抱えられたブルクハルトに顔を近づける。



「ユルゲン卿の名誉を守るために、アンデッドになったことは秘密だ」


と、小声で優しく、いたわるように話しかけた。



「遺品を持ち帰ってやれ」

「はい……」


何も知らされていないブルクハルトは、手のひらでコロコロと転がされている。




この後、ユルゲンが当主を務めていたグレース家は潰される予定があるのだが、そうなったとき何を思い、感じるのか。




俺にはわからないし、知りたいとも思わなかった。




悪魔の戯れ





溶けてしまったユルゲンの装備品を遺品として持ち帰るため、ブルクハルトは膝をついてかき集めていた。




アルマは関係ないと無視をして、装備の点検をしている。ダンジョンでメイスを酷使していたようで、グールの血と肉がびっしりとこびりついていた。




その間、俺はソフィーやゼルマを意識しつつ、女悪魔が言っていたプレゼントが気になり、周囲の警戒を強めている。



「ユルゲン卿、どうして、どうしてこうなったんだ。これから明るい未来が待ってるって、言ってたじゃないか」


涙声でつぶやいている。




その言葉だけ聞いていればかわいそうだと思っていただろうが、エルラー家に敵対していたことを知っているので、嫌悪感しかなかった。




見たくもないので、意識と視線を完全に外す。




それでも、すすり泣く声が聞こえてくるので嫌になってくる。




集中力が乱れている気がした。




少し離れたほうがよいだろう。




隠れた魔物を探すために、周辺の探索を提案しようとしてゼルマに近づくと、雑音だったブルクハルトの声が急に止まった。




嫌な予感がして遺品を回収していた場所を見ると、ブルクハルトは胸に穴を開けて、血を流し、倒れていた。




即死だ。




いくらソフィーでも回復は不可能。ケガの確認は後回しにする。




優先するべきは、こちらに近づいてくる一人の冒険者だろう。




名前は知らないが、顔は知っている。




教会騎士と一緒に、ダンジョンを調査した際、一緒にいた冒険者だ。




目は濁っていて、口から涎よだれを垂れ流している。




体内の魔力は変質していた。魔力を持っていない人間に無理やり他人の魔力を入れて狂わせたように感じる。体は作り変えられているようで、人の皮を被った化け物に成り果てていた。



「シネ、シネ、シネ」


プレゼントとは、この冒険者のことだったのだろうか？




言葉は通じそうにない。




交渉は不可能だろうな。



「俺が抑えるので、隙があったら援護を頼みます」


初めて戦うタイプの魔物なので、まずは魔法で反応を見る！



『エネルギーボルト』


連続して魔法の矢が冒険者の頭を貫こうとして進むが、直前で『魔法障壁』に弾かれてしまった。




これは厄介だ。無意識で発動するタイプなんて初めて見たぞ。




強度を確かめるか。



『ファイヤーボール』


高温の火の玉をぶつけると、小規模な爆発とともに、目の前が一瞬にして明るくなった。こっちに向かってくる熱風は『魔法障壁』を使って防ぐ。





土埃が晴れて視界が戻る。







熱されて赤くなった地面の上に、無傷の冒険者が立っていた。






まさかダメージが一切ないとは。想定より『魔力障壁』の強度が高い。




魔力持ちの冒険者が使えるレベルを超えていた。




あの女悪魔は、本当にやっかいなものを置いていきやがったな。




灼熱の地面に立つ冒険者と目が合う。ヤバイと感じた瞬間には、俺の目の前に立っていた。




慌てて剣を間に滑り込ませるが、素手でへし折られてしまう。その直後、もう一方の手が俺の腹部にぺたりとつく。



『エネルギーショック』


魔法が発動され、強い衝撃とともに吹き飛ばされる。




直前にバックステップで離れたので直撃はしなかったが、それでも腹はジンジンと痛むし、地面を転がされたこともあり細かい傷がいくつもできた。




アンデッドではないのでソフィーのターンアンデッドは頼りにならず、ローザは護衛のため動けない。ゼルマを行かせるわけにはいかない。アルマは観戦モードだ。




クソッ、アンデッドじゃないからって興味なさ過ぎだろう！




さっきは俺の邪魔をしたんだから手伝えよ！




心の中で毒を吐きながら最後にモーリッツを見る。ブルブルと足を震わせていた。




……こいつが参戦しても邪魔なだけだな。いないほうがマシだ。



　ダンジョンマスターや女悪魔のことも気になる。


結局、一人で戦うしかないか。



「ソフィー！」

「はい！」


元気よく返事をした彼女は聖魔法を使う。



『ホーリーブレス』


淡い白い光りが俺を包み込むと身体能力が上がった。さらに体内の魔力を練り上げて能力の底上げをする。



「ご武運を！」


やる気が出る声援をもらうと、地面が割れるほど踏み込んで突進する。




手加減はしない。ギフトを使うと決める。壊れた剣の代わりに、アルマが持っているメイスを創り出す。




あの女が使うほど頑丈なものだ。簡単に壊れることはないだろう。




冒険者が使った『魔法障壁』に全力でメイスをぶつけると、ガラスが割れるような音とともに砕け散った。さらにもう一振りして、頭をかばうために上げられた右腕も潰す。




ぐしゃりと、骨が砕ける音が聞こえた。




そのまま続けて攻撃したかったのだが、地面から魔力の動きを感じたのでとっさに後ろに下がる。



『アースニードル』


地面から無数のトゲが出現した。




追尾機能がついているようで、針が伸びて俺のほうに向かってくる。防ぐために『魔法障壁』を使うと衝突した。




威力や耐久力はあまりないようだ。『魔法障壁』に当たると次々と折れていくが、勢いは衰えない。完全に足止めされてしまっている。




その隙に冒険者は新しい魔法を使う。



『アイスジャベリン』


氷でできた複数の槍がソフィーに向かって放たれると、ローザが前に立って『魔法障壁』で守った。




こいつ、俺を無視してソフィーを攻撃しやがった！？




他人の魔力で狂わされ、自意識など残ってなさそうなのに。




アースニードルの効果が終わったので、よそ見をしている冒険者にメイスを振り下ろす。『魔法障壁』を壊すと同時に、ポーチから聖水を取り出してぶつける。全身から煙が吹き出た。




体内に埋め込まれた禍々しい魔力を浄化しようと試してみたのだが、肉体が物理的な盾となって効果は半減以下。注意をこっちに引くことぐらいしかできなかったが、それで十分だ。




狙いを俺に集中させるために、メイスで殴り続ける。




全身の骨が折れて、冒険者の体はボロボロだ。




普通であれば激痛で意識を保っているのも難しいはずだが、目の前に立つ冒険者はそんなことなど感じさせず、無表情のまま魔法で反撃をしてくる。回避しながら冒険者の体を観察していると、最初に折った腕の骨が治っていた。




自己回復機能すら備わっているとは、面倒だな。



　その後も俺と冒険者の攻防は続く。


攻撃を当てても回復されてしまうので、気がつけば戦闘は長引きメイスで殴り続けている俺の呼吸は乱れ、少しずつだが押され始めた。



『エネルギーショック』


一瞬の隙を突かれて冒険者が魔法を使った。




メイスで防ぐが勢いは殺せず、突き飛ばされる。



「ソフィー、シゴト、シッパイ、ダメ、イライ、セイコウサセル」


追撃は来なかった。




興味が俺からソフィーに移ったようでブツブツと独り言をつぶやき、再び魔法を放とうとする。




ローザが前に出て『魔法障壁』を使ったが、込められた魔力量から考えると耐えられないかもしれない。




慌てて立ち上がろうとすると、静観を決めていたアルマが冒険者の真後ろに立つ。



「そろそろ飽きてきた。消えろ」


冒険者の足を蹴って仰向けに倒すと、メイスで顔面を叩く。



「アンデッドでないなら、お前に任せればいいと思っていたが、ソフィーを狙うのであれば話は別だ。感謝するんだな。相手をしてやろう」


次はメイスで胸を叩くと、肋骨が折れて陥没する。




肉を突き抜けて白い骨が何本も見えた。




さらに何度も、何度も叩いてひき肉にしていく。




回復を上回る威力で完全に破壊したみたいだ。




肉塊になってピクピクとけいれんしているだけになった。




完全に沈黙している。




血が滴るメイスをぶら下げながら、アルマはニヤニヤと笑い、近づいてくる。



「ラルス。私と同じメイスを持っている理由を聞かせてもらおう」


俺が何を隠しているのか、想像がついてそうだ。




気分が重くなるが、逃げるわけにもいかずに待っていると、アルマの背後、つまりは倒したはずの冒険者から膨大な魔力を感じる。




ボキボキと派手な音を立てながら肉塊が新しい体に生まれ変わっていた。




爪は長く伸びてとがっており、肌は朱く硬質化されている。背中からはコウモリの羽が生えていた。




人から悪魔に変質している途中、といった見た目だ。



「変化能力付きとは面倒だな」


振り返ったアルマがつぶやく。




体内に埋め込められた禍々しい魔力を大量に消費して再生・変化したようで、魔力の総量は減っていた。同じことをあと十回ぐらい繰り返せば、魔力は完全に空になるだろうが、手間と時間がかかりすぎる。




こいつはソフィーを狙っているので、さっさと処分したい。



「アルマ、協力して叩くぞ！」

「ふん、私は勝手に動く。協力してほしいなら、お前が合わせるんだなッ！！」


叫びながら突進してしまった。




拒否されなかっただけマシだと思うことにする。




迂回して周り、冒険者の背後にまで移動する。




タイミングよくアルマのメイスを両腕で握っているので、冒険者は逃げられない。俺はメイスを振り上げて飛びかかる。なんと、冒険者は体を横に回転させて、アルマを勢いよく投げ捨てた。




向かう先は俺だ。




攻撃を中断してアルマ受け止め、抱きかかえたまま吹き飛ばされる。ゴロゴロと一緒に転がり、ようやく止まると、お互いの額がくっつくぐらい距離に顔があった。



「重い、どいてくれ」

「この私に対して重いだと！？　今すぐ叩き潰してやろうかッ！！！！」


体重を気にするなんて、女性らしいところもあるんだな。




筋肉もついているのだから、平均より重かったとしても気にする必要はないと、そんなことを考えている暇はなかった！！



「鎧のせいだから！！　気にすんな！　早くどいてくれ！」

「そうだ！　決して私が重いのではない！　鎧のせいだからな！！」


怒鳴りながら、上にいたアルマがどいてくれた。




急いで立ち上がり冒険者のほうを見ると、角や尻尾も生えて、さらに肌の色も黒くなっていた。




無駄口を叩いている間に、完全な悪魔に変化し終わっていたのだ。ここは、追撃されなくてよかったと考えるべきか。



「アー、Ａー、あァー、あー、よし。音声が良くなったわ」


冒険者、いや、先ほど出会った女悪魔の声だった。片言ではなくなり、今は聞き取りやすい流暢りゅうちょうな発音をしている。




荒れ狂っていた体内の禍々しい魔力は落ち着いていて、体に完全に定着していた。




魔力による体の乗っ取り、外部操作の準備が完了したのだろう。



「お前は、さっきの女悪魔か？」

「そうよ。アークデーモンのカーリン。よろしくね〜」


男が女のように話すので、違和感が強く気持ち悪い。




アルマが飛び出そうとするが、手で静止する。




話せるのであれば戦う前に情報は集めたい。



「なぜ、この男の体を使うことにした？　お前の体は使わないのか？」

「うーん。どっちでもよかったんだけど、この男を使ったほうが楽しいかなって思ったのよ」

「楽しいだと……？」

「ラルスちゃん。この男は、私が体を乗っ取るまで〝ソフィーは絶対に殺す〟って思ってたのよ。理由、知りたいと思わない？」


操作するだけではなく、この男の記憶まで取り込んでいるのか？




もしそうなら、ソフィー暗殺の真実を知っている可能性はある。もちろん知りたいが、なんせ相手は悪魔だ。素直に教えてくれるとは思えない。



「…………条件は？」

「いいわね〜。ちゃんと、わかってるじゃない」

「うるさい。さっさと言え」

「冷たいところもいいわ〜。あの方が注目するのも納得！」


あの方とは、ダンジョンマスターのことだろう。




クソッ、だから手下を使ってちょっかいを出してきているのか。



「あぁ。その顔、困難に立ち向かおうとする表情が最高なのよ！！」


腕で自らの体を抱きしめてクネクネと動いている。本当に気持ち悪いヤツだ。



「ハァ、ハァ、ハァ……これ以上話すと本当に欲しくなっちゃう。からかうのは、ここまでね。条件は簡単。全力で私と戦うこと、そして見事この体を破壊したら報酬として教えてあげるわ。激しい戦いをすればするほど、あの方が喜ぶわよ。もちろん、私もね！！」


ソフィーを狙う理由。ある程度は想像できているが、その確証が欲しい。お望み通り全力で戦ってやる！！




俺のギフトもバレているので、手加減はしないからなッ！！



「お前たちの関係は後で詳しく聞くとして、今はカーリンという悪魔を殺すッ！！！！」


俺とカーリンの会話を静かに聞いていたアルマだったが、ついに我慢の限界を超えたようで一人で飛び出してしまった。




アークデーモンといえば悪魔の中でも上位に位置する。冒険者の体を使っているので本来の力は発揮できないとはいえ、一人で戦うのは危険だ！



「ソフィー！　アルマにも支援魔法を！」

「はい！」


すぐに『ホーリーブレス』の魔法が発動して、アルマの身体能力が強化された。




勢いが増した力を利用して、アルマは飛び跳ねる。魔法を使って迎え撃とうとするカーリンに、俺はしびれ効果もある『ライトニングバインド』を使って発動の邪魔をした。




さらに創っていたメイスを消すと、アルマが『エンジェルリンク』で使っていた大剣を創造する。強い力を秘めているため、消費する魔力量は多く、長くは持ちそうになかった。




アルマがカーリンの『魔法障壁』を叩き割って、地面に着地。それと同時にメイスを振り上げる。




カーリンが十字にして防御した両腕に当たると、骨が砕ける音が聞こえた。痛みはなく再生もできるので、大した効果はないが動きを止めることには成功する。




その一瞬を狙って、大剣を振るう。カーリンの尻尾が伸びて俺の腕に当たり、体を両断するはずだった大剣の動きを変えられてしまうが、羽と腕を一本ずつ切り飛ばした。驚くほどの切れ味で、抵抗は感じなかった。



「その剣……やはり創造神様から、権能を与えられているようだなッ！！」


話しながらアルマはメイスをカーリンの頭に当てる。ボールのように吹き飛んでいった。




言ったら激怒しそうだが、筋力は俺より上回ってそうだな。



『ダークジャベリン』


地面に倒れながらもカーリンは魔法を使い、全ての色を飲み込むような黒い槍が何本も空中に浮かぶ。猛スピードで向かってきた。




アルマの前に立って円形状の『魔法障壁』を使う。




軌道は操作できるようで、全方位から衝突した。




ガリガリと削る音が聞こえ、魔力がものすごい勢いで減っていく。少しでも長く耐えられるようにするため、先ほど創った大剣は消すことにした。



「再生のための時間稼ぎか。私は大人しく待つ女ではないぞッ！！」


アルマがメイスを掲げる。頭上から光が降りて、背後から純白の羽が出現。内包している魔力は爆発的に増加していた。



「お前が効果を実証したからな。遠慮なく使わせてもらうぞ！」


アルマは『魔法障壁』から飛び出すと、両手剣を振るって『ダークジャベリン』を吹き飛ばす。カーリンに向かって走り出した。



「だから、勝手に一人で行くなよッ！！」


素直に従うとは思っていないが、それでも言わずにはいられなかった。




すぐに戦闘音が聞こえてくる。




数秒後、ようやく『ダークジャベリン』が消えたので、『魔法障壁』を消して二人を見る。空中で戦っていた。




カーリンの羽は再生されているが、片手のままだ。アルマの攻撃は尻尾を使って受け流し、防いでいる。




確実に殺せる威力があったとしても当たらなければ意味がなく、ジリジリとアルマの魔力だけが削られる状況が続いていた。




高速で動きながら攻防を続けているので、魔法で援護するのは難しい。間違えてアルマに当ててしまいそうで無理だ。




参戦するのは諦めて、ローザのところまで下がることにする。



「ねぇ、ラルスがいなくなればあの化け物は去って、みんなが幸せになれるんじゃない？」

「ローザさんッ！」

「冗談よ。言ってみただけ」


おいおい。その目は半分本気だっただろ？




ソフィーが突っ込まなければ、俺を生贄にして迷うことなく逃げただろうに。




ゼルマからの命令に、俺の命を守ることは含まれていないから、奴隷の首輪も反応はしないはずだ。



「それにしても、変な女にばかり目をつけられて大変ね」


その中にお前のご主人さまも含まれているんだから、あまり大きな声で言わないほうがいいぞ。




いや、少し遅かったか。




ゼルマが睨みつけながら近づいていた。



「今の話は非常に興味深いな。いったい誰が変な女なのか、後でじっくり聞かせてもらおう」


ゼルマがローザの肩に手を置く。




顔が真っ青になり、震えていた。




奴隷だってことを忘れて主人の悪口を言うからそうなる。




同じパーティだったころから、口が悪いというか、後先を考えずに言ってしまう癖があったんだよな。



「で、ラルス。あいつは倒せるのか？」


視線は当然、カーリンに向いている。




驚異的な身体能力と再生力をあわせ持っているので苦労はするが、殺せないほどの相手ではない。




俺とアルマだけでも十分なのだが、効率的に倒すのであれば、ローザの力を借りたいところだ。



「ローザの力も借りられるのでしたら、倒すのはさほど難しくありません」

「だそうだ。死んでもいいから協力しろ」


先ほどの意趣返しとして、ゼルマは晩飯のメニューを決めるような軽いノリで、ローザに死刑宣告をした。



「ラ、ラルス、大丈夫……よね？」


もちろん誰かを犠牲にして勝つような戦い方をするつもりはないが、動揺しているローザを無視する。少しは反省しろ。



「ゼルマ様の財産を失うような作戦ではありません。いくつか魔法を使ってもらうだけで十分です」

「お前はよくわかっているな。よい回答だ。さっさと倒してこい」

「はっ！」


ローザに作戦とも言えない簡単な指示を出すと、俺は空中の戦闘を見る。




技量はアルマがやや上回っているのだが、再生能力が邪魔して決着はついていない。




他にも厄介な敵が来たら困る。さっさと倒そう。




カーリンを真っ二つに切ろうとして、アルマが大剣を振り上げたタイミングを見計らって、



「叩き落とせ！」


と、叫ぶ。




俺の声が届き、アルマは大剣を半回転させると、刃ではなく腹の部分でカーリンを叩く。




切られるはずだった体に鉄板のような金属の塊が当たると、地面に向かって落下する。とはいえ、相手はアークデーモン級だ。簡単にはいかない。空中で態勢を立て直そうとする。



『エアハンマー』


悪魔に空気の塊を叩きつけて、落下の勢いをさらに強めた。



「グッ……」


バランスをさらに崩すと、真っ逆さまに落ちていく。




地面に激突してダンジョンの床を砕き、土煙が上がった。




人間であれば死ぬか、よくて重傷で済むような状況であっても、カーリンなら大したダメージにはなってないだろう。さらに再生能力も持っているので、すぐに戻ってしまう。まだ攻撃を続ける必要があるのだ。



『ライトニングバインド』


拘束の魔法をローザが使った。




魔法を専門にしているだけあって、魔法剣士の俺が使う『ライトニングバインド』より強靭だ。




雷をまとった数十本の紐がカーリンにまとわりつく。




さらに俺も同じ魔法を使って拘束を強化した。



「範囲は捨てて威力と持続力優先！　確実にヤるぞ！」

「わかっているわよッ！！」


相変わらず態度は悪いが、ローザは『ライトニングバインド』を維持しながら、新しい魔法の発動準備をしている。




器用なものだ。俺にはできない芸当で、さすが魔法使いなだけはある。



『ファイヤーストーム』


ユルゲンを焼き殺した炎の柱が悪魔を襲った。




肌が焼け、全身の水分が蒸発すると同時に再生されている。




破壊される面積が多いこともあり、体内に蓄積していた魔力が急激に減っていく。




逃げ出そうとしても、拘束されているので不可能だ。




魔力で体を強化すれば、抜け出せるかもしれないが、それでも数十秒はかかるだろう。その間は再生が使えなくなるので、逃げる前に焼け死ぬ。詰んでいる状態だ。




アルマは地面に降りて注意深く様子を見ていた。



「ごめん。もう無理……」


あともう少しで殺しきれると思ったが、先にローザの魔力が尽きる。




魔法の効果は切れた。ローザは足の力が抜けてフラフラしている。体が傾いて倒れそうになったところを、ソフィーが優しく受け止めた。




炎柱があった場所には黒焦げの悪魔が一体転がっている。



「アァ……ァ……ァ…………ァ」


うめき声をあげながらも、わずかに残った魔力を使って体を再生していた。




驚異的な生命力だ。




大剣を創り出すと、四肢を切り飛ばす。




体の一部を再生するほどの魔力は残っていないので、逃げ出すことすらできない。




最後に首を切断しようとしたが、ゼルマが止めた。



「少し待て」


冒険者が受けた依頼の話を聞くのだろう。大剣を消して後ろに下がることにした。




アルマはさっさと殺せといった顔をしているが、文句までは言わなかった。




ゼルマは悪魔の体に足を乗せると、切っ先を顔に突き付ける。



「さて、消える前に話を聞かせてもらう」

「ッ……ァ…………ァ」


声を出そうとする悪魔だが、喉が焼けてしまっていて言葉にならない。




ゼルマは悪魔の体に乗せていた足に力を入れる。パキッと乾いた音がして胸がへこみ、靴の跡がついた。



「下手な演技はやめて、さっさと喉を回復させろ」

「…………あら、残念。もうちょっと遊んでたかったのに」

「悪趣味な遊びに付き合うつもりはない」

「つまんないの」


カーリンが口を動かすたびに、ボロボロと炭になった肉体が剥がれ落ちていく。




残りわずかな魔力を使って喉までは回復できたが、それ以上はできなかったようで、このまま乗っ取られた体は朽ち果てるしかない。




それがわかっていたからこそ、ゼルマは時間稼ぎをするような会話をされて、いつも以上にイラだっている。



「そろそろ答え合わせがしたい。ソフィーを狙っている理由とやらを教えてもらおうか？」

「ほんと、せっかちね。焦らさない女はモテないわよ」


何度か会話できる悪魔と戦ったことはあるが、こいつも同じだな。こうやって人間を翻弄ほんろうすることを心底楽しんでいるのだ。追い詰められても無駄口は止まらない。



「…………話す気はないようだな」


我慢の限界が近いようだ。




悪魔の額を数センチほど突き刺す。




次に答えをはぐらかすようなことを言えば、迷わず突き刺すだろう。



「冗談よ。ちゃんと言うわ。約束は絶対だからね」


約束、または契約とも呼ばれるが、悪魔はそういった類のものは必ず守ろうとする。ただ律義に守るのではない。守っていると見せかけて穴をついて、人間を罠にはめるのが悪魔のやり方だ。




これから語る言葉が真実なのは間違いないが、人間を惑わす。




真に受けてはいけない。




無事に聞き出せたとしても、周辺の情報を慎重に調べる必要があるのだ。



「この男は、ソフィー暗殺の仕事を請け負っていたみたいね」

「依頼主は、教会か？」


ゼルマは現聖女派もしくは、一部の教皇派が先走って依頼したと考えているようだ。




教会を敵視する組織はいくつかあるが、そういった連中はソフィーではなく現聖女を狙う。可能性として教会内部が最も高いのは納得できる話だ。



「冒険者ギルドが代理依頼にしていたから、詳細はわからないわ」


代理依頼とは、冒険者ギルドの名前を使って依頼を出す方法だ。匿名で依頼できる画期的な制度ではあるが、冒険者ギルドの名前を利用するので、審査基準は非常に厳しかったはず。




金はもちろんのこと、冒険者ギルドからの信頼もしくは強いコネクションが必要で、貴族ですら簡単には使えない制度だ。



「ラルス、こういうのはよくあることなのか？」

「依頼主を明かせない仕事はたまにあって、その時に使われる制度ですね。珍しい依頼ですし、指名依頼と併用されることが多いので、冒険者の中には代理依頼の存在を知らないものまでいます」

「お前は代理依頼を受けた経験は？」

「あります。その時は護衛の依頼でした」

「依頼人がわからない護衛……そんな怪しい仕事をラルスは引き受けたのか。理由は？」

「何かあれば全ての責任は冒険者ギルドが背負うことになるので、一般の依頼より信頼性は高いんです。例えば依頼人が途中で裏切るといったことは、絶対にあり得ません」

「ふむ、確かにギルドが責任を持つのであれば、安全かもしれんな」

「とはいえ、今回の仕事内容は暗殺のようだったので、仮に私に回ってきても引き受けはしませんが……」


そう、最大の疑問は、冒険者ギルドの名前を使ってまでソフィーの暗殺の依頼を出したことだ。




これが表に出れば、冒険者ギルドは無事では済まない。




冒険者や平民だけではなく、一部の貴族や聖職者から抗議が殺到して大打撃を受ける。




そんなことは容易に想像できたはずであり、冒険者ギルド内でも依頼への反発はあったはずだ。




それなのに冒険者に依頼が渡っていた。




もしかしたら正規ルートで発行された依頼ではない可能性がある。




代理依頼という制度を偽った、裏の依頼。あり得ない話ではないな。



「だが、こいつは危険な暗殺の依頼を引き受けた。何故だ？　隠さず、全てを教えろ」


今までの話は少し考えれば予想はできること。ここから先が重要だ。




少しでもいい。手がかりが欲しかった。



「うーん。教えてあげたいけど、もう無理みたい」


悪魔の体がボロボロと崩れていく。




形を保っていられないようだ。




時間切れを狙っていたのだろう。真っ黒になった顔が、笑っているように見えた。



「今度会ったときに、またお話ししましょ」


秘密を抱えたまま悪魔は崩れ去ってしまった。



「逃げられたか」


ゼルマは吐き捨てるように言い放ってからアルマを見る。



「悪魔が言っていたことが真実なのか裏を取る。それまで、内密にしてくれないか？」

「人間同士の争いには興味がない。好きにしろ。私は何も言わん」

「感謝する」


アルマが元の姿に戻る。急に力が抜けたかのように膝をついてしまった。




呼吸は荒く、顔は青白い。額から汗が滴り落ちている。体力や魔力のほとんどを使い切っただけではこうはならない。肉体にも深刻なダメージを受けていそうだ。



「無茶しすぎです！　あれは長く使えるものじゃないんですよ！」


駆け寄ったソフィーが、アルマを抱きしめると優しく叱った。



「服が汚れるぞ」

「今から回復魔法を使うから静かにしていてください」

「むっ……」


あのアルマを黙らせてしまうほど、有無を言わさない迫力があった。




静かに怒っているのだろう。『ヒール』を使っている間もずっと難しい顔をしていた。




他にもいくつか魔法を使って失われたものを取り戻していくと、ようやくアルマの呼吸は落ち着き、顔色も元に戻った。



「今日はもう帰るんですよ？」


首を横に振ろうとしたアルマだったが、頬ほおを両手で押さえられてしまう。さらにソフィーの顔が近づく。



「応急処置しかできていません。教会に戻ったら二、三日は安静にしてください」

「ち、近い……」


後ろに逃げようとしたので、ソフィーは、おでこをくっつけて逃げられないようにした。



「わかりました？」

「……わかった……約束するから」


ついにアルマが折れた。あの前に進むことしか知らない女がだ。




一緒に育ち途中で道が分かれた二人だったが、関係は強固なままのようだ。少し羨ましい。




ずっと一緒にいたのに、関係が壊れていたことに気づかなかった俺には、眩しい光景だった。



「では、一緒に帰りましょう。ゼルマ様、よろしいでしょうか？」


計画された惨劇を見ても不満を言わなかったソフィーだが、さすがにこの場にとどまり続けたいとは思っていないのだろう。




今すぐにでもダンジョンから出たいようだった。



「問題ない。すべて終わったからな」


探索を続けると言われなくてよかった。




ダンジョンマスターやカーリンの存在が気になってしまい、俺も逃げ出したかったので助かる。



「先頭は任せてください」


俺の声が合図となって全員が歩き出す。




後ろから「お兄様、生き残れてよかったですね」と、悪魔の様に冷たく言い放つゼルマの声が聞こえたのだった。




エピローグ　それでも逃げない





ダンジョンから戻ると、目が回りそうなほど忙しい日々を送ることとなる。




ゼルマはエルラー家の当主に報告するため、ヤンを出た。代理としてレギーナが屋敷を管理している。そのサポートとして俺も協力していたので、冒険者ギルドに探りを入れることすらできない。




他にも移住してきた住民とのトラブルや冒険者どもが暴れているという苦情、さらには違法商品を販売している店の摘発にも協力していたのだ。




今までは自警団が取り締まっていたが、数が多くなったのと、何より高度な事件が急増したので対応しきれていない。しばらくは俺やレギーナが処理することになりそうだ。




そんなこともあり、しばらくは休む暇はなかった。




ユルゲンの死から十日以上経って、ようやくゆっくりする時間が取れたのだった。






「ソフィー、急に誘って悪かったな」

「この時間はいつも暇をしているので気にしないでください。それより、ラルスさんは大丈夫なんですか？」


俺とソフィーは前に訪れた麺料理屋に入っていた。向かい合うように座っている。




周囲は相変わらず若い客が多くにぎやかで、今日も繁盛しているようだった。



「あぁ、休みだからな。居場所は教えているし、緊急の呼び出しがあればガンダルあたりが飛んでくるだろう」

「ふふ、そうならないように祈っていますね」

「ソフィーが祈ってくれるなら効果がありそうだ」


軽快な会話をしながらメニューを見る。




名前だけ見てもどんな料理なのかわからないので、クリームを使った、恐らくは麺料理だと思われるものを頼むことにする。ソフィーも同じものにしたようだ。




こういった何気ない行動、タイミングが合うのは心地がよい。




自然体でいられるので、一緒にいるのが楽しいと感じてしまう。




店員を呼んで麺料理と果実酒を注文してから会話を再開する。



「十日前は大変でしたね」

「いろいろとあったな。とはいえ、ダンジョンマスターのヤツは外に出れないみたいだし、俺がダンジョンの中に入らなければ何も起こらないだろう」


悪魔は大切なことは言わないし、勘違いさせるような発言もするが、嘘はつかない。




ダンジョンマスターが外に出ないことは、事実として受け取っていいだろう。




ダンジョンが開放された今、俺が入る理由はないので、出会う可能性はゼロだ。




あとはソフィーの問題さえ解決すれば、平穏な日々が堪能できる身分になるはず。




歩みは遅いが、理想の生活に向かって進んでいると思っていいはずだ。



「それなら安心ですね」


俺の言葉を信じたソフィーの笑顔は、明るく眩まぶしい。




さすが元聖女。人を引き付ける魅力は本物だな。



「あぁ、それよりソフィーは大丈夫だったか？　例の計画は直前に聞いたんだろ？」


優しいソフィーなら、心を痛めているだろうとずっと気にしていた。



「ゼルマ様の神官として役に立つと決めたときから、覚悟はしていましたから問題ありません。それに無辜むこの民を傷つけるという話でもありませんし、私自身は納得できています」


そこまでの覚悟を持っているのであれば、俺から何か言うことはない。



「そうか、それならいいんだ」


会話が途絶えてしばらくすると、頼んでいた料理が運ばれ、同じものがテーブルに並べられる。



　先ずはお互いに果実酒を飲んで渇いた喉を潤してから、麺を一口食べた。


濃厚でマイルドなクリームソースの味が口いっぱいに広がる。コクがあって美味い。香草が入っているようでよい香りもした。横に置かれた小さいトマトも味が濃く、ほどよい酸味がして飽きがこないように工夫されている。




この料理には多彩な食材が使われており、田舎村では手に入らない高級なものばかりだ。レシピがわかっても再現はできないだろう。



「それで、ラルスさん。これからどうしますか？」


食事の手を止めたソフィーが質問をした。これから、か。



　俺の不安定な立場を考えて発言してくれたのだろう。

　裏切り者の処分は無事に終わって、今回もヤンを守れたのだが、ゼルマとの関係は深まり、さらにアルマにもギフト能力がバレてしまった。俺の手も徐々に汚れてきている。


リヒトからパーティを追い出される前の俺なら、面倒だと逃げていたかもしれないが、今はヤンという場所が好きで離れたくないし、ソフィーたちを大切にしたい。俺が目指している暮らしを手に入れるために、邪魔するものはすべて排除し、障害を乗り越えていく覚悟はできている。



「何も変わらないな。俺が好きになった、このヤンに住み続ける。それだけだ」

「ふふふ、そう言うと思ってました」

　俺の返事を聞いて、なぜか嬉しそうにしているソフィーを見ながら、クリームをたっぷりとつけた麺を食べようと口を開いたところで、店のドアが音を立てて勢いよく開く。ガンダルが飛び込んできた。

「兄貴！　また冒険者どもが暴れているっス！」


クソッ！！




やっと取れた休みが台無しじゃないかッ！！



「ソフィーごめん。仕事だ」

「私のことは気にしないでください。お気をつけて」


文句の一つでも言われると思ったが、笑顔で送り出してもらえた。



「この埋め合わせは今度する！」


二人分の料金となる銀貨を置くと、ガンダルを連れて店を出る。




ソフィーとの貴重な時間を邪魔した冒険者には、痛い目にあってもらおうじゃないか。






◇　◇　◇





ラルスさんを見送って静かになった席で食事を再開していると、目の前に大柄の女性が無言で座りました。




それが誰なのか、顔を見なくてもわかります。



「アルマ姉さん。どうしたんですか？」


今日は戦闘用の装備はしていないようで、黒い服を着ているだけ。




その姿から休息日だということが分かりました。




普段戦い続けている方なので、体を休める日を作ってくれて安心です。



「この前話したことは考えてくれたか？」

「私がヤンを離れて逃げ出す、ということですよね」

「そうだ。教会の影響力は各国にあるが、田舎のほうに行けば確実に弱まる。創造神ではなく、精霊を崇めている隠れ里のような村をいくつか知っているから紹介しよう。そこに移住すれば、しばらくは安全だ」


アルマ姉さんと再会してから、何度も提案されたことです。




確かにそうすれば、一時的な自由は手に入るでしょう。言っていることは理解できますが、私には他に大切なものがあるので、その条件がクリアされるまでは断ることにしています。



「ラルスさんと一緒であれば行きます」

「チッ、アイツか、なぜそんなにこだわる？」

「そうですね……ふふふ」


ラルスさんと出会った頃を思い出して、顔が赤くなっていることを自覚できる程度には、少し興奮してきました。あぁ、早く会いたい。



「何がおかしい？」

「いえ。私って、単純だなと思って」


険しい顔をしたアルマ姉さんは、続きを聞くために、おとなしく待ってくれています。




果実酒を飲んで高ぶってきた気持ちを落ち着けてから、大切にしている気持ちを話すことにしました。



「絶望していた私の心を救ってくれました。ご自身も辛い環境だったのに、追放された元聖女だって知っても、態度が変わらなかったんです。人間らしく生きることを諦めかけていた私にとって、創造神から遣わされた使徒の様に見えた、といったら大げさでしょうか」


教会から追い出され、都合のよい道具として使われることを受け入れていました。




ずっと仲良くしていた人たちは誰も助けてくれません。当然ですよね。関われば教会の厄介ごとまでついてくる、近づくだけで火傷をしてしまうような女ですから。




私も他人を不幸にしたいとは思いませんので、最後は一人で終わろうと考えていたのですが、そんなこと関係ないと言わんばかりに、ラルスさんはずっと助けてくれています。




それが救いでした。




そこまでされて、惹かれない女はいません。



「だから、アイツと離れたくないと？」

「はい。私からは離れるつもりはありません」

「ゼルマだって、いつまでも庇ってくれるとは限らないぞ？」

「知っています。それでも、です」


教会の、そして教皇の影響力が強くなれば、いつかは裏切られるかもしれません。




そのぐらいわかっています。




ですが、時間は稼げます。




抗う力をつけることが、できるかもしれません。




もしかしたら本当の自由を手に入れられるかもしれません。




可能性は僅かかもしれませんが、ラルスさんと一緒にそんな未来を築き上げたいのです。



「……わかった。今日は引き下がろう。気が変わったらすぐに声をかけてくれ」


説得を諦めたアルマ姉さんは、ため息をついてから席を立つと、お店を出て行きました。




アンデッドに強い憎しみを抱いているため、苛烈な性格をしているように見えるんですが、身内には非常に優しく情にもろい面があります。




それは彼女の危うい一面でもあり、教会から追放されるきっかけになり得ます。




お願いすれば無茶をすることは明白なので、ラルスさんと出会っていなくても、頼ることはなかったでしょう。



「ラルスさんとなら、どこまでも堕ちていく覚悟すらあります。ずっと一緒にいましょうね」


一人になって気が抜けたのでしょう。




気がつけば暗い笑みを浮かべてしまいました。




こんな顔は、誰にも見せられませんね。




特典ＳＳ　牢獄の勇者




　ラルスをパーティから追い出し、ダンジョンを探索したところまではよかったのに、どうして俺は牢獄に入っているんだ？


　俺の入れられた地下牢は、石と岩に覆われた頑丈な造りをしている。さらに魔法の使用を妨害する機能も備えているらしく、この俺であっても脱出は不可能だ。



　男爵の四男を殺した程度で、冒険者ギルドが認めた勇者である俺を捕まえるなんて、アイツらは何もわかっていない。実家の金を使うだけで何も生み出さない男より、俺のほうが圧倒的に価値がある。それは間違いないのだが、なぜか周囲は話を聞こうとしない。クソ！　思い出したらイライラしてきた！


コツコツと石畳を叩く音が近づいてくる。



　飯の時間か？　と思ったが、さっき食ったばかりだ。違うだろう。ローザやエヴァ、コレットも同じように捕まっているはずなので、面会に来たということはあり得ない。


一体誰が来ているんだ？



　そんなことを考えながら待っていると、銀髪の女が入ってきた。身なりがよい。体内から魔力を感じるので貴族だろう。俺が殺した男爵の家族か？

　俺の前の立つと腕を組んで、見下すような目で見てきた。

「お前がリヒトか？」

　つまらなさそうに俺の名を呼ぶなッ！

　ムカついたので返事はせずに無視をする。

「お前の処遇が決まった。数日後に公開処刑となる」

「ふざけるなッ！！　男爵の四男を殺した程度で、処刑になんてなってたまるか！」

　牢獄内は魔法の使用を妨害するが、俺ほど強ければ威力は落ちるが魔法は使えるッ！！

『エネルギージャンベリン』

　油断したな！　光りの槍がお前をつらぬ…………いてないだと？

　貴族の女が使った『魔法障壁』で弾かれてしまった。


不意の一撃だ。俺の魔法を見てから『魔法障壁』を使ったはずなのに、間に合っただと？　貴族ごときが？　そんなこと、あり得ない！　許せないッ！！



「ほぅ、牢獄内は魔法が使えなくなるはずなんだがな。さすが勇者と呼ばれているだけはあるか」

　いちいちムカつく言い方をするな。用事があるならさっさと言え！　ないなら、俺を解放しろ！！

「うるさい！　さっさと、ここから俺を出せ！」

「いいだろう。だが条件がある」

　貴族の女が笑った気がした。

　見下しやがって。話が終わった後に生まれてきたことを後悔するまで辱めてやるッ！

「お前が囲っていた女どもを奴隷に堕とす。そしてお前は国王の忠実な犬として、誰も受けたがらない任務を受けろ」

「断る！　俺のものは誰にも渡さんッ！！」

「自分の状況というのがわかってないようだな」

　貴族の女は牢獄の鍵を取り出すと、入り口のドアを開けて中に入ってきた。やはり貴族はバカだ！　中に入ればコイツも魔法が妨害される。直接の殴り合いなら俺のほうが強いぞ！　その余裕のある顔を歪ませてやる！

　姿勢を低くして走り、貴族の女の前に立つと下から顎を狙って殴りかかった。

「ガハッ」

　次の瞬間、なぜか俺は天井を見上げていた。

　背中が痛い。息が苦しい。俺は投げられたのか……？

「躾しつけの時間だ」

　貴族の女は俺の上に乗ると、顔を何度も殴りつけてきた。一発一発が重い。

　払いのけようとしても体が固定されて、それもできない。


もう何回殴られたかわからない。意識が飛んでしまいそうだ。



「い、痛い。やめてく——ぶへッ」

「悪いな。聞こえなかった。もう一度言ってくれ」

「殴るな。やめ、ぶへッ」

「なんだ？　態度がなってないぞ。もっと犬らしく、主人に許しを請うてみろ」

「うる——」

　反抗しようとしたら殴られてしまった。目は腫れて視界はぼやけている。口からは血が流れ、歯も折れている。それでも、貴族の女は殴るのを止めない。

「ごめんひゃさい。ゆるひて……」

　口が思うように動かず、まともに言葉は発せなかったが、貴族の女は殴るのを止めてくれた。歪んだ視界でもうっすらと笑っているのが見える。

　今まで貴族なんて怖くもなかった。戦えば必ず勝てる。ただ金があるから偉そうにしている存在ぐらいにしか思っていなかったが、コイツは違う。認めるのはムカつくが、強い。

「ようやく立場を理解したようだな。それで、先ほどの話は受け入れるな？」

　手についた血をハンカチで拭いながら言ってきた。

　俺の女を手放すのはムカつくが、命には代えられん。諦めよう。自由になってから別の新しい女を手に入れればいいのだ。

　問題は任務のほうだ。俺なら危険な任務も余裕でこなせると思うが、終わりがないのは問題だ。

「にんむ、いちゅまじぇ」

「ああ。なるほど。終わりのない任務は嫌、というわけか」

　俺の言葉を聞いて貴族の女が手を動かした。

　また殴られる、と思ったがそんなことはなかった。

　頬に優しく触る。

「期限は欲しいよな。その気持ちはわかる。冒険者ギルドやお前が斬り殺した男爵家、さらには国王とも調整済みだ。五回、任務を達成すれば無罪で解放すると約束してもらっている」

「ひょんとか？」

「もちろんだ。エルラー家の名にかけて誓おう。さらに、もし本当にすべての任務を達成したら、褒美も渡そうじゃないか。どうだ、話を受け入れる気になったか？」

　褒美！　いいじゃないか！

　もう口を動かすのも面倒なので、首を縦に振って答える。

　すると、貴族の女は俺の上からどいて牢獄から出て行った。

　後ろを襲うことも考えたが、今は全身が痛い。無理をするべきではないだろう。それに、報酬の話も魅力的だ。


すべてが終わったら、俺を殴ったあの女も手に入れてやろうじゃないか。





万能の魔法剣士は真の能力を隠して田舎暮らしを目指す２〜貴族の令嬢や聖女様に目をつけられて理想の生活が遠のいてしまったのだが！？〜
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